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『平成26年度児童文学連続講座講義録』の刊行に際して

国際子ども図書館では、児童サービスに従事している図書館員等の方々を対象に、国内外の児童書・
児童文学に関する幅広い知識の涵養を目的として、平成16年度から毎年、「児童文学連続講座」を開講し、
平成26年度までに11回行ってまいりました。初回の「ファンタジーの誕生と発展」を始めとして、児童
文学に関わる多様なテーマを取り上げております。これまでの児童文学連続講座の概要及び講義録につ
いては、次の URLを御参照ください（http://www.kodomo.go.jp/study/chair/outline/index.html）。
平成26年度の児童文学連続講座は、平成26年11月10日、11日に実施しました。今回は、「児童文学とそ

のマルチメディア化」と題して、映画やテレビドラマなど様々にメディア化された児童文学を取り上げ、
各講師からお話いただきました。開講に当たっては、平成24、25年度に続き日本女子大学教授であり、
当館客員調査員委嘱している川端有子先生に監修をお願いいたしました。
私も、子どもの頃、「世界名作劇場」の「フランダースの犬」、「アルプスの少女ハイジ」、「ムーミン」

などアニメーション作品に親しんで育ちましたが、今や多くの方が、様々なメディアで児童文学を元に
制作された作品に接していることと思います。一方、原作は読んだことがないという作品も少なくない
のではないでしょうか。今回の講座では、原作とマルチメディア化されたものとを比較・分析すること
によって、時代や国により、また制作者の意図により、作品の描かれ方が、価値観も含めて大きく異なっ
てくる事例を具体的に示していただきました。また、映像が見る者に与える影響力の大きさや、原作を
読むこと、あるいは文字を読むことの重要性が改めて指摘されました。
なお、今回当館からは、堀純子が、「日本における児童文学と映像作品」と題して、児童文学の中でも

読み物のジャンルを中心にテレビアニメーションなどに映像化された作品を紹介しました。
本書は、各講師の語り口をそのままに記録した講義録です。各講義録には、講義で使用したレジュメ

を付しました。また、末尾には、講義で紹介された資料のリストを収録し、当館所蔵資料には請求記号
を付しました。様々な御事情から受講することができなかった方、受講した内容を再確認して研究を深
めたい方など多くの方々に、本講義録を御参照いただければ幸いです。
末尾ながら、監修及び講師をお引き受けくださった川端先生、そして講師をお引き受けくださった野

坂悦子先生、田中美保子先生、横川寿美子先生に厚く御礼申し上げます。

平成27年9月
国立国会図書館国際子ども図書館長

佐 藤 毅 彦  
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http://www.kodomo.go.jp/study/chair/outline/index.html）。


凡例 

○	 本書は、平成26年11月10日及び11日に国際子ども図書館で開催した「国際子ども図書館児童文学連
続講座―国際子ども図書館所蔵資料を使って」（総合テーマ：児童文学とそのマルチメディア化）を基
に編集した講義録です。 

○ 各講師の「レジュメ」、「紹介資料リスト」も併せて掲載しました。「レジュメ」は講義録本文の前に、
「紹介資料リスト」は講義録本文の後に掲載しています。それぞれ刊行に際し、必要に応じて改訂を
行っていますので、講義当日に配布したものとは異なる場合があります。

○ 「紹介資料リスト」は、講義の中で紹介された資料のリストです。原則として国立国会図書館の所蔵
資料の書誌情報を掲載しています。国立国会図書館に所蔵のない資料については、「国立国会図書館
サーチ」等の書誌情報を参照しました。

○ 「紹介資料リスト」の「請求記号」の項には、国際子ども図書館の請求記号を記載しました。国際子
ども図書館が所蔵しない場合は、国立国会図書館東京本館の請求記号を記載し、（本館）と付記しまし
た（所蔵状況：平成27年7月現在）。 

○ 講座概要に記載された講師の肩書きは連続講座当時のものです。 
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講 座 概 要

平成26年度国立国会図書館国際子ども図書館児童文学連続講座―国際子ども図書館所蔵資料を使って

総合テーマ「児童文学とそのマルチメディア化」

○総合監修 川端 有子（日本女子大学教授、国立国会図書館客員調査員）

○講義日程 平成26年11月10日（月）～11日（火）
内 容 講 師 

11

館内見学

開講、諸注意

はじめに 川端 有子

月 

10
『フランダースの犬』の映画化、アニメ化、紙芝居化とベ
ルギー

野坂 悦子
（翻訳家、作家、東京成徳大学非常勤講師）

日 スタジオジブリ版『借りぐらしのアリエッティ』は何語
を話すのか―日本化した『床下の小人たち』

田中 美保子
（東京女子大学准教授）

『若草物語』の三つの映画化 ―あなたはどのジョーが
一番好きですか？

横川 寿美子
（帝塚山学院大学教授）

グループ討議オリエンテーション 

『秘密の花園』 ―本から生まれた三つの映画と映画か
ら生まれた本

川端 有子

11
月 

11
日

資料紹介―日本における児童文学と映像作品
堀 純子
（国立国会図書館国際子ども図書館
資料情報課長）

グループ討議（討議・発表）

おわりに 川端 有子

修了証書授与、閉講 
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講 師 略 歴
（五十音順、敬称略)

川端 有子（かわばた ありこ）

関西学院大学大学院博士課程満期退学、英国ローハンプトン大学にて PhD（児童文学）を取得。愛知県
立大学外国語学部を経て、現在は日本女子大学家政学部児童学科教授。日本イギリス児童文学会常任理
事。国立国会図書館客員調査員（平成24年度～）。
著 書 『児童文学の教科書』『少女小説から世界が見える：ペリーヌはなぜ英語が話せたか』

編著書 『「もの」から読み解く世界児童文学事典』（共編著）、『「場所」から読み解く世界児童文学事典』（共

編著）、『赤毛のアン スクラップブック』（編著・訳）

訳 書 『本を読む少女たち：ジョー、アン、メアリーの世界』、『絵本の力学』（共訳）、『絵本の絵を読む』（共

訳）

田中 美保子（たなか みほこ）

東京女子大学大学院現代文化研究科修了、関東学院大学大学院文学研究科博士後期課程修了（文学博士）。
現在は東京女子大学准教授。専門は現代英米児童文学研究及び翻訳研究。とくに、イギリスのファンタ
ジー文学の日本における翻訳・受容の在り方に注目している。
著 書 	  Aspects of the Translation and Reception of British Children's Fantasy Literature in Postwar 

Japan（単著）、『世界少年少女文学 ファンタジー編』、『世界少年少女文学 リアリズム編』（明快案

内シリーズ知の系譜）（共著 編者：定松正）等

論 文 「『借りぐらしのアリエッティ』は何語を話すのか?」（『Bookbird 日本版』No.6）等

訳 書 『アップルバウム先生にベゴニアの花を』（単訳）、『子どもはどのように絵本を読むのか』（共訳 監

修：谷本誠剛）等

野坂 悦子（のざか えつこ）

早稲田大学第一文学部英文学科卒業。1985-1990年にオランダ、フランスに滞在。現在は翻訳家として、
特にオランダとベルギーの児童文学紹介に力を注いでいる。2002年、『おじいちゃんわすれないよ』で産
経児童出版文化賞大賞を受賞。脚本を担当した紙芝居『やさしいまものバッパー』で五山賞絵画奨励賞
を受賞。早稲田大学非常勤講師。日本国際児童図書評議会理事、紙芝居文化の会海外統括委員。
訳 書 『おじいちゃんわすれないよ』、『レアの星』、『いじわるなないしょオバケ』等の絵本のほか、読み物

に『フランダースの犬』、『第八森の子どもたち』、『いつもいつまでもいっしょに！』、『ネジマキ草と

銅の城』など多数。

共著書 『絵本の事典』（オランダ・ベルギー）、『児童文学の教科書』等

横川 寿美子（よこかわ すみこ）

京都女子大学大学院家政学研究科修士課程修了。大阪国際児童文学館専門員、美作女子大学教授等を経
て現在は帝塚山学院大学リベラルアーツ学部リベラルアーツ学科教授。児童文学におけるジェンダー、
昔話の再話化などについて研究。
著 書 『「赤毛のアン」の挑戦』、『男女という制度』（共著）、『若草物語』（共著）等

編著書 『児童文学研究、そして、その先へ』上・下（共編著）、『研究＝日本の児童文学』全 5 巻（共編著）等

論 文 「日本の「ねむり姫」絵本に見る再話・翻案をめぐって ―ペロー版の場合」（『帝塚山学院大学日本

文学研究』41号）等 
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はじめに 

はじめに

川端 有子

皆さん、おはようございます。ただいま御紹介
にあずかりました川端です。この連続講座も企画
するのが3回目になりますけれども、今回は、自
分でもまだ答えの出ていない大問題に取り組むこ
とになってしまいまして、皆さんと一緒にその
ことをよく考えていければいいなと考えており
ます。
近年、児童文学が原作の映画やアニメが多く製

作され、大変な人気を集めています。そのため、
大人であっても子どもであっても、映像化された
ものから最初に作品に触れ、そのままその作品を
知っているような錯覚に陥っていることが多いよ
うです。もっともこれは今に始まったことではな
くて、『くまのプーさん』や『不思議の国のアリス』
がディズニーのオリジナルキャラクターだと信じ
ている人も少なくはありません。その上、世の中
はますます視覚化の一途をたどり、映像なしに言
葉だけから想像の世界に入れないという子どもた
ちも増えてきています。そして映画の世界はどん
どんリアリティを増して、3 Dのような技術の進
化によって、映像の中の世界を容易に体験できる
ようになり、ますます私たちは想像力を使わなく
ても物語の中に入って行けるというような状況に
なっています。
そんなときに、言葉の持つ力というのがどんど

ん弱まっているような危惧を覚えますが、逆に、
そういった映画化された作品でないともう児童文
学は生き残れないのではないかというような気も
している次第です。
というのは、私はある大学で「イギリスのファ

ンタジーの発生と展開」という授業をやっている
のですが、取り上げた作品の中で、ほとんどの学
生が知らないと答えたのはフィリパ・ピアス（ Ann 

Philippa Pearce, 1920-2006）の『トムは真夜中の
庭で』（Tom's Midnight Garden, 1958）だけでした。
一時は、日本人の一番好きなファンタジーとすら
言われたこの作品が、どうしてそんなに知名度を
失ってしまったのかということを考えてみたら、
実はその理由は簡単でした。私が取り上げた他の
ファンタジー作品は、全てディズニーかスタジオ
ジブリか、何らかの形で映像化されて彼らのもと
に届いていたのですが、『トムは真夜中の庭で』は
イギリス本国では何度もテレビドラマ化され、そ
して一度、アメリカで映画にはなっているのです
が、日本では公開されていなかったからなのです。
というようなことで、『トム』は誰も知らなかった
のですが、しかも授業が終わった後、「結構、感動
した。」という声と共に、「スタジオジブリの『思い
出のマーニー』（原作 Joan Gale Robinson（1910-
1988）,When Marnie Was There, 1967）に似てい
る。」という感想があって、私はかなり困惑してし
まいました。『マーニー』の方がずっと後になっ
てから『トム』の影響を受けて書かれた作品であ
り、『マーニー』の方が『トム』に似ているのです
が、そういうような転倒現象も起こってしまって
います。
そして何より、私たちの子どもの頃よりも、今
の子どもたちは DVDやビデオ等を非常に手軽に
使っておりまして、私たちが本を繰り返し読んだ
ように、DVDを繰り返し見て、その世界の中に入
り込んでいるんですね。私にとっては、映画とい
うのは、映画館に出かけて行って、その場限りで
終わってしまうものだったのですが、すでに今の
子どもたちにとっては好きな場面を止めて、何度
でも繰り返して見られるようなものになっている
わけです。
このような時代に、活字による物語は、こうし
たマルチメディア化とどうやってより良い関係を
取り結んでいけるのかというのが私たちの課題で
はないかと思っています。ただ単に、原作が一番
いいという原作至上主義を唱えるのではなくて、
マルチメディア化との共存の方法を探り、それぞ
れの良さを生かして、作品のより深い理解へとた
どり着くために、幾つかの児童文学を例に、活字
とその他のメディアでの展開の可能性をこの講座
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はじめに 

では探っていきたいと考えています。
今回、取り上げられますのは、まず、日本では

古典的な名作ということになっている『フラン
ダースの犬』（Ouida（1839-1908）, A Dog of 

Flanders, 1872）です。これは先日、実は、映画の
『テルマエ・ロマエⅡ』（2014, 日）を観に行った
ときに、泣ける絵本の代表として、これと『かわ
いそうなぞう』（土家由岐雄（1904-1999), 1951）
が出てきたのには思わず苦笑してしまったのです
が、ベルギーを舞台にしながら、作者がフランス
系イギリス人というややこしい事情もあって、日
本では世界名作劇場のアニメが最も知られている
わけです。これを『フランダースの犬』の翻訳者
でもある野坂悦子さんが論じてくださいます。
その次には、イギリスのファンタジーが日本にど

う受容されてきたかを研究されている田中美保子
先生が、『床下の小人たち』（Mary Norton（1903-
1992）, The Borrowers, 1952）と、それを翻案した
スタジオジブリのアニメーション映画『借りぐらし
のアリエッティ』（2010, 日）を比較して論じられま
す。この作品についても、『床下の小人たち』を取
り上げて講義をしていたら、最後の感想に「なんだ
か『借りぐらしのアリエッティ』に似ている。」とい

う感想を言われて、私は本当にどうしようかと思っ
てしまいました。
そして、古くからの名作として読まれてきた古
典的な児童文学は何度も映画化され、リメイクさ
れています。その中でも『若草物語』（Louisa May 
Alcott（1832-1888）, Little Women,1868）を取り上
げられるのが横川寿美子先生です。ハリウッド映
画の新人女優のデビュー用とも言われたくらい、
何度も作られたこの映画ですが、その作られた時
代でどのように改変されてきたか、その歴史を見
ることは大変興味深いものだと思います。
そして、最後には、同じように何度もの映画化
を経てきたフランシス・ホジソン・バーネット
（Frances Eliza Hodgson Burnett, （1849-1924）の
『秘密の花園』( The Secret Garden, 1911）の映画化
を通じて、映画の限界と可能性、そして、後になっ
て気づいて1冊本を追加したのですが、映画化が
生んだ本というのをお話ししたいと思っています。
最後までどうぞお付き合いくださって、様々な御
意見を聞かせていただければと期待しておりま
す。よろしくお願いいたします。

（かわばた ありこ）
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『フランダースの犬』の映画化、アニメ化、紙芝居化とベルギー 

レジュメ

『フランダースの犬』の映画化、アニメ化、紙芝居化とベルギー

野坂 悦子

＊原作 A dog of Flanders: and other stories の刊行―1872年

作者ウィーダ（本名 Marie Louise de la Ramée, 1839-1908）とその時代 

Bimbi: Stories for Children (1882）との比較

＊アメリカ映画の中の『フランダースの犬』

①1914年 ②1924年 ③1935年 ④1960年 ⑤1999年


アメリカで公開された劇場版は、すべてがハッピーエンド。それはなぜか？


＊日本の中の『フランダースの犬』

本を通して：初の日本語訳―1908年


戦前の傾向 （②の映画の日本公開後）


戦後の傾向 （アニメ化以前、アニメ化以後）


紙芝居では？ （初版1952年）


アニメーションを通して：TV化 （カルピス子ども劇場）― 1975年


（東京ムービー新社）― 1992年


映画化 （劇場公開）―1997年
（実写映画も）―2009年
「スノープリンス 禁じられた恋のメロディ」

＊ベルギーの中の『フランダースの犬』

人気漫画シリーズ Suske en Wiskeの中での紹介。アニメーション放映、感情的な反発、観光資源
としての評価……。

映像人類学者 An van Dienderen & Didier Volckaertによる調査研究


『パトラッシュ、フランダースの犬―メイド・イン・ジャパン』DVD2008年
 

A Dog of Flanders, Een nooit geziene kijk op Vlaanderenラノー出版（ベルギー）2010年


＊「子ども」の「ため」の「物語」とは何か？
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『フランダースの犬』の映画化、

アニメ化、紙芝居化とベルギー

野坂 悦子

はじめに
皆さん、おはようございます。私は御徒町で生

まれ育ったので、もう半世紀も前になりますが、
子どもの頃には、父のオートバイに乗せられて上
野公園によく遊びに来たものでした。今日は、そ
れより更に100年近く前から読まれている『フラ
ンダースの犬』（A dog of Flanders, 1872）について
お話ししたいと思います。
最初、私は『フランダースの犬』に対して、偏っ

た見方をしていました。ちょっと古臭い、典型的
な名作童話のように感じていたのです。けれど
も、10数年前に新訳を手掛ける機会を得て、随分
印象が変わりました。著者ウィーダ（ Ouida）の生
涯も知ることができ、今は翻訳作業を通して、こ
の本に深く出会えたことを感謝しています。
それでは、『フランダースの犬』についていろい

ろと調べたり考えたりしてきたことを、「映画化、
アニメ化、紙芝居文化とベルギー」というテーマ
の中で、見ていきたいと思います。

ウィーダとその時代
ウィーダの本名はマリー・ルイーズ・ド・ラ・

ラメー（ Marie Louise de la Ramée, 1839-1908）。
1839年に、イギリスの田舎町ベリー・セント・エ
ドマンズ（ Bury St. Edmunds）で生まれました。
父親はフランス人で、幼少期に行方が分からなく
なります。文才のあったマリー・ルイーズは、
ウィーダというペンネームで早くも24歳のとき、
最初の本を出し、作家として成功していきます。
社交界への憧れ、恋愛への憧れと現実との差にい
らだち、その思いを本の中に昇華させ、恋愛小説
の名手となりました。当時、大変人気のあった作
家ですが、どこかエキセントリックなところもあ

る人でした。ウィーダは、オスカー・ワイルド
（Oscar Fingal O'Flahertie Wills Wilde, 1854-1900）
と並ぶほどの人気の持ち主で、ブロマイドまで売
られていたそうです。ウィーダの生涯について
は、後ほど DVDで更に御紹介します。
ここでヴィクトリア朝について少し復習しま
しょう。というのも、ウィーダはまさにヴィクト
リア朝に生きた人物だからです。ヴィクトリア女
王が統治したこの時代（1837-1901）、イギリスで
は産業革命とともに経済が発展し、文学や美術も
大きく花開きました。例えばチャールズ・ディケ
ンズ（Charles John Huffam Dickens, 1812-1870）、
オスカー・ワイルド、エミリー・ブロンテ（ Emily 

Jane Brontë, 1818-1848）、シャーロット・ブロン
テ（Charlotte Brontë, 1816-1855）など今日も人気
がある小説家が作品を次々と発表しました。
一方、子どもの本の世界でも大きな実りがあり
ました。18世紀の半ばには、ジョン・ニューベリー
（John Newbery,1713-1767）らによって「おもしろ
くて、ためになる」子どものための本が出版され
るようになりました1が、ヴィクトリア朝時代に
なると、『不思議の国のアリス』（Alice in Wonder-
land,1865）が出版され、さらにクレイン（ Walter 

Crane, 1845-1915）、コルデコット（ Randolf Cal-

decott,1846-1886）、グ リ ー ナ ウ ェ イ（  Kate  

Greenaway, 1846-1901）らが、調版師エドマンド・
エヴァンズ（ Edmund Evans,1826-1905）と組んで、
多色刷りの木口木版による美しい作品を次々と生
み出し、初期イギリス絵本の黄金期を迎えました。
つまりヴィクトリア朝時代は、子どもの本が、脚
光を浴びた時代でもあったのです。

1 http://www.kodomo.go.jp/ingram/section1/index.html参照。
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そんな時代を生きたウィーダは、文学史の中で
どのように位置づけられるのでしょうか。チェス
タトン（ Gilbert Keith Chesterton, 1874-1936）は、
英文学史の中で、「ほぼ二流の域を脱して一流に
迫ろうとする二人の作家の一人」と捉えていま
す2。「ほぼ二流の域を脱して」という評が面白い
ですね。ウィーダは決して多くの名作を残した作
家ではありませんが、『フランダースの犬』が時代
や国境を越えて読み継がれていることを考える
と、彼女にはやはり特別な才能があったように思
われます。夏目漱石もロンドン留学中の日記 3の
中で、下宿の女主人は、今の作家では、ウィーダ
程度の名前を知っているだけだというようなこと
を書いており、庶民に親しまれた作家の代表格
だったことがわかります。しかし、現在のヨー
ロッパでは、『フランダースの犬』の作者としての
ウィーダは、ほとんど知られていないようです。
文学に詳しいオランダ文学基金（  Nederlands  

Letterenfonds）4の人たちに尋ねてみても、首を横
に振るばかり。むしろマスカーニ（ Pietro Mas-

cagni, 1863-1945）作曲のオペラ『ロドレッタ』
（Lodoletta, 1917）の原作 Two Little Wooden Shoes

（ふたつの木靴, 1874）の原作者として、ウィーダ
の名前は残っているようです。
『フランダースの犬』に出てくる村はベルギー
の架空の村ですが、「ふたつの木靴」も、フィクショ
ンとしてのベルギーが舞台です。ベルギーという
国は、ウィーダにとって一種の夢の国、想像が掻
き立てられる場所だったのでしょう。
イギリス人の母親とフランス人の父親の間に生

まれたウィーダは、1871年にベルギーを訪れ、翌
年に『フランダースの犬』を発表しました。この
作品が舞台になったフランダース地方はフランド
ルとも呼ばれ、オランダ語圏に含まれます。ベル
ギーは北半分がオランダ語圏、南半分がフランス
語圏、ドイツ語圏も少しあり、ゲルマン系とラテ
ン系の文化が接し合う国なのです。ウィーダ自

2 『ヴィクトリア朝の英文学』春秋社, 1979。
3 『漱石全集第十九巻』（岩波書店、1995）収載の明治34年1月12日
付け日記 p.47-48。 
創作・出版・翻訳への助成やフェスティバルを通して、オランダ
語・フリジア語の文学が国内・海外でもっと知られ、広がるよう
に活動している国営機関。 

身、アングロサクソンとラテンの血の両方を引く
人ですから、ベルギーという国の文化の重層性に
強く魅かれたはずです。
ところが、ウィーダは作中人物に、その土地の
ものではない名前を与えています。『フランダー
スの犬』には、ネロに辛く当たる「コゼツ」とい
う粉ひきのおやじさんが登場します。コゼツとい
う名は、ベルギーの三つの公用語のどの言語にも
ありません。ネロのおじいさんの名は、「ジェハ
ン・ダース」です。「ヨハン」ならば、オランダ語
の名前としてあり得ますが、そうではない。主人
公「ネロ」という名も、ベルギー人らしい名前で
はなく、これはイタリア語で「黒」を意味する言
葉です。
1872年に出た初版  A dog of Flanders: and other 

storiesの挿絵は、フィレンツェのイタリア人画家
エンリーコ・マッツァンティ（  Enrico Mazzanti,

1850-1910）が描きました。マッツァンティは、『ピ
ノッキオの冒険』（Le avveture di Pinocchio: storia di 

un burattino, 1883）の初版の挿絵を手掛けたこと
で有名ですが、私たちの思い描くネロとパトラッ
シュの像からはかけ離れています。世界名作劇
場5のアニメーションを見た世代には、そのイメー
ジが深く刻まれているかと思いますし、世界名作
劇場を見ていない私にも、初版の挿絵には違和感
を覚えました。理由はわかりませんが、その後の
版から、このイタリア風の絵は省かれたそうです。
初版には、ほかにも A Branch of Lilac、A Provence 

Rose、A Leaf in the Stormという三つの話が収録さ
れていました。
その10年後、 Bimbi: Stories for Children（1882）

というタイトルでウィーダの別の作品集が出版さ
れました。ところがこの本には、なぜか『フラン
ダースの犬』だけが選ばれていないのです。 

Bimbi: Stories for Childrenという作品集を出し
たウィーダを、イギリスの児童書の歩みに重ね合
わせて考えてみると、当時、A dog of Flandersは、
子どものために書かれた本でもなければ、子ども
の本として出版されたものでもなく、後世の人へ

5 主に日本アニメーションが制作し、フジテレビ系列で放送した
テレビアニメシリーズ。「カルピス子ども劇場」はシリーズ名の
一つ。途中、シリーズ名には変更がある。
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と手渡されるうちに、いつの間にか子どもの本に
なった作品だと推察されます。
ウィーダ、あるいは版元が、なぜ Bimbi: Stories 

for Childrenに『フランダースの犬』を選ばなかっ
たのか、その理由はわかりません。しかし日本で
は、明治時代に紹介された後、繰り返し翻訳・翻
案されながら、良い児童書としての評価を保ち続
けています。それは、日本の国民性や児童文学の
歴史に合ったことに加え、アメリカで5回にわ
たって映画化されたこと、さらに1970年代に世界
名作劇場としてアニメーション化され、その後劇
場公開されていること、つまりメディアとの関係
が深かったことが、大きな理由として考えられる
のです。

アメリカ映画の中の『フランダースの犬』
アメリカで映画化された『フランダースの犬』

について、少し考えてみましょう。全5回の映画
化のうち、最初の映画（1914）のフィルムは現存
しません。次の1924年の映画はパネル写真が残っ
ており、全編ではありませんが、映像も少し残っ
ているそうです。この作品が話題になったのは、
主演のジャッキー・クーガン（  Jackie Coogan,
1914-1984）という少年が、チャーリー・チャップ
リン（  Charles Spencer Chaplin, 1889-1977）の
『キッド』（The Kid, 1921, 米）に出演した名子役
だったからです。日本でも翌年公開され、かなり
多くの人が観たと思われます。実際、1920年代に
日本で出版された『フランダースの犬』には、映
画の一場面の写真が口絵として使われています。
その後、1935年、1960年と映画化され、最も新

しい1999年の映画では、ジョン・ヴォイト（ Jon 

Voight, 1938- ） 6が出演したことで話題になりま
した。（その後のベルギーにおける『フランダー
スの犬』の受容は、この1999年の映画と深く関わっ
てきます。）
そして、アメリカで公開された劇場版は、すべ

てハッピーエンドに改作されています。ただし、
1999年の映画は、原作どおりの結末も日本公開用
に用意されました。

米国の俳優。代表作『真夜中のカウボーイ』（1969, 米）。女優ア
ンジェリーナ・ジョリーの父。

1960年の映画では、絵のコンクールの結果発表
の後、ネロが失意の内に仕事を探しに行きますが、
原作にはこのような場面はありません。キャビン
ボーイに名前を登録したものの、「犬がいる。」と
受付の係員に言うと、「それじゃ仕事ができない
だろう。」と言われ、ネロはすごすごと帰り、アロ
ワの家に立ち寄ります。そして「パトラッシュを
頼む。」とアロワに言い残し、立ち去るのです。映
画では、ここに有名な画家が現れるのが、原作と
大きく違う点です。「あの子を自分の弟子にした
い。」と画家が言い出し、みんなでネロを探しに行
きます。一方、聖母マリア大聖堂にいるネロが、
「ルーベンスの絵を見たい。」と頼むと、神父は「ク
リスマスプレゼントだよ。」と念願の絵を見せて
くれます。そう、この映画では周囲の大人が一人
残らず親切なのです！ ネロのもとにパトラッ
シュやアロワ、大人達が次々にやって来て、物語
は大団円を迎えます。
ストーリーをハッピーエンドに変えるのは、ア
メリカではよくある現象です。ウォルト・ディズ
ニー・カンパニーの映画でも、『人魚姫』（The  

Little Mermaid, 1989）や『マッチ売りの少女』（The 
Little Matchgirl, 2006）は、ハッピーエンドで終
わっています。武蔵野大学教授（当時）の高橋晃
氏の論文には、劇場公開映画は多額の資金を必要
とするため、制作者が興行成績を強く意識して、
観客の好みに敏感にならざるを得ない、とありま
す7。つまり、内容を見る人の好みや国民性に合
わせる必要があったのです。
この後に作られた1999年版では、二つの結末が
用意されました。アメリカ公開用の方は、高名な
画家は実はネロの父親で、仮死状態のネロが夢か
ら覚め、父親と固く抱き合うという結末です。と
ころが日本公開用に用意された結末では、最後の
場面がカットされ、ネロは仮死状態ではなく、本
当に死を迎えます。
とはいえ、ハッピーエンドにするために、もと
もと途中で色々と伏線を張っていた映画なので、
最後に無理やりネロを死なせて終わらせてしまう
と、あの画家はどうなったのか？など、辻褄の合

7 「子ども向け映画の日米比較―原作の結末の改変」『国際幼児教
育学研究』8, 2001, p.27-36。
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わない部分が残ります。にもかかわらず、日本で
観てもらうためには、そうせざるを得なかったよ
うです。
なお、映画公開後に発売された DVDには、二
つの結末が用意されているため、観る側が選択す
ることができます。「今日は悲しい気分だから、
ハッピーエンドの方を観よう。」とか、「今日は思
いきり泣きたいから、悲しい結末にしよう。」とい
うふうに。となると、「ストーリーとは一体何な
のか？」という疑問が浮かびます。「いったい、誰
がどのような責任をもって物語を作るのか？」と
いう疑問です。コンピューターゲームでは、プレ
イヤーが選択を繰り返して、ストーリーの進行を
操作します。 DVDで結末が選択できるようにし
たのも、同じような感覚なのでしょう。
公開当時、この映画が二つの結末を持つことに

ついては、各紙で様々に報道されました。8月13
日の毎日新聞では「悲しすぎる !?『フランダース
の犬』、映画ではハッピーエンド版も―悲劇版採
用は日本だけ」という見出しで、「……米国をはじ
め、ベルギーやイギリス、フランス、ロシアのと
いったヨーロッパの配給会社が選んだのはすべて
ハッピーエンド版だった。」8と本文にあります。
8月7日の西日本新聞では、外国では『フランダー
スの犬』はそれほどポピュラーではないことを指
摘した上で、「日本では長年親しまれ、アニメでス
トーリーがよく知られているため、原作通りの悲
劇版が選ばれた。」9とあります。映画を観た人か
ら「これではない」と思われるのを避けるために、
アニメに合わせてストーリーを選ぶのは本末転倒
な気もしますが、この怪我の功名で、原作どおり
の悲劇版が日本では公開されました。
なぜアメリカ人は、幸せな結末を好むのでしょ

うか。アメリカは、ヨーロッパから渡った清教徒、
プロテスタントが作った国です。カトリックと違
い、清教徒は働くことを神に仕える道だと考えま
す。この世で神の意志を体現するために、人間は
生きて労働し、職業は神から与えられたものであ
り、お金もうけで豊かになるのは神の意志である
と考えるので、働いてお金を得ることに対する罪

8 『毎日新聞』1999年8月13日夕刊。

9 『西日本新聞』1999年8月7日夕刊。


悪感がありません。お金を稼ぐのは良いことだと
いう考え方が、アメリカ資本主義の根底にありま
す。したがって、映画でネロが努力し、苦労し、
成功して画家になっていくであろう道筋を見せる
のは、アメリカ人にとってごく自然な選択だった
と思われます。ディズニーの映画も、自己実現を
何より大切にしています。たとえ困ったことが
あっても、最後は「本当」の自分になって成功す
るという筋書きが常にあるようです。
そういえばある時、飛行機の中で、アメリカ映
画を立て続けに見たことがありました。1作目
は、『ハッピーフィート』（Happy Feet, 2006）。ペ
ンギンの子どもが、ほかのペンギンのようにうま
く歌えないけれど、自分にはタップダンスという
特技があることに気付き、そのタップダンスでみ
んなを危機から救うという、まさに自己実現の物
語です。2作目は、ビアトリクス・ポター（ Helen 

Beatrix Potter, 1866-1943）が絵本作家になるま
でを描いた映画『ミス・ポター』（Miss Potter, 2006）
でした。こちらもビアトリクスが困難を乗り越え
て、自作の『ピーターラビットのおはなし』（The 
Tale of Peter Rabbit, 1902）が出版され、職業婦人
として独り立ちし、ついに恋も成就するまでの過
程が描かれています。アメリカで公開される映画
の多くには、こうした自己実現のテーマが定番と
してあるのです。『フランダースの犬』も、ハッ
ピーエンドを前提に作ったはずですし、エンター
テイメントの作品が興行的に成功するためには、
観客の価値観を肯定し、満足させることが重要
だったのでしょう。

日本の中の『フランダースの犬』
アメリカ映画の影響で、戦後、日本でもハッピー
エンドの『フランダースの犬』が幾つか書かれま
した。例えば、1952年に出版されたこの紙芝居を
ご覧ください。絵は小谷野半二（1907-1992）、脚
本は福島のり子（1927- ）による全16場面の作品
です。今回、国際子ども図書館が所蔵する『フラ
ンダースの犬』を調べていたとき、この紙芝居作
品を偶然見付けました。クリスマス・イヴの夜、
ネロは雪の中、コゼツさんが落とした財布を見付
けて家に届け、パトラッシュを預けますが、パト

12
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ラッシュは、自分だけアロワの家でぬくぬくして
いるのが嫌で、ネロを追いかけます。なかなか迫
力のあるシーンです。第15場面は、二人が倒れて
いるところ。国際子ども図書館所蔵の紙芝居は、
第16場面が欠けていましたが、ハッピーエンドに
なることは、他の資料（大阪府立中央図書館国際
児童文学館所蔵の同作品）との比較で分かってい
ます。
紙芝居化する時にハッピーエンドを選んだのに

も、やはり理由があるように思えます。映画と同
様、紙芝居も基本的には集団を対象に作られるも
のです。1952年4月まで日本が GHQの占領下に
あったことを考えると、アメリカ映画がハッピー
エンドだったことは間接的にせよ、紙芝居の結末
に影響を及ぼしているでしょう。
またアメリカ映画の影響が仮に無かったにせ

よ、ほぼ同時期の他の紙芝居にも、原作の結末を
ハッピーエンドに変えた例が見られます。
アンデルセン（Hans Christian Andersen, 1805-

1875）の『ある母親の話』（Historien om en Moder,
1843）を原作に、戦後すぐの1949年に、いわさき
ちひろ（1918-1974）が絵を描き、稲庭桂子（1916-
1975）が脚本を書いた紙芝居『おかあさんのはな
し』（教育紙芝居研究所、現在の版元は童心社）が
それです。子どもが死神に連れて行かれ、母親が
後を追いかけるところまでは原作と一緒ですが、
原作では子どもは神に召されるのに対し、紙芝居
では、母親の愛の力で子どもを死の淵から救う
ハッピーエンドに変わっています。こちらは、戦
時中に家族を大勢亡くした稲庭桂子が、とにかく
子どもたちに生きてほしいという強い思いを込め
て、結末を変えたという話が伝わっています10。
話を紙芝居から始めてしまいましたが、日本で

『フランダースの犬』がどのように紹介されてき
たか、国際子ども図書館の資料から、時代順に書
誌をたどってみましょう。
日本で最初の翻訳は1908年、翻訳者は日高柿軒

（1879-1956）でした。日高は日本キリスト教会の
牧師で、英文学の翻訳も多く手掛けました。とて
も真面目な人物だったようです。以前、銀座教文

10 稲庭桂子「脚本の書きかた」教育紙芝居研究会編『教育紙芝居』
新評論社, 1956, p.124-125。 

館の中の児童書専門店「ナルニア国」で朗読の会
があったとき、日高柿軒訳と私が訳した『フラン
ダースの犬』を読み比べたことがあります。ネロ

きよし ぶち

が「清」、パトラッシュが「斑」という名前で、
印象は少し和風になりますが、日高訳は調子のい
い口語体で、思ったほど古びていませんでした。
明治時代に訳された作品は、『家なき子』（Sans 
famille, 1878）のレミが「太一」だったり、ハイジ
（Heidi's Lehr- und Wanderjahre,1880）が「楓」だっ
たりと、主人公の名前がしばしば変更されていま
すので、それが当時の翻訳では常識的な判断だっ
たのでしょう。
余談になりますが、私がオランダ語から『第八
森の子どもたち』（De kinderen van het achtste-

woud, 1977）を訳したときも、作家エルス・ペル
フロム（ Els Pelgrom, 1934- ）に、「日本の子ども
に親しみやすくするために、主人公のノーチェや
エバートの名前を、あなたの国の名前に変えてい
い。」と言われました。ヨーロッパではよくある
ことのようです。折角の申し出とはいえ、それで
はオランダの物語にはならないので、名前の変更
はやめておきました。今は『フランダースの犬』
でも、原文の「 Nello」と「Patrasche」を尊重する
のが普通です。（ネロを「ネルロ」としている本も
ありますが、イタリア語読みするならむしろ「ネッ
ロ」になるでしょう。）
初訳された後、1910年～1930年代にかけて様々
な訳が出てきます。その当時、子どもの本には「童
心主義」の流れがありました。「童心主義」という
のは、後から付けられた言葉ですが、『赤い鳥』11

に「子供の純性を保全開発するために、現代第一
流の芸術家の真摯なる努力を集め、兼て、若き子
供のための創作家の出現を迎うる、一大区画的運
動の先駆である」 12と書かれているように、子ど
もの純粋なものを保ち、更に広げていくために、
童話の書き手が努力すべきであるという考え方で
す。「童心主義」の解釈はいろいろとありますが、
無垢なものとしての子どものために童話を書いて
いく、という部分は共通しており、これはロマン

11 鈴木三重吉が1918年7月1日に創刊した児童雑誌。1936年8月
廃刊。

12 『赤い鳥』創刊号（1918年7月1日発行）より。
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主義的な子ども観に支えられています。ウィーダ
は、文学史的にはイギリスのロマン主義が終わっ
た後に生まれましたが、感情を重んじ、子どもに
純粋性を見ている点で、その傾向が強い作家だと
言えます。『赤い鳥』に掲載された作品に限らず、
大正時代から昭和にかけて作られた児童文学の子
ども像と、『フランダースの犬』のネロは、純真無
垢という部分で重なるように思われます。ネロは
疑うことを知らない、か弱い存在で、心の清らか
な少年として描かれているからです。「童心主義」
の流れに合致していたことにより、この作品は戦
前の日本で、「名作童話」として評価されたので
しょう。小川未明（1882-1961）は、「美と愁しみ
の雰圍氣の裡に讀者を恍惚たらしむる事が出來た
ならば、これが即ち私の求むる童話でありま
す。」13と語っていますが、これは『フランダース
の犬』についても言えることです。
普及を後押ししたと考えられるもう一つの要素

が、犬が出てくる物語という点です。千葉大学教
授佐藤宗子氏の論文「結末の意味―『フランダー
スの犬』の再話にみる」 14に、「「フランダースの
犬」の受容が少年と犬の関係重視であったこと、
それゆえに普及度が高かったことを推察させる。」
とあります。なるほど、児童文学の始まりといわ
れる巌谷小波（1870-1933）の『こがね丸』（1891）
は、犬が主人公の仇討物語です。江戸時代に書か
れた長編伝奇小説『南総里見八犬伝』（1814-1842）
は子どものために書かれた作品ではありません
が、子どもたちも夢中になって読んでいました。
子どもは犬の出てくる話が好き、犬が登場する物
語は子ども向きだという認識が、当時の大人には
あったはずです。
日本における『フランダースの犬』の受容を、

翻訳のあり方を通して、さらに考えてみましょう。
翻訳者の一人に、小説家としても有名な宇野浩二

（1891-1961）がいます。小川未明、浜田広介
（1893-1973）、北原白秋（1885-1942）とともに『赤

13 「私が童話を聞く時の心持」『未明感想小品集』創生堂, 1926, 
p147。
現在は宮川健郎編・解説『近代童話作家資料選集』第2巻小

川未明⑴、クレス出版2015年に収録。
14 『千葉大学教育学部研究紀要．2, 人文・社会科学編』通号47,

1999.2。

い鳥』の運動に参加し、子どもの物語を多く書き
残しました。代表作には『蔵の中』（1919）などが
あります。『フランダースの犬』を『花の首輪』
（1931）というタイトルで初めは発表しています
が、本の口絵のネロとアロワは、まるでロミオと
ジュリエットのように描かれています。
宇野は、
原作のいいところと一緒に、自分で自慢して
恐縮ですが、原作の文章よりやさしく、いい
文章に移したつもりです。尚、結末は雑誌の
方から頼まれて、直しましたが、これは直し
た方がよいと思って直しました15。

と書いています。この文章からも、『花の首輪』は
翻訳ではなく、翻案だと分かります。アロワにプ
レゼントする「花の首輪」が、大切な要素として
出てくるため、こんなタイトルが付けられたよう
です。さらにパトラッシュは、愛国者という意味
の「パトリオ」という名前になっています。この
作品が最初に連載された『少年倶樂部』 16は、大勢
の記憶の中で、「子どもの頃に読んでわくわくし
た。」と伝わっている雑誌です。「少年たちの理想
として「偉大なる人」となることを掲げた」雑誌 17

でした。佐藤忠男（1930- ）は「少年の理想主義
について」という論文 18のなかで、それを「立身・
英雄主義」と呼んでいます。『少年倶樂部』は、次
第に『赤い鳥』に対抗する一大勢力となり、少年
たちの人気を集めました。雑誌の編集方針を理解
して、宇野は『花の首輪』として原作を書き換え、
ハッピーエンドの結末を選んだのです。人生に敗
れて死んでいくネロの物語は、改変せざるを得な
かったわけで、タイトルこそ違え、これが事実上、
日本で初めてのハッピーエンド版『フランダース
の犬』となりました。パトリオとネロはいったん
眠りにつきますが、その後、眠りから覚めて救わ
れるのです。

ネルロとパトリオは生れて初めての立派な

15 『花の首輪』大日本雄弁会講談社, 1931収載の自序より。 
16 大日本雄辯會刊。後に大日本雄辯會講談社に社名変更。1914年

創刊。『花の首輪』の連載は1931年。 
17 河原和枝著『子ども観の近代 『赤い鳥』と「童心」の理想』中

公新書, 1998。
18 『思想の科学』（通号3）1959.3.（中央公論社刊）に収載、日本

児童文学者協会編『現代児童文学論集2』日本図書センター、
2007に再録。
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馬車に乗せられて、コゼツと、アロワと、畫
の先生とに守られて、町の人々に『萬歳』の
聲を浴びせられながら、懐しいアントワアプ
から、懐しいフランドルへ歸つて行きました。

と同書にはあります。しかしアントワープはフラ
ンドル（＝フランダース地方）の一番大きな都市
なので、「アントワープからフランドルに歸つて
行きました。」といわれても、いったいどこに帰っ
て行ったのか分かりませんが……。
なお、須藤鐘一が訳した1931年の『驢馬日記：

附・少年と犬』の口絵にあるのは1924年に公開さ
れたアメリカ映画の写真です。セギュール
（Sophie Rostopchine, comtesse de Ségur, 1799-
1874）の『驢馬日記』（Mémoires d'un âne, 1859）の
おまけとして収められた物語でしたが、人気子役
クーガンのスチール写真も入っています。
その後、宇野浩二は、 （1936）『フランダースの犬』

を今度は原作を基に翻訳して、小山書店から出し
ました。再び『フランダースの犬』が出版された
のには、1935年のアメリカ映画の公開が大きく関
わっているようです。『花の首輪』ではハッピー
エンドを選んだのに、次の訳は原作に基づいた結
末にしたことについて、佐藤宗子氏は先ほど引用
した論文の中でこう言及しています。
関連させていえば、宇野は自作でも複数の形
態を同一読者に提示することをいとわない
（中略）つまりは、宇野にとって「物語」は、
一つの素材のもと、多様なすがたをみせるも
のである19。

つまりバッドエンドにせよ、ハッピーエンドに
せよ、物語の結末自体が問題なのではなく、そこ
に至るまでをどう作っていくかということに、作
家としての宇野の関心があったのではないか―
私はこの指摘をそのように読み取りました。その
一方で、軍部独裁の色が強まっていく中で、宇野
があえて原作にもとづいた訳を行ったのには、別
の理由もあったように思えるのです。
ここで、『春を告げる鳥』（1927）という宇野の

作品をご紹介します。子ども時代に読んで、心に
突き刺さり、長い間忘れられなかった1冊です。

19 「結末の意味 ―『フランダースの犬』の再話にみる」『千葉大
学教育学部研究紀要. 2, 人文・社会科学編』通号47, 1999.2。 

アイヌの少年を主人公にした悲しい話です。
アイヌの酋長の息子で、戦うことには不向きな
心優しい少年が、一人前になるために掘立小屋に
入ることになりました。しかし息子は「わたしに
はとても辛抱ができません。」と言います。その
くらい辛抱できなくてどうするんだ、と言いなが
ら酋長は息子を閉じ込め、出そうとした時に息子
はもう死んでいました。しかし1羽の小鳥が、こ
う告げるのです。
私は酋長の息子です。が、今はこんな小鳥に
生まれかはりました。だけど私は、（中略）勇
ましく戦場を走り廻るより、この方がずつと
幸福に思ひます。私にはかうして歌を歌つて
ゐる時程、うれしいことはありません。私は
この歌で、私の好きな人間の子どもたちに、
春が來たことを知らせる役をするつもりで
す。

酋長の悲しみはすっかり和らぎ、
あの子には戰爭だといつて、人を傷つけたり、
狩りだといつて、獸を殺したりすることは、
出來ないことだったのだろう20。

と、かわいらしい小鳥の声に耳を傾けたのでした。
私は子どもの時にこの話を読んで、「戦わない
で平和に生きることができないので、死んで小鳥
になった方が幸せだなんて、そんな辛いことが
あってよいのか。」と憤慨しました。と同時に、そ
れによって「歌」、つまりは芸術が、この世の何よ
りも美しいものだと考える宇野の思想と、戦うく
らいなら死んだ方がましだという反戦思想が、静
かに描かれていることに打たれたのです21。この
作品が書かれたのは昭和初期、山東出兵 22（1927、
1928）と言われる中国への出兵が始まり、社会が
きな臭くなり始めた頃です。その5年後の1932年
には五・一五事件が、1936年には二・二六事件が
起こります。そんな中で書かれた『春を告げる鳥』
と、生き残って成功するのではなく、最後に美し
いものを見て、芸術的な満足の中で死んでいくネ

20 宇野浩二著『春を告げる鳥』p.8-9。 
21 ただし、古田足日作 新版『宿題ひきうけ株式会社』（理論社,

1996）あとがきによれば、本作品にはアイヌ民族差別に当たる
表現もあるとされる。 

22 田中義一内閣が一九二七（昭和二）、二八年の二次にわたって実
施した中国山東省への出兵。（『日本史大事典』平凡社）
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ロの姿は重なるように思えます。単に原作通りに
翻訳したのではなく、どこか時代に抗いたい気持
ちが宇野の中にあり、それが1936年の翻訳という
形をとって、表れたのかもしれません。これは宇
野の全作品を読んで検証しなければならない課題
です。ある時代の中でどういう結末を選ぶかとい
うのは、作家であれば、責任をもって考えねばな
らないこと。時代の流れに抗するため、翻訳者と
して何ができるかを考えるためにも、宇野の選択
について、もう少し調べてみたいと思っています。

戦後の日本とフランダースの犬
池田宣政（1893-1980） 23は、1931年に連載され
た宇野の『花の首輪』を読んで非常に感動し、佐
藤宗子氏が前掲論文の中で引用しているとおり、
「自分もこんな文を書いてみたいと思ふ。こんな
美しい物語が讀まれる讀者は幸福だ。 24」という
言葉を残しています。池田はすでに戦前、『少女
倶樂部』 25という雑誌の付録として『フランダー
スの犬』を書いていましたが、戦後すぐの1946年
に、ハッピーエンドに書き変えた『フランダース
の犬』を世界名作物語として偕成社から出版しま
した。この本にも1935年のアメリカ映画版の写真
が口絵として掲載されています。クライマックス
の部分を御紹介しましょう。

「あつ。」「ネルロ……パトリオ。」
ぐつたりとゆかにたふれてゐるネルロはしつ
かりとパトリオを抱きしめたまま、青白い横
顏を見せてゐました。
コゼツとアロアが人をかきわけて、ふたり

にひしとしがみつきました。
「あ、今しがたここでこのふたりを發見し
たのです。」
昨夜の警官がさういひました。（中略）
アロアがよよと泣きふしました。
「もう、だめでせうか。」（中略）
「ああ、神様……。」
アロアは胸の上に手をあはせて祭壇の上の十

字架ををがみました。醫者が注射器をとり出
しました。
（見出し略）
「や、氣がついた。子供も犬も。」
人々が喜びの言葉をささやきあひました。
「もうニ三十分もおくれたら、だめだつた
が。」醫者もうれしさうにつぶやきました。
「ネルロ……パトリオ。」
コゼツがふたりを兩腕にかかへて呼びかけま
した。アロアがネルロの手をかたくにぎつて
すすり泣きました26。

感動的なシーンです。でも、こんなことは原作
には全く書かれていません。医者が出てくるのも
異例です。なぜ池田はこのように書いたのでしょ
うか。その理由として、この時代、戦災孤児が多
くいたことが考えられます。1945年の東京大空襲
では、100万人以上の人が家を失ったり、亡くなっ
たり、怪我をしたりしました。1947年の統計では、
両親のいない20歳以下の孤児の数は、12万人以上
いたといいます。その内、8歳から14歳までの学
齢期の子どもは、6万人近くいました。池田を含
め、当時の人々は、道端にうずくまる孤児をよく
見かけたはずです。なかには、ネロのように死ん
でしまう子もあったかもしれません。池田は、そ
んな孤児たちを死なせたくなかったのではないで
しょうか。実際に子どもが倒れていたら、どう処
置をするのか。医者がやってきて注射を打って介
護する光景を自ら目にし、作品に反映させたに違
いありません。この例からも、『フランダースの
犬』が、時代を反映して書き変えられてきたこと
が分かります。この池田版はハッピーエンドで終
わり、画家の先生に師事するためのパリ行きを控
えたネロが不在の間のパトリオの世話をアロアに
託し、アロアが「あなたが歸つて來る時ふたりで
お迎へに行きますわ。」27と応える場面までが描か
れています。そして、ネロとコゼツさん一家が
ジェハン爺さんのお墓にパリ行きの報告に向かお
うとする中、フランダースの美しい情景が描かれ
て終わります。

23 作家、翻訳家。別名、南洋一郎、荻江信正等。（参考： http://www. 
kodomo.go.jp/search/collection/special03.html）

24 『少年倶樂部』18巻3月号（1931.3） p.83より。 
25 大日本雄辯會刊。後に大日本雄辯會講談社に社名変更。1923年

26 池田宣政著『フランダースの犬：世界名作物語』偕成社 1946, 
p.130-131。 

創刊。 27 注26同書, p.138。
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フランダースの野は緑に、空は青く、そして
人々の心は銀色の喜びに満ちあふれてゐるの
です28。

一方、同じ年に出た塚原健二郎文の『フランダー
スの犬』（岩井書店, 1946）は、悲しい結末です。
表紙の絵は、オランダ土産の人形を模した少年と
少女ですが、ここで思い出していただきたいのは、
『フランダースの犬』はオランダではなく、ベル
ギーの物語だということです。詳しくは後述しま
すが、ベルギーの人々は『フランダースの犬』の
受容に消極的です。外の目から見たオランダとベ
ルギーの要素の混在も、その理由の一つに挙げら
れ、アニメーションを通してイメージの混同はさ
らに深まっていきます。
さて、塚原版の文章に話を戻しましょう。結末

が原作どおりかと言えば、
二人は、この後なほこの世に生きて殘すより

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

も、もつともつと大切なものを、人々にあた
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

へて死んで行つたのです29。（傍点筆者）
とあり、原文には書かれていない要素が加えられ
ています。古いタイプの童話には、このように教
訓的なまとめをつけた例がよく見られますが、そ
れを翻訳作品でも行ったわけです。
話は前後しますが、先ほどご紹介した紙芝居作

品の『フランダースの犬』（教育画劇, 1952）は、
塚原版の6年後に作られました。最終場面の文章
を一部御紹介します。
「あぁよかった！ネルロずいぶんさがしたの

・ ・ ・

よ。」おじいさんが、いったとおり、神様は、
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

正しいもののみかたをして下さったのです
・

ね。うれしそうなネルロと、パトラッシュの
顔！ネルロは、これからきっと、いっしょう
けんめいに、絵の勉強をすることでしょう。
フランダースの犬はこれでおしまいです。
（傍点筆者）
傍点部分の文章が、特に印象深く感じられます。

この一文は叙述というより、観客に向けられてお
り、その印象は同意を求める語尾の「ね」によっ
て、さらに強まります。そしてネルロが助かった

28 注26同書, p.141。 
29 塚原健二郎（文）『フランダースの犬：繒入世界童話』岩井書店 , 

1946, p.32。 

理由を、一文で端的に伝えています。映画の脚本
はもちろんですが、出版物の中でも『フランダー
スの犬』の文章は随分変化させられているのが分
かります。
川端康成（1899-1972）も『幼年世界文学全集6』

（偕成社, 1961）の『小公子、フランダースの犬』
の中で、『フランダースの犬』に関わっています。
ウィーダ原作、川端康成著、と記されたこの本の
描写の一部分を見てみましょう。
ねるろはたちあがって、えに手をさしのべま
した。
「とうとうぼくはみた。るーべんすのえをみ
た。ああ、かみさま、ぼくはもうなんにもい
りません。」
ねるろのこころは、うれしさでいっぱいでし
た。
けれども、ねるろの足にはもう力がありませ
んでした30。

読者対象の年齢層を考慮に入れ、文章はほぼす
べて平仮名を使用し、しかも心が「うれしさでいっ
ぱい」だったと、非常に分かりやすい表現が選ば
れています。この部分、原作では次のような文章
になっています。

ネロはたちあがり、絵のほうへ両うでをさ
しだしました。激しい感動の涙が、青ざめた
顔に光りました。
「とうとう見たんだ！」と、ネロは大声でさ
けびました。「ああ、神様、これで十分です！」
ネロはよろめき、ひざをついてすわりまし
たが、あこがれの傑作をずっと見つめていま
した31。
そして川端は、ハッピーエンドへの改変は行わ
ず、ほぼ原作どおりの結末にしています。

アニメ化された『フランダースの犬』
さて、時代は下り、1975年に日本アニメーショ
ンが製作したアニメを紹介します。黒田昌郎監督
（1936- ）による全52話の世界名作劇場です。こ

30 川端康成 著『小公子/フランダースの犬』偕成社, 1956, p.216。 
31 ウィーダ 作、野坂悦子 訳『フランダースの犬』岩波書店, 2003、
（岩波少年文庫）p.96-97。
本文中の原作からの引用部分は、断りのない限り、筆者訳によ
る。
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のアニメーションに『フランダースの犬』が選ば
れたのは、当時番組を提供していたカルピス食品
工業株式会社の社長が敬虔なクリスチャンだった
ことが大きく関係しています32。放映中に視聴者
からは、「ネロとパトラッシュを殺さないで」とい
う声が多く寄せられたものの、神に召されて信仰
を報われることは幸せだという社長の意見を汲
み、結末を変えなかったそうです  33。このアニ
メーションは、スペイン、ポルトガル、東南アジ
アでも放映され、人気を得ました。しかし、ベル
ギーの人から見ると、アロワの格好は完全にオラ
ンダの少女です。
ベルギーとオランダは、ルクセンブルグも含め

てかつてはネーデルラント（低地地方）と呼ばれ、
14世紀にはブルゴーニュ公国が、15世紀後半には
ハプスブルク家が支配する地域でした。16世紀末
にネーデルラントのうち北部七州がネーデルラン
ト連邦共和国として実質的に独立し、これがオラ
ンダの始まりといわれます。一方、隣国ベルギー
が独立したのは、19世紀になってからです。欧米
人が、日本人と中国人を見て同じだと感じても、
日本人の私たちは、そうは感じません。同様にベ
ルギーの人々も、オランダとベルギーの違いに敏
感で、『フランダースの犬』に対して非常に複雑な
感情を抱いているようです。
アニメーションの最後のシーンでは、
ネロとパトラッシュは、おじいさんやお母さ
んのいる遠いお国へ行きました。もうこれか
らは、寒いことも、悲しいことも、おなかの
すくこともなく、みんないっしょにいつまで
も楽しく暮らすことでしょう。

というナレーションが入ります。まさに滂沱の
シーンです。ただ、ここで考えていただきたいの
は、ネロが死ぬという悲しい結末は原作と一緒で
あるけれど、このナレーションは、原作からは大
分離れているということです。ウィーダの原作に
は、こう書いてあります。

ふたりにとって、それ以上生きるより、死
ぬほうが救いだったのかもしれません。愛が

32 DVD『パトラッシュ、フランダースの犬―メイド・イン・ジャ
パン』An van Dienderen&DidierVolckaert, 2008。
 

33 同上。
 

むくわれず、信仰が実らないこの世から、死
は、愛する人に忠実なパトラッシュをつれ去
り、素朴に神と人を信じるネロをつれ去りま
した34。
死ぬほうが救いだったのかもしれない、という
言葉は、世の中に対する痛烈な抗議ではないで
しょうか。ウィーダはそれに上手にキリスト教と
いうカバーをかけ、一般の読者が読んで、収まる
ところに収まるようにしたように私には感じられ
ます。さらに原作には、「お母さん」のことは一言
も書かれていません。死んだのに、「みんなで楽
しく暮らす」というのもよく考えれば奇妙な感じ
がします。しかしこれは、観ている子どもに
ショックの少ないように配慮し、いろいろなもの
を加えたナレーションなのです。冷静に考える
と、「かわいそうなネロは理解されずに死んでいっ
たが、その後みんなといっしょに楽しく天の国で
暮らすから良かった」はずはないのですが、悲劇
的結末に対する精一杯のフォローなのです。
この世界名作劇場の『フランダースの犬』のイ
ンパクトは強く、その後、どのアニメーションも
同様の結末を踏襲することになりました。
東京ムービー新社も、1992年に24話のアニメー
ションを別に作りました。また同じ黒田監督によ
る映画が、修道女になったアロワの回想物語とし
て1997年に劇場公開されました。2009年には、『ス
ノープリンス 禁じられた恋のメロディ』という
実写映画が公開されました。こちらの舞台は日
本、ジャニーズ Jr.の森本慎太郎が出演し、ストー
リーは翻案です。しかし、やはり原則どおり悲劇
的な結末を選んでいます。

結末の持つ意味
これまで見てきたとおり、日本でも、ハッピー
エンド版の翻案が書かれたこともありました。と
はいえ、ネロとパトラッシュの死なない『フラン
ダースの犬』は、大多数の日本人にとって魅力的
な物語とは言えません。
ではなぜ、日本人は悲しい結末を望むのでしょ
うか。ひと昔前の童話には、アンデルセン、小川

34 注31同書, p.100。
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未明、浜田広介等の作品を見ても分かるとおり、
悲しい結末が多く、日本人の私たちは、そうした
結末に慣れているので、「おかしい」とか「変だ」
とはあまり感じず、「そういうものだ」と思ってし
まうのかもしれません。私は20代の頃、『フラン
ダースの犬』をかなりセンチメンタルな話だと
思っていました。1953年に古田足日や鳥越信らが
「少年文学宣言」を発表、小川未明や浜田広介の時
代や童心主義に対し、疑問を呈します。そうした
視点から見ると、『フランダースの犬』は、旧時代
の童話の体裁を整えており、新しい時代を生きる
子どもたちにふさわしい文学かどうか、私なりに
疑問を感じていたのです。武蔵野大学教授（当時）
の高橋晃氏は、「日本ではなぜ悲劇的結末が好ま
れるのであろうか」と設問し、「悲しい物語への選
考」を、日本人の「気持ち主義」―「人の気持
ちを重視し、相手の気持ちを知ろうとする傾向」
と結びつけて考えています。さらに「社会生活に
おいて自分の行動を抑制したり相手を援助したり
するためには、否定的な感情に対する共感能力が
特に求められる。その意味で、悲しみに共感する
機会を与えてくれる悲劇的な結末は、子どもに
とって好ましいのである。」35と分析しています。
もっとも、悲劇はギリシャ時代からありました。

観客が悲劇を好むのは、悲劇を観ることで心が浄
化され、カタルシスを覚えるからだと言われてい
ます。『フランダースの犬』は小説として書かれ
ましたが、何度も映画化されていることからも分
かるように、演劇的要素の強い作品です。しかも
知らない遠い国の話です。だからこそ、日本の読
者は今も昔も安心して涙を流すことができ、カタ
ルシスを味わうことができるのかもしれません。

ベルギーの中の『フランダースの犬』
では『フランダースの犬』は、舞台となったベ

ルギーでは、どのように受けとられているので
しょうか。世界名作劇場の放映後、一層多くの日
本の観光客が、ネロに「会うために」アントワー
プに行くようになりました。そして「日本人に

35 2001年国際幼児教育学研究第8号に発表された論文「子ども向
け映画の日米比較―原作の結末の改変」に基づいた「悲しい結
末の映画は子どものためになるのか」に基づく。 

とって『フランダースの犬』とは何なのか」とい
う調査がベルギーで始まりました。中心人物は、
アントワープ市の観光局職員だったヤン・コル
テール（  Jan Corteel）です。そんな中、1985年、 

Suske en Wiske「ススケとウィスケ」36という人気
漫画シリーズに、作者のウィリー・ヴァンデルス
テーン（ Willy Vandersteen,1913-1990）が『フラン
ダースの犬』を取り入れます。「ススケとウィス
ケ」は、ベルギーやオランダでは知らない人がい
ないほど有名な漫画シリーズで、日本で言えば『サ
ザエさん』  37のような作品です。ヴァンデルス
テーンは日本人が『フランダースの犬』を好きだ
と知って、逆輸入のような形で自作に取り入れま
した。ストーリーは荒唐無稽で、日本人の少女が、
重い病気になった妹のために、ネロとパトラッ
シュの実際の映像を撮影してほしいと、ススケと
ウィスケに頼むという設定です。タイトルは Het 

dreigende dinges（不可解なもの）。時空を行き来す
る機械が走り回るてんやわんやの展開の中に、か
わいそうなネロが死んでしまうエピソードも盛り
込まれています。その結果、この漫画が一般的な
『フランダースの犬』のイメージとして、ベルギー
の人に刷り込まれました。
アントワープ郊外のホーボーケンには、「スス
ケとウィスケ」に出てくるネロとパトラッシュを
元に作られた彫像があります。ヤン・コルテール
の調査により、ホーボーケンが、ネロの住んでい
た村だということになったからです。
私が現地を2003年に訪問した時、彫像には花が
飾られ、すぐ横には観光局がありました。私たち
の知っているアニメーションのイメージとは大き
く異なり、ずいぶんひょろりとしたネロとパト
ラッシュでしたが、大切にされているのが分かり
ました。けれども2013年に訪問してみると、その
彫像には落ち葉が積もり、ここに住んでいたら毎
日掃除したいと思うぐらい、見捨てられ、さびれ
た有様になっていました。観光局も消えていまし
た。
1999年にアメリカ映画が公開されたことはお伝

36 1945年 De Nieuwe Standard紙で連載が始まった長寿シリーズ。 
37 もともと『夕刊フクニチ』他にて、1946年から1974年までの間

に掲載。その後単行本化、テレビ化され今日に至る。
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えしましたが、ちょうどその頃、ホーボーケンは
「地域興し」として『フランダースの犬』を使おう
と宣伝を始めたのです。2000年には、ベルギーで
初めて『フランダースの犬』の絵本も出て 38、ガイ
ドブックやネロ＆パトラッシュ・グッズと合わせ
て観光局で売られていました。
けれどもその後、行政組織の再編成により、ホー

ボーケンはアントワープ市に吸収合併され、独立
した市として地域興しをする必要がなくなりまし
た。「ネロとパトラッシュに会いたいなら、アン
トワープに行けばいい。」と考えられるようになっ
たのです。今もホーボーケンに残っているのは、
小学校にある模型のような風車と看板、ネロとパ
トラッシュのパネルくらいのものです。「何番の
市電に乗ればホーボーケンに着きますか？」とア
ントワープ市の観光局に尋ねても、答えられない
くらい、かつての騒ぎは忘れ去られていました。
2003年には、アントワープの聖母マリア大聖堂

の前に、トヨタの支援で記念碑まで作られました。
そこには「この物語は、悲しみの奥底から見出す
事の出来る本当の希望と友情であり、永遠に語り
継がれる私達の宝物なのです。」と刻まれていま
す。ところがその友情の証も今は壊れたまま、近
づけないように柵が建てられ、かなり情けない状
況になっています。
ベルギー側の事情を私が詳しく知るようになっ

たのは、映像人類学者の  An van Dienderen

（1971- ）と Didier Volckaert（1971- ）による調査
研究があったからです。二人は初め、Patrasche, a 

Dog of Flanders - Made in Japan（2008, ベルギー）
という  DVD を作りました。その後、  A Dog of 

Flanders, Een nooit geziene kijk op Vlaanderen（フラ
ンダース人の知らなかったフランダース, Lannoo
出版, 2010）という本を上梓し、アントワープで
関連の展覧会も行いました。（同書は、中身を一
部整理して、岩波書店から翻訳出版される予定で
す。）
著者たちに聞いたところ、「ススケとウィスケ」

の漫画がきっかけで、二人は『フランダースの犬』
を知り、「比較文化のためにこんなに面白い素材

38 Jeanine Rahir絵、版元は Clavis出版。

はない。」と、日本に通って本格的調査を始めたと
のこと。上記 DVDを観ただけでも、ベルギーの
人が『フランダースの犬』をどう受け止めている
かがよく分かります。
アントワープ市内で開催された展覧会は、
ウィーダの時代に犬が引いていた荷車や、各国の
映画のポスター、日本で収集した紙芝居やアニ
メーションのパネルなど、この作品が時代を越え
て、世界で愛されてきたことを伝える内容でした。
ベルギーの人も『フランダースの犬』について、
随分知ることができたでしょう。しかし、自分た
ちがネロとパトラッシュを見殺しにした存在とし
て描かれていることが、やはり許せないようです。
どこからどう見るかによって、物語は全く違う
表情を持つことを考える上で、『フランダースの
犬』は、またとない素材なのです。

おわりに
原作の最後に、ネロとパトラッシュが一緒に埋
められたという叙述がありますが、当時のイギリ
ス社会では、通常それは許されないことでした。
伝統的なキリスト教社会では、人間が全ての生き
物の上にある存在として考えられているので、人
間と犬を一緒に埋めるのはかなり奇抜な結末だっ
たはずです。弱者として見捨てられた犬と少年の
悲劇を、自分なりの視点で書いたウィーダの伝え
たかったものを、私たちはしっかり受け止めて読
んでいるでしょうか。ウィーダ自身、1908年にイ
タリアのルッカ（ Lucca）という町で、貧しさの
中、犬や猫に囲まれて死んでいきました。
それから100年以上が経ち、私たちは21世紀に
生きています。しかし東日本大震災の地震と津
波、それに続く原発事故で明らかになったように、
避難の際には弱者への配慮が欠け、多くの動物が
見殺しにされました。そんな状況を考える時、
ウィーダの主張には、今につながる問題が含まれ
ているように思えます。もう一度耳を傾ける価値
があるのではないでしょうか。
好むと好まざるとに関わらず、消費社会の中で
は子どもたちに対し、いろいろな物語が押し寄せ
てきています。映画やゲームはもちろん、名作と
言われる児童文学作品も、次々とアニメーション
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化されていきます。しかも、子どもと大人の境が
曖昧になっていく中で、子どものための作品を書
くことは難しくなり、書かれたものを子どものた
めに選ぶことも難しくなっています。子どもが面
白いと思う物語を、大人がどう受け止めればよい
のか、分からない部分もたくさんあります。そん
な中で私達にできるのは、名作と言われる文学な
ら、まず原作に当たって、自分の目で読むことで
す。ウィーダの書いた『フランダースの犬』を存
分に楽しんで、そこを出発点に、この作品が今ま
で生き残っている理由が、ストーリーにあるのか、
表現にあるのか、創作の原点や動機にあるのかを、
皆さんなりに考えてみてください。
変容する時代の中で、作り手側は、今を生きる

子どもに物語をどう伝えるか突き詰めて考え、時
には原作の内容を変えることもあります。しか

し、どのように変えられても、『フランダースの犬』
は今日まで生き残ってきました。あえてハッピー
エンド版の映画を観るのも良いし、美しい挿絵の
絵本を見るのも良いと思います。アニメ絵本だけ
でなく、牧野鈴子（1951- ）やいせひでこ（1949- ）
の挿絵による美しい絵本も出ているので、ぜひ手
に取って、声に出して読んでみてください。『フ
ランダースの犬』の、どこが魅力でどこが嫌か、
まずは原作を読み返し、考えていただければ幸い
です。
皆さんひとりひとりが、『フランダースの犬』に
もう一度向かい合い、グローバルな視点からとら
えた物語の多様性について考えるとき、今日の話
が少しでも参考になれば、嬉しく思います。

（のざか えつこ）
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「『フランダースの犬』の映画化、アニメ化、紙芝居化とベルギー」紹介資料リスト

(本館) → 国立国会図書館東京本館で所蔵
(館内) → 「国立国会図書館デジタルコレクション」（館内公開）
(限定) → 「国立国会図書館デジタルコレクション」（館内及び図書館送信参加館内公開）
(インターネット)→「国立国会図書館デジタルコレクション」（インターネット公開）
注：デジタル化図書については、原則として原本は利用できません。 

No. 書名 著者名 出版事項 請求記号 デジタル化 

1 フランダースの犬
ウイダ (ルイス・デ・レ
ミイ) 著
日高善一 (柿軒) 訳

内外出版協会, 1908 YDM101356
（マイクロ） (インターネット) 

2 春を告げる鳥 宇野浩二 著 大日本雄辯會講談社,
1927(24版:1930) Y8-N03-H1134 (限定) 

3 黒馬物語・フランダースの犬 菊池寛 訳
武井武雄 等絵

興文社,
1929

児乙部全集-
S-26 (限定) 

4 花の首輪 宇野浩二 著 大日本雄辯會講談社,
1931 

620-183
（関西館） (限定) 

5 驢馬日記 : 附・少年と犬 セギュール 著
須藤鐘一 訳

平凡社,
1931 児乙部31-S-15 (インターネット) 

6 フランダースの犬 ウィダー [原作]
戸野原史朗 著

春陽堂,
1932 Y7-N04-H142 (限定) 

7 少年世界文庫. 第4編フランダア
スの犬

ウイダ 著
宇野浩二 訳

小山書店,
1936 

647-216
（関西館） (限定) 

8 ニュルンベルクの煖炉
ウィーダ 著
高木真一 訳
佐藤長生 絵

富山房,
1942 児935-211 (インターネット) 

9 フランダースの犬 ウイダ 著
塚原健二郎 訳

フタバ書院成光館,
1942 所蔵なし 

10 フランダースの犬 : 世界名作物語
[ウイーダ] [原作]
池田宣政 著
[田中良] [挿絵]

偕成社,
1946 Y9-N02-36 (限定) 

11 フランダースの犬 : 絵入世界童話 塚原健二郎 文
三芳悌吉 絵

岩井書店,
1946 

VZ3-10058
（マイクロ） (館内) 

12 フランダースの犬
ウィーダ 原作
林芙美子 著
初山滋 絵

新潮社,
1950 児726.7-H368f (館内) 

13 フランダ－スの犬 福島のり子 文
小谷野半二 え

敎育画劇
(製作),
[1952?] 

YKG1-L514 

14 フランダースの犬 ウィーダ 作
村岡花子 訳

新潮社,
1954 

933-cO93f-M
（本館） (館内) 

15 世界少年少女文学全集. 6(イギリ
ス編 4). 収載「フランダースの犬」

ウィーダ 著
村岡花子 訳

創元社,
1954 児909-Se122 (館内) 

16 フランダースの犬
ウィーダ 作
畠中尚志 訳
鷹山宇一 絵

岩波書店,
1957 児933-cO93f (限定) 

17 フランダースの犬
ウィーダ 原作
猪野省三 著
吉崎正巳 絵

ポプラ社,
1957 児933-I396f2 (限定)
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18 小公子・フランダースの犬
ウィーダ 原作
川端康成 著
亀山博 等絵

偕成社,
1961 児909-Y763-[9] (限定) 

19 A dog of Flanders : and other stories 
Louise de la Ramée (Ouida)
Illustrations  by  Mariano
Leone 

Grosset and Dunlap, 
c1965 Y8-B12079 

20
少年少女新世界文学全集 ; 4(イギ
リス古典編 3)収載「フランダース
の犬」

ウィーダ 作
松村達雄 訳
武部本一郎 等絵

講談社,
1965 Y7-7-[4] (限定) 

21 フランダースの犬
ウィーダ 原作
山田琴子 文
芝美千世 絵

日本書房,
1967 Y7-674 (限定) 

22 フランダースの犬
ウィーダ 作
村岡花子 文
中山正美 絵

偕成社,
1968 Y7-632-[22] (館内) 

23 帰ってきたむく犬
ウィーダ 作
山主敏子 訳
西村保史郎 絵

旺文社,
1973 Y7-3723 

24 フランダースの犬（まんが世界昔
はなし37）

ウィーダ 原作
大石真 解説
ダックスインターナショ
ナル 製作協力

童音社,
1977 所蔵なし 

25 フランダースの犬 桜井和 文
木村光雄 絵 朝日ソノラマ, 1981 Y17-8212 

26 ふらんだーすのいぬ
ウィーダ さく
吉田比砂子
ぶん小倉洋一 え.

金の星社,
1984 Y8-2182 

27 フランダースの犬
ウィーダ 作
大石真 文
中島潔 絵

ポプラ社,
1988 Y8-5072 

28 フランダースの犬 平田昭吾 著
大野豊 画

永岡書店,
1988 Y18-3571 

29 フランダ－スの犬 前・後編
ウィーダ 原作
宗方あゆむ 文
森やすじ,
伊藤主計 画

敎育画劇,
1989 

YKG1-L31 
YKG1-L32 

30 フランダースの犬
ウイーダ 作
武鹿悦子 文
牧野鈴子 絵

チャイルド本社, 1992 Y18-6494 

31
アニメフランダースのいぬ. 上 /
下（ポプラ社のみんなのえほん
1,2）

ウィーダ 原作
日本アニメ企画 構成

ポプラ社,
1997 Y18-12419 

32 フランダースの犬
ウィーダ 原作
西本鶏介 監修
森山京 文
いせひでこ 絵

小学館,
1998 Y9-M99-31 

33 フランダースの犬 ウィーダ 作
野坂悦子 訳

岩波書店,
2003 Y7-N04-H7 

34 A dog of Flanders : the 
animated version 

[by] Ouida 
Retold by Carla
Valentine 

Kodansha 
International 
Ltd., 2003 

KS166-B2(本館) 

35 Bimbi : stories for children Louise De la Ramée 
Ægypan
Press,
[2010?] 

Y8-B9642 

36 Het dreigende dinges (Suske en 
Wiskeシリーズ第201巻) Willy Vandersteen 

Standaard 
Uitgeverij,
2014

所蔵なし
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スタジオジブリ版「借りぐらしのアリエッティ」は何語を話すのか―日本化した『床下の小人たち』 

スタジオジブリ版「借りぐらしのアリエッティ」は何語を話すのか 

―日本化した『床下の小人たち』

田中 美保子
1．はじめに
2．原作『床下の小人たち』再考
2-1．新しいファンタジーの先駆けとして
2-2．目に見えないものを見えるように描くということ
3．アニメ版『借りぐらしのアリエッティ』
3-1．原作の改変
3-2．原作に付け足されたもの
4．まとめ

補足配布資料
＜引用 1 ＞

「（前略）もってるものは、なんでも借りたもので、じぶんたちのものっていうのはないんだね。な
にもないのさ。それでも、（中略）この世界はじぶんたちのものだと思っているんだよ。」（19）

＜引用 2 ＞

「つまり、人間ってものは、つまらない雑用をするために、つくられたものだと思ってるんだね（中
略）だけど、内心では、（中略）こわがっているんで、そんなにちいさくなってしまったんだってい
うわけなのさ。親から子、子から孫と、だんだんちいさくなって、ますます、身をかくして住むよ
うになったんだね。昔は、イギリスでもあちこちで、《ちいさい人たち》の話しをあたりまえのよう
にしていたらしいからね。」（20）

＜引用 3 ＞

「ちかごろではね、」と、メイおばさんが、ゆっくり話をつづけました。「そういうものがいたとし
たところで、せいぜいずっといなかのほうの、古い、しずかな家だけだろうよ―住んでいる人間
たちが、判でおしたような暮らしをしているような古い家だけさ。きまりきったことしかおこらな
いってことが、安全のしるしなんだよ（後略）。」（20）

＜引用 4 ＞

（前略）「きみ、飛べる？」
「飛べないわ。」アリエッティは、びっくりしてこたえました。「あなた、飛べるの？」
男の子は、（中略）「飛べるもんか！」とおこったようにいいました。「妖精じゃないもん！」
「あら、わたしだって、ちがうわ。」と、アリエッティがいいました。「だれだって、妖精じゃない
わ。わたし、妖精なんて信じない。」
男の子は、アリエッティを、ふしぎそうに見ました。
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「妖精を信じないって？」
「ええ。」と、アリエッティがいいました。「あなたは、信じて？」
「信じやしないさ！」
ほんとに、おこりっぽいたちの男の子だ、とアリエッティは思いました。「わたしのおかあさんは

信じてるのよ。」と、アリエッティは、なぐさめ顔にいいました。「いちど、見たことあるんですっ
て。（後略）」
男の子が、ひざをまげて、しゃがみこんだので、アリエッティは、顔に息がかかるのを感じまし

た。「どんなだったって？」と、男の子がききました。
「ホタルくらいの大きさで、チョウチョみたいな、羽根があったんですって。とてもちいさい、か
わいい顔が、すっかりかがやいていて、火花みたいに動くし、ちいさな、動く手もあったって話よ。
顔つきは、しょっちゅう変わっていてね、ほほえんだり、なにか、ちらちらするみたいなんですっ
て。とても、早口にしゃべってるように見えたっていうけど―ひとことも、きこえなかったんだ
そうよ……」
「そう。」と、男の子は、おもしろがっていいましたが、しばらくして、ききました。「それでどこ
へいったの？」
「ただ、いっちゃったのよ。」と、アリエッティがいいました。「おかあさんが見たときは、クモの
巣にかかったようだったって。もう、暗くなってたしね。冬の夕方五時ごろで、お茶の時間がすん
でたっていうから。」（105-106）

＜引用 5 ＞

（前略）アリエッティが、むきだしの腕で、しずかに葉をかきわけると、水のしたたりがスカート
のうえにおちてきて、赤いくつがしめっぽくなりました。それでもさきへのぼっていきました。と
きどきは、草の根につかまったりしながら、コケやスミレや、はいまわるクローヴァの葉などの、
ジャングルのなかへ、のぼっていきました。腰ぐらいまでしげった草の葉は、見たところ鋭くても、
さわればやわらかくしなって、通りすぎるあとから、しずかにもとにもどりました。（中略）アリエッ
ティは、ふかいしわのあるサクラ草の葉のうえに、トンと腰をおろしました。空気は、かおりにみ
ちていました。（98）

＜引用 6 ＞

それは、目でした。というよりも、目のように見えたのです。すんで、あかるくて、空のような
色でした。アリエッティのとおなじような目のかたほうで、ただ、たいへん大きいのです。きらき
らした目です。おそろしさに、息をころして、アリエッティは、からだをおこしました。すると、
その目が、まばたきをしました。巨大なまつげの列が、弓なりにおりてくると、また、まいあがっ
て見えなくなりました。用心ぶかく、アリエッティは、足を動かしました。音をたてずに、草の茎
のあいだに、しのびこんで、しずかに土手をすべりおりようと思いました。
「動いちゃいけない！」という声がしました。その声も、目とおなじように、大きかったのですが、
どこか、おさえつけたようなところがあって ―三月のころのあらしの晩、格子窓を吹きぬける、
うずまく風の音のような、かすれたひびきをもっていました。（100）

＜引用 7 ＞

（前略）それから、みんなの生活に、きみょうなことが、はじまりました。夢にも考えられないよ
うな借り暮らし―まことに、黄金時代でした。（180）
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（前略）ホミリーのじまんの部屋なのです。壁紙には、紙くずかごからもってきた古い手紙をつかっ
てありましたが、ホミリーは、それを横につかって、かいた字が、床から天井へと、たてに縞にな
るようにはってありました。その壁には、まだ若いころのヴィクトリア女王の肖像画で、色だけち
がうのが、いくつか、かけてありました。それは郵便切手なのです（中略）。マッチ箱でつくった、
たんすも一つありました。（中略）円テーブルは、ポッドがつくったもので、西洋将棋の馬のこまか
ら馬の首をとり去って、その彫刻をした土台のうえに、錠剤のはいっていた木箱の底をとりつけた
ものです。（26）

（前略）ポッドは、このごろは、借りにいくのではなくて、休みにいくのでした。その[ソフィ大お
ばさんの]部屋が、いわば、ポッドのクラブになったようなものです。つまり、《あれやこれやから
逃れるために》、いくことのできる場所でした。ポッドは、その財産が、いささか、わずらわしくなっ
てきたのです。ポッドは、どんな思いきった夢を追ったときでも、かつて、これほどの借りものを、
心にえがいたことはありませんでした。ホミリーが停止を命ずべきときだと、ポッドは思いました。
たしかに、いま、家のなかは、じゅうぶんりっぱでした。あの、宝石のついたタバコ入れ、ダイヤ
モンドをちりばめた細密画、金銀の針金細工のついた化粧箱や、ドレスデン製の小さな人形―そ
れは、みんな、応接間の飾り戸棚にあったものだということを、ポッドも知っていたのですが―
そういったものは、べつに、必要なものではなかったのです。（186-187）

＜引用 8 ＞

「なにをたべていたの？ ほんとに、イモムシをたべたのかしら？」
「（前略）そんなものたべるもんかね。すばらしい暮らしだったんですよ―アリエッティが、あ
こがれていた通りの。すまいも、とてもぐあいがよくてね。アナグマの巣っていうのは、まるで村
のようなもので―廊下や、部屋や、物置きが、たくさんあったのさ。ハシバミの実や、ブナの実
や、クリなんかも集められたし、麦もひろってこられたんだよ（後略）。」（237）

「でも、危険があったじゃないの。」とケイトがさけびました。「イタチや、カラスや、テンや、い
ろんなものがいたでしょ？」
「それはそうさ。」とメイおばさんは、うなずきました。「もちろん、危険はあったさ。どこにでも、
あぶないことはあるからね。だけど、人間にも危険はあるんだし、それにくらべれば、たいしたこ
とはなかったろうよ。なんにしても、戦争ってものだけは、なかったからね。」（238）

＊以上、全て（ ）内数字は林容吉 訳 『床下の小人たち』（岩波書店, 1969）の頁数。下線、[ ]
内、（中略）等は筆者による追記。ルビは省略。
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スタジオジブリ版
「借りぐらしのアリエッティ」は

何語を話すのか 

―日本化した『床下の小人たち』
田中 美保子

1．はじめに
ただいまご紹介に預かりました田中美保子で

す。今日は、先程の野坂さんのお話に続いて、「借
りぐらしのアリエッティ」 1が原作とどのように違
うのかということをご一緒に考えたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。
冒頭で、川端さんが言っていらしたことには、

私も大変共感するところがあります。日々大学生
たちと接していて、ここ数年、本当に本を読まず
に育ってきた子が増えたという実感が大変強く
なっています。教え子たちの名誉のために言う
と、彼女たちが本を読まなくて学力が低いという
ことではありません。今日、お話するファンタ
ジーということについて言えば、現代の学生たち
にとって、ほとんどといっていいくらい、ファン
タジーはアニメーションで見て経験してきたもの
だと思って良いように思うのです。
今日、明日と何人かで連続講座をいたしますが、

その中でファンタジーが原作のものは、たまたま
私のものだけのようですので、今日の話はファン
タジーを映像化するということに的を絞っていき
たいと思います。軸になるのはファンタジーの映
像化・アニメーション化ですので、想像力を刺激
する作品、あるいは想像的な作品、想像させる作
品というものは、どのようにして活字で書かれ、
それがアニメーションになるとどのように変容す
るのか、という辺りに絞りたいと思います。
学生たちの反応の話にまた戻りますが、私は、

名作と言われる児童文学作品をほとんど読んでい
ない学生たちにたくさんの本のリストを渡して、

スタジオジブリ制作。2010年公開。監督：米林宏昌。 

1冊でも多く読んでもらおうとしてきました。例
えば、今日の『床下の小人たち』（Mary Norton 

(1903-1992), The Borrowers, 1952）、同じような
時期に書かれた『トムは真夜中の庭で』（Philippa 

Pearce (1920-2006) , Tom’s Midnight Garden,
1958）、〈グリーン・ノウ物語〉シリーズ 2（Lucy 

Maria Boston (1892-1990)）、『時の旅人』（Alison 

Uttley (1884-1976), A Traveller in Time, 1939）、
あるいは『クマのプーさん』（Alan Alexander 

Milne (1882-1956), Winnie-the-Pooh, 1926）など、
名作として戦後親しまれてきた作品群です。（当
時のイギリスでのブームを反映してファンタジー
が多くなります。）すると、この頃は、返ってくる
反応の一つに、「感動した」けれど、「疲れる」と
いう声が出てくるようになりました。私も初めは
驚いたのですが、「ファンタジーって疲れるんで
すね。」という反応が出てくるようになってきた
のです。どうしてかと言うと、恐らく、想像する
という作業に慣れていないかららしいのです。
今日いらしている多くの方が、いろいろな本の
貸出しの現場で、あるいは小中学校で、生徒たち
と接していらっしゃるので、私などよりよほどそ
の辺りのことはよくご存じかもしれません。その
更にもっと下の世代はどうなっているのかという
ところは、ぜひ皆さんから教えていただきたいと
思っています。
もう一つの反応に、ファンタジーを読みきると、

「すごく疲れたけど、びっくりするくらい面白かっ
た。」というものもあります。要するに、そのくら

2	 The Children of Green Knowe, 1954、 The Chimneys of Green Knowe,
1958、The River at Green Knowe, 1959、 A Stranger at Green Knowe,
1961、An Enemy at Green Knowe, 1964、The Stones of Green 
Knowe, 1976. 
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いファンタジーを読むという経験をしていないの
ですね。
それからもう一つ私が抱いているのは、語弊が

あるかもしれませんがあえて言うと、「現在の若
い人たち」は外国文学からとても遠ざかっている
という印象です。そうすると、「外国」で「ファン
タジー」と重なると、活字ではますます遠い世界
であって、逆にアニメーションでは親しんでいる、
あるいは、ファンタジーを楽しんだつもりになっ
ている、ということです。ただ、アニメーション
化されたファンタジー作品には、必ずしも原作と
同じ作品とは言えない要素がたくさんあります。
やはり日本化し、アニメーション化して日本の聴
衆に向けて作り変えられていますので、決して原
作を読んだときと同じものは伝わっていないと思
う点が多々あります。アニメーションはたくさん
見るのだけれど、ではそれをきっかけに原作に向
かって行ってくれるかというと、なかなか行かな
い。いろいろな要因が考えられますが、ともかく、
そういう現状をどうしたらいいか活字側では手立
てを考える必要があります。
さて、スタジオジブリがアニメーション版（以

下「アニメ版」という）の「借りぐらしのアリエッ
ティ」で行ったことを大雑把に言うと、以下のよ
うなことと重なります。先ほどの野坂先生の『フ
ランダースの犬』（Ouida (1839-1908), A Dog of 

Flanders, 1872）の初訳 3では、パトラッシュは
「斑

ぶち

」、ネロ少年は「清
きよし

」と訳されました。『不思
議の国のアリス』（Lewis Carroll (1832-1898) , 
Alice’s Adventures in Wonderland, 1865）も、最初
の日本語訳のタイトルは『愛ちゃんの夢物語』 4で、
アリスは「愛ちゃん」、そのさらに前、『鏡の国の
アリス』（Through the Looking-Glass, and What Alice 

Found There, 1871）の初訳 5では、「美代（美イちゃ
ん又は美

みい

ちゃん）」になっています。私のあとに
お話される横川先生の『若草物語』（Louisa May 

Alcott (1832-1888), Little Women, 1868）の初訳 6

も、メグが「菊
きく

枝
え

」、ジョーが「孝
たか

代
よ

（孝
たかし

）」、べ

3 日高善一（柿軒）訳『フランダースの犬』内外出版協会, 1908。 
4 丸山英観（薄夜） 訳, 内外出版協会, 1910。 
5 長谷川天渓 訳『鏡世界』 博文館, 1899。『少年世界』第5巻9、
11、14、15、20、23、24、26号に掲載された。 

6 北田秋圃 訳『小婦人』 彩雲閣, 1906。 

つゆ こ え み こ

スが「露子」、エイミーが「惠美子」と日本語の名
前になっています。『家なき子』（Hector-Henri 

Malot (1830-1907), Sans Famille, 1878）の「ジャ
バノン村」の「レミ」という設定は、初訳 7では「関
谷新田」の「太一」、その後の訳 8では少し工夫し

さば の むら タミ

てジャバノン村が「鯖野村」、レミは「民」と音は
少し似てきましたが、やはり土地も人名も日本化
しています。これを見ると皆さん笑うのですが、
アリエッティの映画も同じではないですか。原作
では「 boy」という名無しの男の子だったのに「翔」
という日本の名前が付けられ、イギリス南部の郊
外の古い家だったはずが、小金井界隈の洋館に
なっています。要するに、明治時代・大正時代に行
われていた翻案と全く同じことがアニメーションの
世界では今も行われているということなのです。
活字の世界では、1950年頃から完訳主義が徹底
してきました。ファンタジーに限らず外国文学を
翻訳するときに、そのように設定を変えるという
こと自体にいろいろな批判が出て、ほとんど行わ
れなくなりました。ですから、現在は、なるべく
原作から変えないという姿勢で訳され、出版され
ています。それに対して、アニメーションだけは、
見る人に分かりやすく変えるという明治時代の慣
習がそのまま残っている世界だと思えてなりませ
ん。要するに、「翻訳」というより、実は「翻案」
だということになります。
「翻訳」と「翻案」と、それから「媒体が違うも
のの翻訳」を論じるには、本当はもっと細かく、
いろいろな限定をしてお話を進める必要があるの
ですが、今日はその辺は全部目をつぶります。活
字のものが違う媒体（ DVD・映画やアニメーショ
ンという媒体）に変わったという、異媒体への変
化があったものでも、製作者は一応原作とうたっ
ていますので、原作と翻案・翻訳されたものとの
間にある違いという点について議論をしていきた
いと思います。本当は、媒体が同じでも翻訳され
たものの版で違いがあったり、（翻訳者による違
い以上に）原作と翻訳書との間でもいろいろな違
いが生じていたりすることがあります。その違い
を見ていくことが翻訳研究では重要なのですが、

7 五来素川 訳『未だ見ぬ親』 警醒社, 1903。
 
8 菊池幽芳 訳『家なき児』 春陽堂, 1912。
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その辺りの前提は飛ばして、あくまでも異媒体間
の翻訳・翻案について見られることを考えてみる
ことにします。
今日は、レジュメにあるように四つの軸でお話

しします。中心となるのは、原作をまず検証し直
すということ、それからアニメーション化された
ものを見て、それを原作と比較するという視点で
す。まずはファンタジーそのものについて少し考
えてみたいと思います。次に、ファンタジーの特
徴の中から、目に見えないものを見えるように描
くということについて考えます。その後、アニ
メーションとの比較で原作から変化があったとこ
ろ、付け足されたものを見ていきたいと思います。

2．原作『床下の小人たち』再考

2-1．新しいファンタジーの先駆けとして


画面をご覧ください。これは、メアリー・ノー
トンの The Borrowers (1952)という作品のパフィ
ン（Puffin Books）版で、お手元にある紹介資料リ
ストでいうと6番に当たります。この作品がシ
リーズ化され翻訳されたものが1番から5番まで
で、全部で5作あります。この中の『床下の小人
たち』第1巻が今日の話の中心となるのですが、
後でまたこの表紙の違いなどについても一緒に考
えてみたいと思います。
この作品について、アニメーション化の問題以

前に、実はこれは日本にとって大変に大事な作品
と言われているということだけ一言ご紹介してお
きます。佐藤さとる（1928- ）の『だれも知らな
い小さな国』（1959）、いぬいとみこ（1924-2002）
の『木かげの家の小人たち』（1959）、その続編の
『くらやみの谷の小人たち』（1972）、この3作、特
に最初の『だれも知らない小さな国』と『木かげ
の家の小人たち』の2作品は、日本生まれのファ
ンタジーの第1号、第2号と呼ばれている作品で
す。それが実はこの The Borrowersという作品の
翻訳から大きな影響を受けて誕生しました。です
から、この The Borrowersという作品は、日本の子
どもの本の翻訳、あるいは日本語で書かれた作品
の歴史のルーツの部分に位置づけられます。しか
もこれがファンタジーであり、小人の出てくるお
話であるという点も、言ってみれば The Borrow-

ersの直系の子孫たちが日本の児童文学の草分け
となり、その黎明を促したということです。この
辺のことは非常によく知られており、いろいろな
ところに書いてありますが、今日はここのところ
は前提としてあまり立ち入らずに、アニメーショ
ン化されたものに焦点を絞っていきます。
もう一つ、ファンタジーなどについてもいろい
ろ背景をお伝えする必要がありますが、ご存じの
方も少なくないと思いますので、それもここでは
省きます。代わりに、参考になりそうな本を1冊
ご紹介しておきました。資料リストの14番です。
定松正(1937- )監修のこういうガイドのようなも
の9が作者メアリー・ノートンや作品の背景の理
解の助けになります。これは大学生用のテキスト
として編纂され、よくまとまっているので、私な
どは大変に重宝している本の一つです。他にもた
くさんありますので、これが一番という訳ではあ
りません。この本に出ているメアリー・ノートン
の顔写真等を利用して紹介させていただくと、
1903年から1992年までと、当時としては大変に長
生きをした作家で、この本の説明によるとロンド
ン生まれのイングランド出身の作家です。前述の
ように、全部で五つの作品で一つのシリーズを成
しているのですが、第4作から第5作にかけて少
し年代的なギャップがあり、しばらく経ってから
第5作を付け加えたような形になっています。
実は、この第1作から第5作までのそれぞれの
設定で一つの核になっているのが、人間と小人と
の距離なのです。本の表紙でお分かりいただけま
したでしょうか。リストをご覧になっていただけ
れば書名からもおわかりいただけると思います。
リストの1番から5番までのタイトルを見てくだ
さい。まず「床下」、それから「野」に出て、「川」
に出て、「空」を飛んで、「新しい家」に落ち着く
ことが読み取れます。そして、タイトルのとおり、
人間との距離もどんどん離れていきます。最後
に、小人たちの新しい家で人間との距離がまた縮
まったかに見えますが、小人は人間と共生しない
のだ、ということをはっきり示し、完全に人間と
断絶して作品が終わります。言ってみれば、人間

9 定松正 編『イギリス・アメリカ児童文学ガイド』荒地出版社,
2003。
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に対する不信感が強くあふれた作品と捉えること
ができ、これが子ども向けの本であるということ
に不思議さを覚える人も少なくありません。その
一方で、大変に子どもの本らしい本と言うことも
できるように思うのですが、その辺はおいおいご
一緒に考えていきたいと思います。
第1巻のあらすじをごく簡単に言うと、アリ

エッティという女の子と両親の3人の小人が、
ちょっと郊外にある田舎の古い館、（これは人間
が住んでいる家ですが、）その床下に暮らしてい
ます。本当は他にも、いろいろな小人が別のいろ
いろなところに住んでいたのですが、今はこの3
人だけで、他の小人とはほとんど接触しない状態
で暮らしています。
先ほど人間との距離の話をちょっとしました

が、この作品をどう読み取るかということにはい
ろいろな解釈があります。今日はその点はあまり
詳しく扱いきれませんが、人間との距離の問題、
ペシミスティックなところの他にもう二つだけ私
なりの捉え方をお伝えしておこうと思います。一
つは、これは女の子の冒険物語の草分けである、
ということです。女の子が主人公で、自分の運命
を自分の力で切り開こうとする物語の草分け的な
ところがあります。この辺りはアニメ版でもかな
り焦点が当てられて、うまく再現されているよう
に思います。もう一つは、冒険というよりサバイ
バルの物語とも読み取ることができるという点で
す。この点については、後でまた戻ってこようと
思います。 

―魔法の出てこないファンタジー

さて、ここで、二つ大きな軸を立てて、アニメ
版と比べるにあたり大切な、この作品の特徴を考
えておきましょう。まず、魔法ということに注目
します。この作品では魔法が全く消え去っていま
す。スタジオジブリの宮崎駿（1941- ）はこの小
人のことを「妖精ではない小人」と解説に書いて
いますが、そのとおりだと言える面があって、こ
の小人は妖精ではない小人、要するにマジカル
（magical）な力、魔法の力は一切持っていない小
人だと言えます。それを文学における魔法の衰退
であると見る捉え方ができるわけですが、この魔

法の衰退という観点は、実は非常に重要なところ
です。
後でアニメーション化したものと比べるときに
一つのキーワードになるので、ここで、前提とし
てお話ししておきますが、フェアリー・テイル
（Fairy Tale）とファンタジー（ Fantasy）という分
け方があります。先に、この作品が日本のファン
タジーの草分けを生み出したと言いました。イギ
リスのファンタジーの歴史を考えたときにも、こ
の作品はやはり非常に重要な位置にあります。現
代的なファンタジーの先駆けとなった作品の一つ
と言われているからです。そのあたりを魔法とい
うことと絡めて考えてみましょう。
フェアリー・テイルは、日本語では民話とか昔
話とか訳されるものです。いわゆるフォーク・テ
イル（ Folk Tale）、あるいはドイツ語のメルへン
（Märchen）など、これらは全部同じ意味です。で
すから、フェアリー・テイルであるからといって
必ずしもフェアリー（妖精）が出てこなくてもよ
い。また、フォーク・テイルやメルへンと同じと
いうことは、口承であると言え、口承であれば作
者はいないということです。口承の大元をたどっ
ていくと、どこかで誰かがいつか語ったことかも
しれませんが、誰か名前が分かる作家がいて創作
したものではないということですね。
それに対して、ファンタジーは全く違います。
これは口承ではなく、明らかに創作されたもので
す。個人の作家が創作したものなので、誰が書い
た、いつ書いたということも分かります。この点
がとても大きく違います。例えば、猪熊葉子
（1928- ）という日本の児童文学研究のパイオニ
アの一人が、フェアリー・テイルについて「フェ
アリーなど不思議なものが出てくることが多い
が、必ずとは言えない。」とか、ファンタジーにつ
いて「個人の作家による創作である。」という定義
をしています10。そして、フェアリー・テイルと
いう、長らく世界中のいろいろな国にあった伝承
の物語が、現代的な小説の技法が発達していく過
渡期に言わば生まれ変わってできたのがファンタ

10 『日本児童文学大事典』第2巻（大日本図書, 1993）の「フェア
リーテール」、『児童文学事典』（東京書籍, 1988）の「ファンタ
ジー」の各項を参照。
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ジーという手法なのです。（小説をどう定義する
かはさておくとして）ファンタジーは小説の一分
野ということです。共通しているのは、どちらも
不思議の世界を描くということで、不思議の世界
がそこに存在するという点です。
この「不思議」というところが、マジック（magic）

に関わってきます。フェアリー・テイルの方では、
マジックを担うのは主にフェアリーたちでした。
フェアリー以外の巨人や物言う動物なども、この
マジックの役目を担い、マジックをなすわけです
ね。一方、ファンタジーは、そうではない道具立
てでマジック、あるいは不思議を描くことが可能
だということで発達した手法とも言えます。要す
るに、マジックなしにどうやって不思議を描くか、
そしてマジックなしに不思議を描ける手法とし
て、ファンタジーはどんな形が可能かということ
が模索されるようになり、いろいろなタイプのも
のが出てきたわけです。例えば、『トムは真夜中
の庭で』とか、＜グリーン・ノウ物語＞シリーズ
などのタイムスリップ・ファンタジーでは時間の
移動をするというところにマジックがあります
が、それ以外に何もマジックはありませんね。〈ナ
ルニア国ものがたり〉“The Chronicles of Narnia”11

もそうですね。あのタンスの向こうの世界に行く
ということ自体がマジックですが、それ以外は何
もマジカルなものは出てこない。マジックをなす
ものも出てこない。そういうような世界がファン
タジーで描けるようになったということです。 

―小人は妖精か？人間か？

この観点で『床下の小人たち』という作品を考
えると、これはまさにマジックを持っていない小
人の物語です。「小人」（little people）は、イギリ
スでは、「フェアリー」の中の小さい人々の呼称で
した。フェアリーという大きな概念があって、そ
の中に小人がいたはずなのですが、その小人のほ
かに、「親指トム」などの昔話の中に登場したり、

11 Clive Staples Lewis（1898-1963）〈ナルニア国ものがたり〉シリー
ズ全7巻。 
The Lion, the Witch and the Wardrobe, 1950、 Prince Caspian: The 
Return to Narnia, 1951、ｖｖ The Voyage of the Dawn Treader,
1952、The Silver Chair, 1953、 The Horse and His Boy, 1954、 The 
Magician’s Nephew, 1955、 The Last Battle, 1956. 

「私のだんなさまはちっちゃなだんなさま」（I had  

a little husband）という、靴の中に住むとても小柄
な男性を唄ったナーサリー・ライム(  Nursery  

Rhymes)12などに出てきたりする小人もいます。
こちらは、とびきり小さい人間たちなのです。『ガ
リバー旅行記』（Jonathan Swift（1667-1745）, 
Gulliver's Travels, 1726）に出てくるリリパット国
の人々も同様です。つまり、イギリス文学の伝統
の中で、小人には、フェアリー（  fairy）と人間
（human）の2種類がいたのです。それが、ちょう
どこの原作 The Borrowersでは融合したと言えま
す。ということは、書名の訳題は、『床下の小人た
ち』ではなく、『床下の妖精たち』でもよかったわ
けです。（同様に、イーディス・ネズビットの『砂
の妖精』13は『砂の小人』とも訳せた、と言えます。）
具体例を引用で見てみましょう。（本当は原作
とアニメーション化作品とを比較するときにも、
英語の原作と日本語訳との比較をした上で、アニ
メーションとの違いを見ていく必要があります。
この引用で示した林容吉（1912-1969）の文は、日
本語に翻訳されたものなので、その元の英語があ
ります。しかし、この講義ではこの林容吉のもの
を原作として考え、原文との違いについては一切
触れません。というのは、スタジオジブリの方針
として、（いろいろな書き物の中に）この林容吉訳
の『床下の小人たち』を元にしているということ
がはっきり記されているからです。中に出てくる
セリフや設定のキャラクターの名前なども、この
林容吉の訳をそのまま踏襲していますので、今日
はこの日本語訳を原作として考えるということに
徹します。ですから、引用も林容吉のものだけに
しています。）
レジュメの＜引用1＞を見てください。ここは
冒頭の部分で、 the Borrowersというのが一体ど
ういう存在かというのを、この小さい人たちの話
を聞きたがっている姪っ子のケイトにメイおばさ
んが語っている場面です。自分たちの持っている
ものは何もない、ということが強調されています。

12 英米の伝承の童謡やなぞなぞ・言葉遊びなどの総称。（アメリ
カでは伝承童謡の意味では「マザー・グース」が使われる。）日
本ではわらべ唄や遊び唄が近い。 

13 Edith Nesbit (1858-1924), Five Children and It, 1902. 
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ただ、彼らは「この世界はじぶんたちのものだと
思っているんだよ」と言うことで、彼らが独自の
世界観を持っているということも早々と提示され
ています。
それから＜引用2＞の「つまり、人間ってもの

は」で始まるところですが、
こわがっているんで、そんなにちいさくなっ
てしまったんだっていうわけなのさ。親から
子、子から孫と、だんだんちいさくなって、
ますます、身をかくして住むようになったん
だね。昔は、イギリスでもあちこちで、《ちい
さい人たち》の話しをあたりまえのようにし
ていたらしいからね。

とあります。ここで言われている《ちいさい人た
ち》（ little people）はフェアリーか人間かと言う
と、フェアリーですよね。昔のイギリスのあちこ
ちでこういう人たちの話を当たり前のようにして
いた、とありますから。
同じく＜引用3＞の下線部だけを読みます。
そういうものがいたとしたところで、せいぜ
いずっといなかのほうの、古い、しずかな家
だけだろうよ―住んでいる人間たちが、判
でおしたような暮らしをしているような古い
家だけさ。きまりきったことしかおこらな
いってことが、安全のしるしなんだよ。

とありますが、これも、家付き妖精を思わせます。
ですから、ここからもやはり、フェアリーと言え
そうです。
ところが＜引用2＞に戻ると、先ほど読み上げ

たように、「親から子、子から孫と、だんだんちい
さくなって、」「身をかくして住むようになった」
という部分は、どうも人間を示唆しているように
思えませんか。つまり、フェアリー的な属性をほ
のめかしながらも、実はシリーズ全体を通して、
人間なのかフェアリーなのかとうとう明らかにさ
れません。謎解きはされないままです。ただ、こ
の後のいろいろな描写を見ていくと、全部ただ小
型の人間であるというだけで、フェアリー的な要
素は全然なく、限りなく人間だろうと思わせる描
写しか出てきません。
このように捉えると、この借り暮らしの小人た

ちというのは、フェアリーと人間という二つの種

類があったイギリスの伝承の「小さい人」（little 

people）が合わさった形で設定されているのでは
ないかと思えるのです。
こういうふうに考えると、この物語ではフェア
リー的な魔力を失った小型の人間である小人が主
人公になっていて、そこにはマジックは一切出て
こないということになります。ちなみに、こうい
う作品が出てくる過渡期にあるのが、例えば『メ
アリー・ポピンズ』 14とか『砂の妖精』などといっ
た、限定付きの魔法が出てくる作品である、と定
松正のガイドの中では説明されています。これら
がその前哨戦だというのですね。限定付きという
のは、『砂の妖精』では日が暮れると魔法が消えて
しまいますし、メアリー・ポピンズは、魔法が上
手く効かなくてしょっちゅう癇癪を起していま
す。要するに、魔力が弱まったことで魔法の世界
が一旦ぱっと消えてしまう世界とか、魔力が弱
まってきたということに苛立つ主人公を描いてい
るわけです。メアリー・ポピンズのあの癇癪は、
魔法が思うように使えないためだという捉え方も
可能ですね。そして、とうとう魔法が一切出てこ
ないファンタジーが書かれるようになった。魔法
が衰退していった結果生まれたのが、この『床下
の小人たち』だということです。 

―魔法に代わるもの

それでは、不思議やマジックは、この作品の中
ではどういうふうに示されているのでしょうか。
マジカルなものがなければ、やはりファンタジー
にはならないわけですね。何らかの不思議がなけ
れば、ファンタジーではなく、リアリズムの形式
で書けばよいわけです。では、どうすればいいか
ということで考えられたもの、マジックに代わる
ものが、この作品ではミニチュアの世界の設定で
あると私は捉えています。要するに、「うんと小
さい」というところに何か不思議を感じさせる。
小さいだけではなくて、小さいものを見る私たち、
言ってみれば巨人の視点、それから小さい人から
見る巨人（人間）の世界、という視点の移動に面
白さや不思議さが加えられたのではないでしょう

14 Pamela Lyndon Travers (1899-1996), Mary Poppins, 1934. 
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か。その設定によって、マジックに代わる不思議
な世界を提供できたのではないかと思います。
＜引用4＞をご覧ください。これは作者のいた

ずらです。先ほど言ったようにフェアリー（妖精）
か小人かよく分からないのですが、それを主人公
たちに議論させて、読者にも「やっぱり私もちょっ
と怪しいと思ってたんだ。」という共感を誘う仕
掛けがしてあるところです。「boy」という名無し
の男の子と主人公のアリエッティの問答です。男
の子にいきなり、「きみ、飛べる？」と聞かれる。
要するにこの男の子は、このときアリエッティの
ことを妖精と見ているということですよね。それ
でアリエッティがびっくりして「あなた、飛べる
の？」と応える。アリエッティからすれば巨人の
方が妖精的じゃないかという発想です。それで、
「男の子は、『飛べるもんか！』と怒ったように言
いました。『妖精じゃないもん！』『あら、わたし
だって、ちがうわ。』と、アリエッティが言いまし
た。『だれだって、妖精じゃないわ。わたし、妖精
なんて信じない！』」と、自ら否定させています。
それから、身体の大きさの話をしています。「ホ
タルくらいの大きさで、チョウチョみたいな、羽
根があった」と。これも本当か作り話かよくわか
りませんが、自分が見たというおかあさんの話を
思い出したアリエッティは、次のように説明を続
けます。

「（前略）とてもちいさい、かわいい顔が、
すっかりかがやいていて、火花みたいに動く
し、ちいさな、動く手もあったって話よ。顔
つきは、しょっちゅう変わっていてね、ほほ
えんだり、なにか、ちらちらするみたいなん
ですって。とても早口にしゃべってるように
見えたっていうけど―ひとことも、きこえ
なかったんだそうよ……」
「そう。」と、男の子は、おもしろがってい
いましたが、しばらくして、またききました。
「それでどこへいったの？」
「ただ、いっちゃったのよ。（中略）暗くなっ
てたしね。冬の夕方5時ごろで、お茶の時間
がすんでたっていうから。」

よく見えなかったわと、またここで謎に包まれて
閉じてしまいます。こうした例から、先ほどから

お話ししてきた、妖精か小人か、あるいは妖精な
のか何なのか、というこの小さい主人公たちに対
する謎を、自ら謎解きの中に飛びこませて読者も
そこに共感を持たせるようにしていることが、お
わかりいただけると思います。
この点も、フェアリー・テイルとは大きく異な
るところです。完全に読者を意識した作家の手法
の一つとして、こういう「不信の自発的停止」を
促す仕掛けをします。この「不信の自発的停止」
（the willing suspension of disbelief）とは、ファンタ
ジーを論じるときにしばしば用いられてきた言葉
です。現代ファンタジーの理論と創作両方の生み
の祖と言われるジョン・ロナルド・ロウエル・トー
ルキン（John Ronald Reuel Tolkien, 1892-1973）も、
ファンタジーについて説いたごく初期の講演15

で、この考え方を論点の中心としています 16。昔
話、つまりフェアリー・テイルでは、「昔あるとこ
ろに……」というふうに先に枠を設定してしまう
ので、聞き手はその世界に入ってしまいます。し
かし、ファンタジーはそうはいかないので、何ら
かの形でその不思議を信じさせるための手掛かり
が必要です。言わば、「不信の自発的停止」のため
に、例えば、こういう方法を使っているというこ
とですね。こうやってファンタジーという形でし
か表現できないものがいろいろ工夫されて出てき
て、それを駆使し始めたての作品がこの作品だと
いうことになります。

2-2．目に見えないものを見えるように描くとい

うこと

目に見えないものを見えるように描くというこ
とはどういうことか、という点に移ります。ファ
ンタジーの成熟を示すものは幾つか考えられます
が、その中の一つに「リアルな描写」があります。
この「リアル」というのが曲者なのですが、どの
ようにして「これは現実にあるのだ」と思わせる
のか、「不信の自発的停止」をどうやって作品全体

15 1937年に St. Andrews 大学で行った。その後、活字となり、
『ファンタジーの世界: 妖精物語について』猪熊葉子訳, 評論社 , 
2003, （初版: 福音館書店, 1973）（ Tree and Leaf, 1964）に収め
られている。

16 『 J. R. R.トールキン―或る伝記』新装版, ハンフリー・カーペ
ンター著, 菅原啓州 訳, 評論社, 2002（ J. R. R. Tolkien: A 
Biography, 1977）第5章参照。
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で維持するのか、とでも言えるでしょうか。です
から、これが、作家の腕の見せ所とも言えます。
「リアル」というのは、「これが本当です」と言う
ことではなくて、本物だと思わせるためには、事
実を徹底的に観察する力と事細かな描写の積み重
ねが必要になります。イギリスでファンタジー文
学が生まれたということを考え合わせてみると、
なるほどと思うような、いかにもイギリス的な捉
え方です。イギリス人は、経験主義的で、実際に
あったことを積み上げて歴史を捉えるという捉え
方の得意な国民だと言われますが、そういう「本
当にある」ということを非常に重要視して描くと
いうやり方によって、目に見えないものを見える
ように描くわけです。
＜引用5＞を読んでみます。アリエッティが庭を

走っている場面です。念願の庭に出て空気をいっ
ぱい吸って、喜びに満ちあふれている場面です。

アリエッティが、むきだしの腕で、しずかに
葉をかきわけると、水のしたたりがスカート
のうえにおちてきて、赤いくつがしめっぽく
なりました。それでもさきへのぼっていきま
した。ときどきは、草の根につかまったりし
ながら、コケやスミレや、はいまわるクロー
ヴァの葉などの、ジャングルのなかへ、のぼっ
ていきました。腰ぐらいまでしげった草の葉
は、見たところ鋭くても、さわればやわらか
くしなって、通りすぎるあとから、しずかに
もとにもどりました。（中略）アリエッティ
は、ふかいしわのあるサクラ草の葉のうえに、
トンと腰をおろしました。空気は、かおりに
みちていました。

次の＜引用6＞は、男の子とアリエッティの出
会いの場面です。

それは、目でした。というよりも、目のよ
うに見えたのです。すんで、あかるくて、空
のような色でした。アリエッティのとおなじ
ような目のかたほうで、ただ、たいへん大き
いのです。きらきらした目です。おそろしさ
に、息をころして、アリエッティは、からだ
をおこしました。すると、その目が、まばた
きをしました。巨大なまつげの列が、弓なり

におりてくると、また、まいあがって見えな
くなりました。用心ぶかく、アリエッティは、
足を動かしました。音をたてずに、草の茎の
あいだに、しのびこんで、しずかに土手をす
べりおりようと思いました。
「動いちゃいけない！」という声がしまし
た。その声も、目とおなじように、大きかっ
たのですが、どこか、おさえつけたようなと
ころがあって―三月のころのあらしの晩、
格子窓を吹きぬける、うずまく風の音のよう
な、かすれたひびきをもっていました。

こういう描写と、アニメ版の同じような場面とを
比べると、どちらがより「リアルに」想像できる
でしょう？

3．アニメ版「借りぐらしのアリエッティ」
3-1．原作の改変

レジュメの3番に入り、アニメ版の「借りぐら
しのアリエッティ」について焦点を当てていきま
す。まず3-1の原作の改変という点なのですが、
細かいところを言っていたらもう改変だらけでき
りがないので、大きなところを中心に考えること
にします。例えば主人公たちの設定そのものが変
わっています。アニメ版は第1巻をベースにして
いるにもかかわらず、第2巻の登場人物のスピ
ラーという少年を登場させています。それから最
後は、やかんの船に乗って旅立ちますが、あれは
第3巻から借用しています。そういうプロットや
設定の変更があり、舞台も小金井に移っています
し、アリエッティと少年の関係というのが大きく
変わっている、というふうに作品のテーマに当た
る部分も変えられています。
本当にいろいろと変わっていますが、特に大き
く異なっていると思うのは、先ほど読み上げた原
作の引用5と6のところです。このアリエッティ
が草むらを走り抜けている場面と「翔」という名
前が付けられた男の子との出会いの場面の二つ
は、どちらもスタジオジブリ版のアニメーション
で映像化されていますので、比較して検討してみ
ましょう。
先に申し上げたように、原作の引用を読んだと
きとアニメーションで見たときと比べると、原作
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の方がリアルに想像できるのは明らかです。文字
から表現されたものの一つ一つを思い描ける時
間、それから自分の頭でそれを実感する作業が
あって、初めてリアルを実感できる。この点こそ
が人間の実感には非常に大切なのです。それに対
して、映像でぱっと見せられて、「あ、なんか動い
ている」、「なんか大きい」というので終わってし
まうのでは、単に印象に過ぎなくなります。つま
り、原作にあった想像する楽しさというものが、
アニメーションでは見る楽しさに変化している。
ここに実はとても大きな違いがあると私は思って
います。
それからもう少し言うと、少年とアリエッティ

の関係に象徴されている人間と小人が共存できな
い、あるいは共存しようと歩み寄ったり離れたり
するという点が非常に重要だと思うのですが、そ
れがアニメ版では少年と少女の淡い恋に変わって
いる。しかも、最後は非常にセンチメンタルな別
れのシーンで終わります。

あと、いくつか気になるところとしては、非常
に強い人間が男の子、それから弱い消えゆく種族
と呼ばれるのが女の子、というジェンダー的な問
題を感じるところもあります。これは原作どおり
ではありますが、アニメ版ではより強調されてい
る気がします。例えば、映画のパンフレットにあ
る「きみたちは滅びゆく種族なんだよ。」とこの男
の子が言う場面などです。「きみはこの世界にど
のぐらいの人間がいるか知ってる？  67億人だ
よ。」と言う男の子に対して、アリエッティは「私
たちはそう簡単に滅びたりしないわ。」と答え、こ
の小さなアリエッティの健気さが非常に強調され
ます。どうなのでしょうね。ここの、女の子の健
気さに焦点を当てるということ自体に、私はやは
り何かジェンダー的なバイアスを感じます。
それから、人間の男の子の方は手術に耐え、頑

張っていけば生き延びていけるが、弱いアリエッ
ティの方は滅びていく、その運命を残酷に告げて
いるこの男の子の目線に、私は何かこう自惚れと
いったようなものを感じてしまいました。
最後のシーンもそうです。二人は切なく別れて

いくのですが、この切なさを強調するハープの音

楽が流れます。そこに乗せられる歌詞というの
は、「風 髪に感じて 空を眺めたい／あなたに
花 届けたい／向こうは別の世界／ほら 蝶々が
舞ってる あなたを待っている／太陽の下で 花
に囲まれて／あなたと日々過ごしたい／この想い
を胸に 新しい世界で／私らしく生きる」という
ものです。セシル・コルベル（  Cécile Corbel,
1980- ）のハープの演奏でこの歌が流れ、別れの
シーンが描かれるわけですが、原作のアリエッ
ティは、この段階では外の世界に出ていくことに
もう狂喜しています。本当に待ちに待った瞬間
で、やっと外に出られる、もう床下に飽き飽きし
て友達を欲しがっていて、そればかりを望んで生
きてきた子が、やっと外に出られると言って、お
父さんお母さんの心配をよそにすごく喜んでい
る。その浮き浮き感とこの切ない別れを対照して
見るとやはり随分違う気がします。 

―アイデンティティの喪失

それからもう一つ、随分変わっているなと気に
なるところは、原作にあった非常にイギリス的な
要素です。それは、さっき野坂先生がおっしゃっ
た『フランダースの犬』と同じように、日本人が
作り上げたイギリスかもしれないですし、読み
取っている私もそういうところで読んでいるのか
もしれないのですが、例えば、在るものを何とか
駆使して使うという非常に質実剛健な生活態度な
どです。それから、一般にイギリスの人たちの暮
らしは、非常に質素ですね。また、自然と親しく
暮らしているということ。いろんな植物を愛し、
庭を愛している人がとても多い。ですが、映画で
は、そういうところとは違う世界が描かれていき
ます。
特にここで考えたいのは、原作との違いの中で、
原作にあった文学作品としての価値が落とされて
しまってはいないか、という点です。例えば、今
述べたような原作にあったイギリス的態度、イギ
リス性といったものが弱まっていくことで何が出
てくるかというと、（今日の講義のタイトルにし
た、）アリエッティが一体何人なのか全然分から
なくなる、国籍がない主人公になってしまうとい
う問題です。男の子の方は日本人です。でも、こ
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のアリエッティの国籍、あるいは話す言語が私た
ちには分からなくなっています。そこに、私は大
きな問題を感じました。日本の舞台に変えれば、
日本の観客には分かりやすくなるのは確かでも、
アリエッティが持っていた「イギリスの郊外にい
る女の子」というアイデンティティが活きなく
なっている。そのためにアニメ版の方では仕方な
く、わざわざ違う物語を小人の物語として付け加
えることになるわけですね。

もう1点あります。＜引用7＞をご覧くださ
い。三つ並べてあるのですが、まず二つ目の部分
を見てください。ホミリー、つまりお母さんの自
慢の部屋だと書いてあるのですが、この辺りが恐
らく原作の翻訳書を読むときに最もわくわく感を
感じるところの一つだと思うのですね。大きい人
が使っていたものを小さい人が使うとこうなると
いう視点の違いもあるし、日常だと思っていたも
のが違う見え方をしてくる面白さもあります。そ
して、それはリサイクルの思想だという発見もあ
ります。
壁紙には、紙くずかごからもってきた古い手
紙をつかってありましたが、ホミリーは、そ
れを横につかって、かいた字が、床から天井
へと、たてに縞になるようにはってありまし
た。その壁には、まだ若いころのヴィクトリ
ア女王の肖像画で、色だけちがうのが、いく
つか、かけてありました。それは郵便切手な
のです。

ここは、あのイギリスの郵便切手を見たことがあ
る人は思わずニヤリとする瞬間です。あるいは読
んでいる子どもに、「これだよ。」と言って見せて
みる。金額によって色が違うだけで、みんなヴィ
クトリア女王が横を向いている図柄ですが、それ
が肖像画として貼ってある。これは本当に面白い
ですよね。次はマッチ箱のたんすです。私、子ど
ものときにこれを見て、思わず自分でも作ってみ
ました。
それから、
円テーブルは、ポッドがつくったもので、西
洋将棋の馬のこまから馬の首をとり去って、
その彫刻をした土台のうえに、錠剤のはいっ

ていた木箱の底をとりつけたものです。
これもやりたかったけれど、うちには西洋将棋
（チェス）が無かったのでできませんでした。
例えば、原作の中のイラストなどで、ああ、こ
ういうことなんだ、というのが、翻訳を読んでい
る人にはわかるようになります。イギリスの日常
の暮らしの細々したものが、こういうところに入
れ込まれているというところが面白さの一つで、
しかも、そこにリサイクルや質実剛健な生活ぶり
という作者の（しかもイギリスの人らしい）あり
方が垣間見られるところが、魅力の一つになって
いる作品だと思います。しかし、アニメ版ではそ
れがそぎ落とされてしまっています。

そぎ落とされることになるいくつかの要因の一
つに、ドールズ・ハウス（ dolls’ house）、つまり人
形の家の部分があります。ここが一つの、「あ
れ？」と思わせるつまずきを生むところになって
いるように思います。ドールズ・ハウスについて
＜引用7＞の一つ目の部分を読みます。
それから、みんなの生活に、きみょうなこと
が、はじまりました。

ここで前提となっているのは、男の子がアリエッ
ティと少し仲良くなって、男の子の肩に立ったア
リエッティが本を読んでやったりする仲の良い時
代です。男の子が実際に自分の家の中にあった人
形の家から物を持ち出します。イギリスの人形の
家は元々、非常に高級で貴族の教育玩具として作
り出されました。一点物が多く、日本のあの市松
人形の超高級品みたいな位置付けでしょうか。そ
れこそ何千万円とするものがあったりして、ある
貴族が買いたかったのに買えなかったという逸話
が残っているようなものです。ただ、この『床下
の小人たち』の中に描かれている人形の家は、そ
れほどものすごい金額のものではなさそうです。
ドールズ・ハウスの専門家に見てもらったら、中
の上くらいと答えが返ってきましたが、中の上っ
てどういうのでしょうね。とびっきりのお金持ち
ではないけれど、かなりのお金持ちくらいのもの。
とにかく、男の子がそこから持ってきた物をアリ
エッティたちがもらう場面では、それがどんどん
上から降ってくるわけです。それで、一番上の引
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用のように、「夢にも考えられないような借り暮
らし―まことに、黄金時代でした。」となるわけ
です。特にお母さんのホミリーは非常に俗物です
から、もう狂喜して、次に何が来るかしらと舞い
上がっていますね。

最後に、＜引用7＞の三つ目です。ここでは、
男の子が人形の家の高級な家具類をいろいろ運ん
できて、借りに行かなくてもどんどん暮らしが豊
かになっていくことを黄金時代、夢のようだとし
ながら、お父さんのポッドの心情を次のように表
現しています。
ポッドは、このごろは、借りにいくのではな
くて、休みにいくのでした。その[ソフィ大
おばさんの]17部屋が、いわば、ポッドのクラ
ブになったようなものです。つまり、《あれ
やこれやから逃れるために》、いくことので
きる場所でした。ポッドは、その財産が、い
ささか、わずらわしくなってきたのです。
ポッドは、どんな思いきった夢を追ったとき
でも、かつて、これほどの借りものを、心に
えがいたことはありませんでした。ホミリー
が停止を命ずべきときだと、ポッドは思いま
した。たしかに、いま、家のなかは、じゅう
ぶんりっぱでした。あの、宝石のついたタバ
コ入れ、ダイヤモンドをちりばめた細密画、
金銀の針金細工のついた化粧箱や、ドレスデ
ン製の小さな人形―それは、みんな、応接
間の飾り戸棚にあったものだということを、
ポッドも知っていたのですが―そういった
ものは、べつに、必要なものではなかったの
です。

この態度です。小人たちのこういう姿勢、ホミ
リーは喜んでいるけれど、でもポッドがきちっと
批判の目を向けるように描いていて、ここから、
作者の、この人形の家の贅沢さを手放しでは奨励
していない態度がよくわかります。

3-2．原作に付け足されたもの

ところが、スタジオジブリ作品のドールズ・ハ

17 ［ ］内は筆者の加筆。 

ウスは、恐らくこのアニメーション全体の絵のク
ライマックスとも言えるものです。すごく入れ込
んで描いてある画像であるのは素人目にも明らか
です。アニメーターたちが力を入れた場面なので
しょう。映画のパンフレットでも見開きで大きく
出ています。で、この場面で、ジャーンという効
果音付きで描かれているのは明らかに貴族向けの
すごく高級なものです。これを私たちは中の上と
は思わないですよね。上の上の世界だと思ってし
まいます。これが小人たちのところにもたらされ
るという設定なわけですが、日本に舞台を変えた
ために、ここに物語を新たに付け加える必要が生
じ、次のような物語が付いています。「もともと
はね、私の父がイギリスに注文して小人たちのた
めに作らせたものなの。いつか小人が現れたらあ
の家をプレゼントしたい、と。でもとうとう現れ
なかったわね。」と「翔」の大叔母が説明していま
す。こういうイギリスの家で、中身は非常に高級
な意匠で描かれている。これは一体どういうこと
なのでしょう？
これだけなら私も、「ん？」と思っただけで終
わったかもしれませんが、実は、公開されてまだ
間もない、プロモーションが行われていた時期、
スタジオジブリは映画用に描いたドールズ・ハウ
スの12分の1の実物を作り、それを持って全国を
回って歩きました。覚えていらっしゃる方もいる
と思いますが、ウェブ上に「セシルちゃん＆宣伝
プロデューサーが行く全国キャンペーンブロ
グ」18として、その経過がずっとリポートされてい
ました。プロデューサーが嬉々としてそれを持っ
て歩き、その場でプロモーションするという場面
を毎日のようにブログに書いていたのです。宣伝
部隊にとってはどうもこれが非常に重要になった
らしいというところ、その辺りに付け加わったも
のに対して、私は非常に違和感を覚えました。原
作とのこの態度の違いというのはどこから来るの
かというと、スタジオジブリ側には恐らく積極的
な脚色の意図があったのだと思います。ここは、
思いきり美しく豪華な、夢や憧れを誘う部屋にし
たかったのではないでしょうか。

18	 http://www.karigurashi.jp/index.html参照。平成27年7月7
日現在、リンク切れ。
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ちなみに、そのドールズ・ハウスの専門家に聞
いたら、アニメ版で描かれている家は原作と比べ
てやや安っぽいそうです。どうして分かるかとい
うと、アニメーション中で描かれたストーブなど
のモデルに既製品が使われているのだそうです。
全部が手作りでないと高級感がなく、その手作り
感がやや欠けるので、ちょっと劣る。ただ、絨毯
が敷いてあるというところがなかなか高級ではあ
るそうですが。そういう細かいところは、新美康
明(1952- )さんという方の『ドールズハウス ―
ミニチュア世界の扉を開く』（新樹社, 2012）とい
う専門書があるので、ご興味があればお読みくだ
さい。
そのように、やや原作よりは高級感という点で

劣るけれども、スタジオジブリグループはそうは
思っていなくて、うんと高級だと思って描いてい
るに違いない、たぶん原作より高級だと思って描
いているのではないかというのが、私の推測です。
そして、ここで気になるのは、一言で言ってしま
えば、拝欧的ということです。ヨーロッパ至上主
義というか、外国のもの、特に西洋のものに対す
るものすごく根強い日本人の憧れを代弁してい
る、あるいは映し出しているのではないかと思い
ます。例えば、原作にないエピソードを付け加え
たのはプロットの改変上、仕方がなかったとして
も、ここまで付け加える必要があったのでしょう
か？ もう少し原作に近い、あるいは日本人が見
たときにそれほどすごく豪華なものだと思わせな
いドールズ・ハウスを描くこともできたはずで、
何がここまでさせたのか、ということが気になる
のです。
『思い出のマーニー』 19のスタジオジブリのアニ
メ版（2014公開）も釧路に舞台を移しながら、な
ぜかその湿地にある洋館（それは原作を踏襲して
いますが）という設定になっており、一番最後の
場面でイギリスの洋館が映し出されて、そこにエ
ンドロールが流れました。それもやはり、私たち
がイメージとしてぱっと浮かべる、イギリスの上
等な暮らしをしている人たちの家らしき場面で終
わっています。そのような拝欧的な態度が『思い

19 原作： Joan Gale Robinson (1910-1988）, When Marnie Was 
There, 1967. 

出のマーニー』にもあって、ジブリの中にある、
イギリスのどこか上流のもの、ちょっと上等なイ
ギリスのイメージが好きという要素が、やはりち
らちらと見えているのではないのでしょうか。

活字のものとアニメーションのものというよう
に媒体が違う上、さらに原作と翻訳されたものと
いう、非常にいろいろ無理をまたいでいるという
話を講義の始めにしましたが、無理ついでにもう
一つ無理をします。イギリスの放送局の BBCが
作った The Borrowersのテレビドラマ20で、大人気
を博したものがありますので、比較してみてくだ
さい。
ジブリの作品と比べて、画像イメージだけでは
なく、アリエッティ一家3人が話している言葉遣
いが実はかなり重要です。アクセント（訛り）に
お気付きになりましたでしょうか。ワーキング・
クラス(working class)、要するに上流ではない労
働者階級、庶民のアクセントで話をしています。
洋服も非常に質素というか、普段着で暮らしてい
ますよね。そこに何も高級感みたいなものはあり
ません。原作では、お父さんのポッドは靴職人と
して設定されていますから、言ってみれば職人の
家族を描いているはずだということです。アニメ
版のドールズ・ハウスの表現を振り返りますと、
先ほど、申し上げたホミリーのような態度が、ア
ニメ版ではアリエッティにもあります。美しいも
のを見て非常に喜び、憧れをうんと募らせている。
これは原作には全くないのに付け加わり、一方、
先の引用で見たような、原作のポッドの方からの
批判的な目というものはアニメ版の方では消えて
います。 

―エコロジカル？

このように見てくると、いろいろ付け加わった
ものの中でも特に、拝欧的な態度と取れるような
スタジオジブリ側の積極的な脚色、あるいは「翔」
という男の子とアリエッティのセンチメンタルな
関係、あるいは弱者に対する傲慢と思えるような
発言、そしてもう一つ看過できないと思われるの

20 1992-1993年放送。
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が、反エコロジカルという問題です。大変な金額
をかけて映画を製作し、さらにドールズ・ハウス
そのものを作って宣伝をしているという製作する
ときの姿勢そのもの。何十億でしたか詳しい数字
を覚えていませんが、途方もない金額の映画製作
費に見合うだけの宣伝をする必要があるのでしょ
うが、そこに更にこのドールズ・ハウスまで作っ
て宣伝していくという、そのあり方自体が反エコ
ロジカルなあり方ではないのでしょうか。スタジ
オジブリには、原作にあったエコロジカルな姿勢
というものがまったく消えてしまっている。それ
どころか逆になっているという点が問題です。
ところが、実は宮崎駿、あるいはプロデューサー

の鈴木敏夫（1948- ）は「この作品のエコロジー
の部分を強調する、そこに惹かれている」という
メッセージをパンフレットの中に書いています。
この企画の趣旨について宮崎駿が言っていたこと
を、プロデューサーの鈴木敏夫が紹介していると
ころです。「宮崎駿がこの企画をやろうと言い出
したのは、2008年の初夏だったと記憶していま
す。」ということなのですが、実は40年も前にこの
『床下の小人たち』を手掛けようとしていたのに、
実現できなかった。その若いときへの憧憬が根っ
こにあるのかもしれないけれど、という前提をし
た上でこういうふうに書いています。
しかし、今なぜ『床下の小人たち』なのか？
その質問をすると、宮さんは苦し紛れにいろ
んなことを言い出しました。この話の中に登
場する「借り暮らし」という設定がいい。今
の時代にぴったりだ。大衆消費の時代が終わ
りかけている。そういうときに、ものを買う
んじゃなくて借りてくるという発想は、不景
気もあるけど、時代がそうなってきたことの
証だとも説明してくれました。

ちょうど今申し上げたことと逆のことを書いてい
るのです。
それから宮崎駿が書いた企画書というものも

載っていて、以下の辺りが趣旨らしいことがうか
がえます。
危険な「借り」に出る父親の勇気と忍耐力、
工夫し切り盛りし家庭を守る母親の責任感、
好奇心とのびやかな感受性を持つ少女アリ

エッティ、ここには古典的な家族の姿が残っ
ているから、見慣れたはずのありきたりの世
界が身の丈10センチほどの小人たちから眺め
るとき、新鮮さを取り戻す。そして全身を
使って働き動く小人たちのアニメーションの
魅力。物語は小人たちの暮らしから、アリ
エッティと人間の少年の出会い・交流と別れ、
そして酷薄な人間の引き起こす嵐を逃れて小
人たちが野に出ていくまでを描く。混沌とし
て不安な時代を生きる人々へ、この作品が慰
めと励ましをもたらすことを願って。

と書いてあります。いかがでしょう。「酷薄な人
間」とここには書いてありますが、 のアリエッ「翔」
ティに対する態度は？ 「翔」がアリエッティに、
「きみたちはやがて滅びゆく種族なんだよ。」と言
いきるところは原作の中にもあります。二人が、
どちらがより滅びるかとか、どちらが多い種族か
ということを言い争う場面もあります。ところ
が、原作では非常に対等な関係で描かれているの
に対し、アニメ版では無力さを強調されるような
場面の中でアリエッティがそれを言われている、
ここが大きな違いです。

先ほどアニメ版の問題を指摘しましたが、実は
この拝欧的というか、イギリスのものへの憧れみ
たいなものは、日本人が何か描くときだけではな
く、アメリカで製作されるものにも時折見られる
もののようです。私はアメリカのものはそれほど
詳しくないのですが、この The Borrowersのアメ
リカ版（資料紹介リスト7番）の表紙を見てくだ
さい。これが、私が持っている版でこちらの図書
館で用意してくださったのはこの左側です。同じ
イラストレーターの表紙ですが、イラストが少し
変わっています。このアメリカ版のものを見たと
き、表紙だけだとはっきりわからなかったのです
が、中のイラストでびっくりしました。違う作品
を取り寄せてしまったのかと思ったほどです。こ
ちらのイラストをご覧ください。これが、アリ
エッティ、ポッド、ホミリーです。靴職人さんだっ
たのが、貴族階級の紳士か、あるいはちょっと下
くらいの格好でしょうか。お母さんは、完全に貴
族の女性のような格好をしていますね。アリエッ

39
 



スタジオジブリ版「借りぐらしのアリエッティ」は何語を話すのか―日本化した『床下の小人たち』 

ティも貴族の女の子みたいです。これは、貴族の
大おばさんに会ったポッドのイラスト。こういう
バイアスがかかったイラストで、これが現在出
回っているペーパーバックということです。です
から、我々日本人だけではなくて、アメリカ人で
すら、なぜか「イギリスの古い屋敷」と思った途
端にペッタリ貼りついてしまうイメージがあるよ
うだということですね。
それからもう1冊、50周年記念版としてイギリ

スで同じ年くらいに出た版（資料紹介リスト8番）
を見てください。こちらは、作家メアリー・ノー
トン自身によるイラストが表紙についています。
ノートンが生前描いていたイラストで、これが、
ノートンが自分の世界として描きたかったものと
いうことなのでしょう。先ほどの版と比べてみる
と、同じ英語圏であってもやはり、受け止め方、
受容の仕方、バイアスのかかり方が異なるとこん
なに違うのだ、ということがわかって、非常に面
白い例だと思います。

4．まとめ
このようにして、映像化によって原作にいろい

ろ付け加わったり変化が起きたりします。それ自
体は、アニメーションと活字という媒体の違いが
ありますから、どうしても仕方ないところがあり
ますが、今日の講義で指摘してきたような問題 

―膨らみのあったプロットやテーマが非常に平
板になっていくという問題、ファンタジーの面白
さであったはずの想像する面白さが消えてしまっ
ているという問題など―これらはやはりとても
気になるところです。
アニメーションの製作費の大きさから生じる、

膨大な数の観客に楽しまれなくてはいけないとい
う使命のため、どうしても誰にでも分かるものと
いう意識が働くのでしょうか。そのためにアニメ
化したとき、作品はどんどん平板になります。誰
にでも受け入れられるものにしていった結果と言
われればそうかもしれませんが、冒頭に言ったよ
うに、活字に戻っていかない読者、「読者」ならぬ
「聴衆」が圧倒的多数を占めつつある時代であり、
活字の手前で終わってしまうとするならば、私た
ちは想像力というものをどうやって育めばいいの

かという大きな問題がここに立ちはだかっている
ように思います。図書を何らかの形で若い人た
ち、あるいは一般の人たちに手渡す仕事をされて
いる方たちが今日集まっていらっしゃると思いま
すが、このギャップをどう埋めていくかというこ
とを本当に深刻に、真剣に考えないと、大きな
ギャップのまま今後進んで、活字離れは進む一方
です。そして、活字から想像力を働かせる訓練を
していないために、冒頭に言ったように、本を読
むことが大変疲れる、しんどい作業でしかなく
なっている状態が、もう現実になってきているよ
うに思います。
言ってしまえば、「原作」を借りる以上、製作者
側も作品が持っている本来の文学性、文学として
の持ち味の中で一番コアになっている部分くらい
は、なんとか再現してほしい。それから、原作へ
の敬意とか、物を作り表現して世に出す以上大き
な責任を負っていることを、アニメーションを作
る人たちはもっと自覚していただきたい。特に活
字とは比べものにならない数の子どもたちに影響
を与えて、世界規模でそれが上映されることを思
えば、やはりもっと吟味に吟味を重ねて一級の娯
楽作品を作ってほしいと思います。そして、目に
見えないものは描けないというアニメーションの
限界ももっと自覚して、アニメーションを作るな
らあまり想像力を必要としない、ファンタジーで
はない作品を扱うとか、あるいはファンタジーで
しか描けないものには手を出さないとか、ストー
リーを借りずにオリジナル作品を生み出す努力を
するなど、もっと工夫してほしいなと思います。
また、リアルなものをいかにリアルに感じさせ
るように描くかという、ファンタジーが苦心を重
ねて発達させてきたものが、リアルさを欠いた非
現実的なアニメーション映画を見ることで、逆に、
これは全く非現実の世界であると読者が受け取る
ようになってしまいはしないかというような危惧
を抱くところもあります。ですから、なんとか、
想像力を駆使してこそファンタジーが楽しめるの
だということ、それはどうも（活字によってしか、
とは言いませんが、）活字の方がずっと得意とし
ているところであることを伝えるとともに、やは
り、そういう経験を子どもたちにたくさん促して

40
 



スタジオジブリ版「借りぐらしのアリエッティ」は何語を話すのか―日本化した『床下の小人たち』 

いくことを怠ってはならないのではないでしょう
か。ジョン・ロナルド・ロウエル・トールキンも
言っているように、想像力こそが、人間に与えら
れた特別な能力なのですから。
ご静聴ありがとうございました。

（たなか みほこ）
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スタジオジブリ版「借りぐらしのアリエッティ」は何語を話すのか 

「スタジオジブリ版「借りぐらしのアリエッティ」は何語を話すのか」紹介資料リスト

(本館) → 国立国会図書館東京本館で所蔵
(雑) → 雑誌資料
(館内) → 「国立国会図書館デジタルコレクション」（館内公開）注：デジタル化図書については、原則として原本は利用できません。 

No. 書名 著者名 出版事項 請求記号 デジタル化 

1 床下の小人たち
メアリー・ノートン 著
林容吉 訳
ダイアナ・スタンレー 絵

岩波書店,
1969 Y7-1701 

2 野に出た小人たち
メアリー・ノートン 作
林容吉 訳
ダイアナ・スタンレー 絵

岩波書店,
1969 Y7-1709 

3 川をくだる小人たち
メアリー・ノートン 著
林容吉 訳
ダイアナ・スタンレー 絵

岩波書店,
1969 Y7-1493 

4 空をとぶ小人たち
メアリー・ノートン 作
林容吉 訳
ダイアナ・スタンレー 絵

岩波書店,
1969 Y7-1579 

5 小人たちの新しい家 メアリー・ノートン 作
猪熊葉子 訳

岩波書店,
1983 Y8-1158 

6 The Borrowers 
(Puffin books ; PS110) 

Mary Norton
Illustrations by Diana Stanley 

Penguin,
1958 Y8-B4244 

7 The Borrowers Mary Norton
Illustrated by Beth and Joe Krush 

Harcourt 
Brace, 1981 Y8-A518 

8 The Borrowers: Fiftieth-Anniversary 
Gift edition 

Mary Norton
Foreword by
Leonard S. Marcus 

Harcourt 
Children’s 
Books, 2003

所蔵なし 

9 だれも知らない小さな国 佐藤暁 著
若菜珪 絵

講談社,
1959. 児913.8-Sa867d (館内) 

10 木かげの家の小人たち いぬいとみこ 著
吉井忠 絵

中央公論社 ,
1959 児913.8-I483k (館内) 

11 くらやみの谷の小人たち いぬいとみこ 作
吉井忠 画

福音館書店 ,
1972 Y7-3191 

12 Bookbird（日本版）(No.6) マイティブック 編 マイティブック,
2011.9 

Z72-B679
(雑) 

13 図説子どもの本・翻訳の歩み事典 子どもの本・翻訳の歩み研究
会 編

柏書房,
2002 KE112-G22 

14 イギリス・アメリカ児童文学ガイ
ド 定松正 編 荒地出版社 ,

2003 KS74-H47 

15 借りぐらしのアリエッティ（ジブ
リの教科書 16） スタジオジブリ, 文春文庫 編 文藝春秋, 2014 KD745-L84

(本館) 

16 
Chosen for children : an account of 
the books which have been awarded 
the Library Association Carnegie
Medal, 1936-1957. 

The Library Association,
1957 

028.5-L697c
(本館) 

17 

Aspects of the translation and recep-
tion of British children’s fantasy
literature in postwar Japan : with 
special emphasis on The borrowers 
and Tom’s midnight garden 

Tanaka Mihoko 著 Otowa-Shobo Tsurumi-
Shoten, 2009 KS74-B115 

18 借りぐらしのアリエッティ（ DVD）スタジオ・ジブリ スタジオ・ジブリ ,  
2010 所蔵なし 

19 The Borrowers（DVD） Director: John Henderson 2 Entertain Video Studio,
2004 所蔵なし
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レジュメ

『若草物語』の三つの映画化―あなたはどのジョーが一番好きですか？―

横川 寿美子

1．原作 Little Women

Little Women 

Little Women Part 2 
Little Men 

Jo's Boys 

と 『若草物語』 ―日米
1868 ----┐

Little Women 

1869 ----┘
1871 （Little Women 

1886 （Little Women 

の違い 

#2）
#3）

『若草物語』 

『続若草物語』 

『第三若草物語』 

『第四若草物語』

2．訳題の変遷
『小婦人』 

『四人姉妹』 

『若草物語』 

1906
1932
1934

本邦初訳

キューカー版の劇場公開後

3．原作の概要
合衆国東部に暮らすマーチ家の四姉妹（メグ、ジョー、ベス、エイミー）の成長を描いた二部

構成の小説。
第一部では、南北戦争下、父が従軍牧師として戦地に出かけた留守宅の一年間が語られ、姉妹

は賢明な母の導きにより、それぞれに成長する。戦地で倒れた父の看病のため母が旅立ち、両親
不在となった間にベスが大病を患うという、苦しい時期もあったが、それも何とか乗りこえて一
家は再会の喜びに沸き返る。裕福な隣家に祖父と二人で暮らすローリー少年との友情も、姉妹の
大きな支えとなった。
第二部では、大人になった四姉妹のその後が描かれる。メグは早々と結婚、ベスは途中で病没、

エイミーは渡欧中にローリーと結婚。作家志望のジョーはその創作活動で成功と挫折を繰り返し
た末、筆を折って、尊敬するドイツ人・ベア教授と結婚する。
児童文学として、女性文学として、広範囲に愛読され、研究されている。

4．日本における主な映像化作品
1）劇場公開された映画

公開年 制作会社 監 督 主 演
1933(大不況時代) ＲＫＯ ジョージ・キューカー キャサリン・ヘップバーン
1949(消費時代到来) ＭＧＭ マーヴィン・ルロイ ジューン・アリスン
1994(ポスト・フェミニズム) コロンビア ジリアン・アームストロング ウィノナ・ライダー

2）テレビ・アニメーション
「愛の若草物語」1987年1月～1987年12月 全48話（フジテレビ系列「ハウス世界名作劇場」）
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5．"Little Women" の意味するもの―父からの手紙
原作、キューカー版、ルロイ版

娘たちに心からの愛とキスを送ります。この父が昼は娘たちを思い、夜は彼女たちのために祈
り、いつも彼女たちの愛情に慰めを感じていると伝えてください。（中略）娘たちは以前に私が
言って聞かせたことをよく憶えていると思います。だからきっと君にとっては優しい娘となり、
自分の務めをよく果たし、心の中の敵と勇敢に戦って見事に打ち勝ってくれるでしょう。そして
私は、わが "little women" をこれまで以上にいとしく、また誇らしく思うことでしょう。

アームストロング版
最愛の家族へ。私は無事で元気です。部隊は今ポトマック河畔で野営中で、誰もが、家から遠

く離れて12月を過ごす辛さをひしひしと感じているところです。昼も夜も娘たちのことを思い、
君の愛情を思って慰められています。君にもこれから辛い日々が続くでしょうが、耐えられるよ
う祈っています。娘たちに心からの愛とキスを送ります。この父が昼は娘たちを思い、夜は彼女
たちのために祈っていると伝えてください。

6．自伝的小説としての『若草物語』―ジョーは父の娘か、母の娘か 

Louisa May Alcott 1832 - 1888 Amos Bronson Alcott 1799 - 1888

7．姉妹それぞれの「心の中の敵」
メグ 16歳 虚栄心
ジョー 15歳 お転婆、短気
ベス 13歳 内気
エイミー 12歳 我がまま

8．原作における、「心の中の敵」との闘いの構造

層1 不在の父から娘たちへの課題の提示 ―→ 父による娘たちの成績評価


（父からの手紙） （1年後：父帰宅後の語らい）


層2 母から娘たちへの指導・説諭 ←→ 娘たちの経験する試練 

層  3
↑↓ 

［ メグ ］［
↑↓ 

ジョー
↑↓ 

］［ ベス ］
↑↓

［エイミー］

9．映画化の概要
1）脚本担当者
キューカー版： ヴィクター・ヒアマン、サラ・Y・メイソン
ルロイ版： ヴィクター・ヒアマン、サラ・Y・メイソン、アンドリュー・ソルト
アームストロング版： ロビン・スウィコード
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2）映画各版は原作のどの部分を映像化したか
○：かなりの部分を映像化
△：一部のみ映像化、または、変更して映像化 

×：映像化なし

章 章題 キ版 ル版 ア版  

1 巡礼ごっこ ○ △ △ 

2 メリー・クリスマス ○ ○ △ 

3 ローレンス少年 ○ ○ ○
4 重荷  × × × 

5 隣人らしく ○ ○ × 

6 ベス、美の宮殿を見いだす ○ ○ × 

7 エイミーの屈辱の谷 △ △ ○ 

8 ジョー、魔王に出会う × × ○ 

9 メグ、虚栄の市へ行く × × ○ 

10 Ｐ．Ｃ．とＰ．Ｏ． × × ○ 

11 実験 × × × 

12 キャンプ・ローレンス × × × 

13 空中楼閣 × × × 

14 秘密 ○ ○ △ 

15 電報 ○ ○ ○ 

16 手紙 × × × 

17 小さなまごころ ○ ○ ○ 

18 暗い日々 ○ ○ ○ 

19 エイミーの遺言 × × △ 

20 内緒の話 × × △ 

21 ローリーの悪戯とジョーの仲裁 × × × 

22 楽しき野辺 ○ ○ ○ 

23 マーチ叔母さん、問題を解決する ○ ○ ×
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10．ジョーはどのように映像化されたか

原作 キューカー版 ルロイ版 アームストロング版

冒
頭
部

ジョーは口笛を吹く。 ジョーは手すりを滑
り降り、ローリーと
フェンシングのまね
ごとをする。

ジョーは柵を跳び越え
る。

第 

15
章

母が叔母に金を無心。
ローリーが持ち帰る。
ジョーが髪を売った
金を持ち帰る。
母は繰り返し、そん
な必要はなかったと
言う。

母が叔母に金を無心。
ジョーが叔母からの
金と、髪を売った金
を持ち帰る。
母は礼を言ってジョ
ーを抱きしめる。

母が叔母に金を無心。
ジョーが使いに行く
が、叔母と喧嘩。
叔母が訪れて母に金を
渡す。その後、ジョー
が髪を売った金を持ち
帰る。
母はジョーを賞賛。

母が叔母に金を無心。
ジョーは叔母に言い出
せず、髪を売った金を
持ち帰る。
母は黙ってジョーを抱
きしめる。

第 

18
章

医者がベスは持ち直
したと言う。
翌朝、母が帰宅した
とローリーが告げる。

医者がベスは持ち直
したと言う。
翌朝、母が帰宅した
とローリーが告げる。

医者がベスは持ち直し
たと言う。
翌朝、母が帰宅し、ベ
スを抱きしめる。

医者がベスは手遅れだ
と言う。
母が帰宅し看病する
と、ベスは回復する。

11．まとめ
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『若草物語』の三つの映画化

―あなたはどのジョーが

一番好きですか？―

横川 寿美子

帝塚山学院大学の横川と申します。
今、名簿を見せていただくと東京の方が多いの

で、大阪のことはあまりご存じないと思います。
帝塚山学院というのは幼稚園から大学院まであり
ます。今、NHKの朝の連続ドラマで、『マッサン』
というのをやっていますけれども、その中でウィ
スキー作りの若者が国際結婚した相手のエリーさ
んのモデルになった人の本名はリタさんといいま
す。そのリタさんが一時英語を教えていたのが帝
塚山学院の小学校だったということがございま
す。今少しブームになっているので、学院全体が
色めき立っていると言いますか、これでちょっと
学校が有名になるといいなと言っております。そ
んなところに勤めています。
普段、こんな自己紹介はしないのですが、今日

のテーマはメディアということなので、いかに私
たちがメディアに頼って生きているかという一つ
の象徴的な話であろうかと思ってお話しました。
今日は、「『若草物語』の三つの映画化」というこ

とで、映画のお話をいたしますが、『若草物語』とい
うのは結構ややこしい話で、そのことについて、ま
ず少し話をさせていただこうと思っています。
お配りしたレジュメを見ながら進めてまいりま

すが、この『若草物語』（Little Women, Louisa May 

Alcott（1832 - 1888）, 1868）は皆さんお読みにな
りましたか？続編まで読んだ方となるとぐっと減
るのではないでしょうか。

原作 Little Women と『若草物語』 
―日米の違い

この続編が、何をもって「続編」というかとい
う話をまずいたします。レジュメの1番、原作は 

Little Womenと申しまして、1868年に出版されま
した。翌年に Little Women Part2というのが出ま
した。日本では Part1の方を『若草物語』、Part

2を『続若草物語』と呼び、その後の続編を、『第
三若草物語』、『第四若草物語』と呼んでいます。
しかし、本国のアメリカでは、1880年の時点で、 

Part1（1868年）と Part2（1869年）を一緒にし
て合冊で出しているのです。それで Little Women

と言えば、 Part1と Part2の二つを合わせたも
のになります。だから、日本でいう『続若草物語』
までがアメリカでの『若草物語』という非常にや
やこしいことになっています。しかも、レジュメ
1の真ん中にあるように、続巻は Little Men（Little 

Women #2）（1871）、Jo’s Boys（Little Women #3）
（1886）とされていて、日本では「第三」と言って
いるのがアメリカの「 #2」、日本で「第四」と言っ
ているのが「#3」となっています。

訳題の変遷
それと訳題についてはもう一つややこしい問題
があるのです。『若草物語』は現在、非常に有名に
なっている訳題ですけれども、原作は  Litt le  

Womenといいます。「紹介資料リスト」がお配り
した資料の後ろに付いていますけれども、最初に
翻訳書が出版された時は、まさに直訳で、『小婦人』
（北田秋圃 訳・画, 1906）という書名です。1906
年といえばまだ明治時代ですので、非常に工夫し
た翻訳になっていまして、例えば、登場人物の名
前も日本風に変えてあって面白いです。皆さん御
承知のように、一番上の姉は「メグ」と言って、
「マーガレット」の略称です。「マーガレット」は
花の名前ですが、これを日本語にすると何になる

きく え

か？ということで長女は「菊枝」、主人公の
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たか よ たかし

「ジョー」は、本名は「孝代」ですが、皆に「孝」
と呼ばせています。その後、『四人姉妹 リトル・
ウィメン物語』（1932）という書名が付けられたこ
ともありますが、これは内容が4人姉妹の話なの
で、理解できます。
では、『若草物語』のタイトルはどこから来たの

か。原題からはどう頑張っても『若草物語』には
なりません。ですから、これは作品のイメージと
して出てきたものですが、『若草物語』とした最初
の訳書は、レジュメにあるとおり、1934年に出版
されました。この同じページのレジュメの4に日
本における主な映画化作品を紹介していますが、
最初のものは1933年のジョージ・キューカー
（George Dewey Cukor, 1899-1983）という監督の
作品です。この作品は、その当時は仕方のないこ
とですが、英語から日本語への翻訳が、もうぼろ
ぼろと言っていいくらい間違っています。字幕に
は監修が付いていましたが、それは正しい翻訳を
目指すというより、こなれた日本語にすることが
主な目的だったわけで、これをやった人が吉屋信
子（1896-1973）という人です。現在はそれほど著
名というわけではないですけれども、当時少女小
説を書いて一世を風靡した人で、大正年間に長く
少女雑誌に連載された「花物語」という少女小説
の金字塔と言えるような作品があります。もしか
したらこの人が「『小婦人』ではちょっと……」と
思って『若草物語』にしたのかもしれません。と
にかく、それで、映画はヒットして、それ以降の
書籍もどんどん『若草物語』になっていってしまっ
たのです。
そんな中でも、『四人姉妹』、『四人の少女』とい

う訳題が全く無くなったわけではありません。た
とえば、ここにある岩波少年文庫の古い方の版で
すけれども、この頃ですと、『四人の少女』（1949）
という題で、上下巻で出していました。その後に
も岩波書店は『四人の姉妹』という訳題で出して
いて、『若草物語』に迎合しないでずっと頑張って
いました。しかし、これももう持ち堪えられなく
なったのか、2013年、訳も新しくして出版された
版では『若草物語』（2013）となっています。です
から、もう『若草物語』一色になってしまってい
るのですけれども、果たしてこれで良いのか。と

いいますのも、この『若草物語』というのは、と
ても良いイメージで、より本を手に取りやすくす
るかもしれません。しかし、 Little Womenという
原作品を理解するためには、ひょっとしたら障害
になるかもしれない、そういう要素を含んでもい
るのです。

原作の概要
レジュメの3番には、念のためですが、この話
がどういう話かというのを書いておきました。第
3段落冒頭に「第二部」とありますが、これが日
本における『続若草物語』に当たる部分です。第
二部では大人になった4姉妹のその後が描かれま
す。メグは第一部でももう婚約していますけれど
も、すぐに結婚します。ベスは途中で、やはり体
が弱かったからという感じで死んでしまいます。
エイミーはローリーと結婚します。これはほとん
ど物語の終わりくらいです。それで、主人公の
ジョーはどうなるかというと、いろいろ作家活動
を展開して、作品が売れたり売れなかったりしま
す。売れはするものの、「お金のために書いて得
た成功」であって、文学的にそれほど良いものを
書いたわけではなく、やはり「それじゃいけない。」
と思っています。ベスが死んだ時は、ベスを思っ
て本当に心からの作品を書くけれど、最終的には
筆を折ります。この筆を折るというところが非常
に重要で、筆を折って結婚し、この段階で家庭に
入ってしまいます。ここまでが Little Womenの内
容で、欧米では児童文学でもありますが、女性文
学としても捉えられています。
映画版の Little Womenのパッケージをお見せし
ますと、1933年、1949年、そして一番新しい1994
年のがこちらです。最初のキューカー版（1933）
の映像が、例えば、リストにも載っている Chil-

dren's Novels and the Movies（Douglas Street, 1983）
という、子どものための小説と映画、児童文学が
映像化された作品を取り上げて論じている本の表
紙に出ています。一番上が『宝島』（Treasure Is-

land, 1934, 米）、左が『シャーロットのおくりも
の』（Charlotte's Web, 1950, 米・英合作）ですね。
それからキューカー版の Little Womenで、一番下
が『オズの魔法使』（The Wizard of Oz, 1939, 米）
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です。そういった中に入ってもいますし、一方、
こ れ は  Nineteenth-Century American Fiction on 

Screen（R. Barton Palmer（1946- ） ed., 2007）と
いう、大人の小説の映画化について論じた資料で
す。これでも、例えばホーソン（  Nathaniel  

Hawthorne, 1804-1864）の『緋文字』（The Scarlet 

Letter, 1850）の映画化を論じたものと一緒に、
キューカー版の『若草物語』が取り上げられてい
ます。このように、『若草物語』は、大人の方と子
どもの方と両方にキューカー版が載っているとい
うのが非常に象徴的でありまして、要するに大人
向けとしてでも、子ども向けとしてでも、どちら
でも扱われている作品だということです。そうい
うことをあらかじめ頭に入れておいていただい
て、聞いていただいた方がいいと思います。

日本における主な映像化作品
そして次のレジュメの4番で紹介しているの

は、先ほどもお見せしました日本における主な映
像化作品です。ここに挙げてあるほかにも映像化
された作品はいろいろあり、例えばアメリカのテ
レビドラマでスーザン・デイ（ Susan Day, 1952- ）
が主役のジョーを演じた大変評価の高いもの1が
ありますが、これは日本では公開されていません。
ですので、今も入手でき、多くの人が見ているこ
の3本を紹介しています。これに加えて、レジュ
メの2枚目に行きまして、日本ではテレビ・アニ
メーションの影響が結構大きかったと思いますの
で御紹介しています。テレビ・アニメーションで
『愛の若草物語』が、1987年から1年間、フジテレ
ビ系列の世界名作劇場で連続放映されました。
1987年というと、もう随分前のことで、この世界
名作劇場は皆さんご存じだと思いますけれども、
日曜日の夜7時半から、最初はカルピス社、次に
ハウス食品株式会社から提供されたと記憶してい
ますが、他にも『フランダースの犬』、『アルプス
の少女ハイジ』、『赤毛のアン』など、世界の名作
がここで様々にアニメーション化されました。私
などは少し腹の立つ思いもしたのですが、この番
組があった時代は良かったなと今思うのは、その

アメリカ。1978年テレビ放映。

頃は学生に話すとき、ちょっとでも説明しやす
かったのです。あれなら見たわ、という記憶が
あって、原作とはここがちょっと違うという話か
ら本題に入っていけたものが、今はもう、それが
ありませんので苦労しています。
当時、アニメーションは絵本化されるなど、様々
に展開されました。これ（『愛の若草物語 : テレ
ビ世界名作. 6』）は絵本化の一例で、6巻本のう
ちの6巻目ですけれども、表紙に描かれているの
はエイミーで、内容もこの子が主人公のようでし
た。視聴者の年齢が低いので、それに合わせてそ
うなったのでしょうが、必然的にストーリーも原
作とはかけ離れたものになってしまっています。

"Little Women" の意味するもの
 
―父からの手紙


では、先ほど申し上げました、 Little Womenと
いうタイトルが『若草物語』になると、原作の理
解が難しくなるということをお話ししたいと思い
ます。4人女の子がいるからウィメン( women)
で、単数だとウーマン(  woman)になりますが、
「little women」という言葉は、一所懸命数えたら、
原作の中で4、5回出てくるのですが、最初に出
てくるのが、物語の冒頭の部分です。お父さんは
南北戦争の時に従軍牧師として戦地に行っている
のですが、そのお父さんから手紙が届くというの
が物語の冒頭にあります。
お母さん宛ての手紙なので、文中に「君」とあ
るのはお母さんのことです。娘たちのことは「わ
が「little women」」、つまり「 my little women」とい
うふうに英語で言っているのですが、この単数形
の「my little woman」は当時、男の人から女の人へ
の呼び掛けとしてよく使われたもので、特殊な言
葉ではありません。妻、恋人、娘、妹、ただし、
お母さんには言わない。自分と同等か目下の女性
に、親しみを込めて、「little」と言う。愛しい誰々
よ、愛しい妻よ、愛しい娘よといった感じに訳し
たらいいのかもしれません。ですから、これには
年齢は関係なく、どんなに年をとっても、妻は
「little woman」だと思いますし、体の大きさも関
係ありません。つまり、「little woman」というの
はお父さんが、私の愛しい娘たち、お前たち、私
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の愛しい娘でいておくれ、ということです。それ
で、どうしたら「私の愛しい娘」でいられるのか
というと、「心の中の敵と戦いなさい。」と指令が
来るわけです。指令と言うとちょっと言葉が強す
ぎるかもしれませんが、これが最初に来ます。で
すから、作品のタイトルの Little Womenは、この
作品を象徴しています。これが『若草物語』とい
う書名では全然このことにつながっていかないの
で、私自身も子どもの頃に読んだときには全然、
気付かなかったです。しかし、英語圏の人であれ
ば、たとえ子どもでも「ああ、これが「 little women」
なんだ。」というのが分かるという、その違いはあ
ります。

姉妹それぞれの「心の中の敵」
レジュメの6番はちょっと後に回しまして、7

番についてですけれども、「心の中の敵と闘いな
さい。」と言う「心の敵」とは、簡単に言うと各々
の短所・欠点と言い換えてもいいかもしれません。
レジュメには姉妹の年齢構成とそれぞれの「心の
中の敵」を書いています。もっとも、この話を読
み込んでいくと、これは表の敵で裏の敵はもっと
ほかにあることが分かってきますが、当面のとこ
ろとしては、メグは「虚栄心」で、ジョーはやは
りこの「お転婆」と「短気」です。しかし、これ
からお話しする映画化作品に関しては、その時代
性や意図からすると、お転婆と短気というと少し
解りにくいかもしれません。「女らしくないこと」
と言った方がいっそはっきりするかと思います。
短気というのも、この当時は、人前で怒りを露わ
にするというのは非常に「女らしくない」という
ふうに捉えられていたからです。
『若草物語』の第1章で娘たちはお父さんの手紙
を読んで、お父さんは戦地で苦労されているのに、
自分のことなどちっともおっしゃらないで、私た
ちのことを考えてくださっている、ということに
感動して涙し、私たちも絶対頑張って心の敵と闘
うのだ、と思い定めてお話が始まっていきます。

原作における、「心の中の敵」との闘いの

構造
それで、素晴らしい「my little women」になっ

て欲しいというお父さんの「指令」を重視してこ
の作品全体を見回しますと、この物語の一つの構
造が浮かび上がってまいります。今日は、皆さん
がどなたもよくご存じの、 Little Women Part1に
絞ってお話をいたしますが、この第一部の構造と
いうのはレジュメの8のとおりです。
第1の層では、「不在の父から娘たちへの課題
の提示」があります。それで、1年後にお父さん
が帰ってきて成績評価をします。この話はクリス
マスからクリスマスまでの1年の話ですけれど
も、お父さんは1年経ったクリスマスに帰ってき
て、一人一人の手を取って、「メグや、お前の手は
あんなに白かったのにこんなに火傷ができてカサ
カサになって、これくらい頑張って家事をしたの
だ。虚栄心と闘って見事に打ち勝った、偉かっ
た。」という具合に一人一人に言って成績評価を
する、そういう物語です。しかし、お父さんは実
際にはその1年の間一緒に居ません。そこで第
2、第3の層に示しているように、お母さんから
娘たちへの指導、説諭ということになります。娘
たちが様々なことをいたしますので、4人の娘は
集団として、お母さんからいろいろ指導を受ける
こともありますし、第3の層では個別に一人一人
が自分の欠点と闘いますが、闘い切れずに何度も
挫折をする、欠点が様々なトラブルを引き起こす、
それをお母さんが丁寧に指導していくということ
もあります。
問題は、果たして偉いのはお父さんなのか、そ
れともお母さんなのか、ということです。ここが
この『若草物語』の一番面白いところだと私は思っ
ていますが、お父さんは不在だけれど非常に重要
な「指令」を送っていますし、最初と最後を締め
る。最初に「こうしなさい。」と言って出かけて、
「よくやった。」と最後に褒めます。しかし、実際
の1年間の出来事は第2、第3の層の部分に起き
るわけで、お父さんはそこにはまったく関与でき
ず、お母さんがお父さんに相談している気配も物
語の中で読み取れない。そうすると、お父さんは
結局、最初に目標を示しただけで後はお母さんに
任せっぱなしで、実際に動いているのはお母さん。
それなら一番偉いのはお母さんでしょうか？それ
とも、最初に目標を示したお父さんなのでしょう
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か。この辺りは、実のところ、いまだに評価の分
かれるところです。それで、時代性ということを
考えますと、何と言っても1868年、日本では明治
元年です。恐ろしく昔です。ですので、男の人で
あるお父さんよりもお母さんの方が重要だとは表
向きには絶対言えないので、こんな表現になって
いるのだと言う人もいます。
では、どうしてこういう設定になったのか。こ

の時代ですと、父親あるいは母親が死んでいる話
も珍しくありませんが、『若草物語』ではちゃんと
生きていて重要な役割を果たしています。学生は
よく、「このお父さんは単身赴任だ。」と言います
が、単身赴任のお父さんから手紙が来ても自分な
らこんなに感動はしないと皆申します。どうしてこ
ういう設定になったのかということにつきまして
は、やはりどうしても作者と作品の関係というもの
をお話ししておかなくてはいけないと思います。

自伝的小説としての『若草物語』 
―ジョーは父の娘か、母の娘か

この作品が自伝的な作品であるというのは、皆さ
んも多分、ご存じだろうと思います。ルイーザ・メイ・
オルコット（ Louisa May Alcott, 1832-1888）という
人は、レジュメの6番に書いているように、1832年
にアメリカで生まれた作家です。そして1868年に
この作品を出版したということですと、書いたのは
36歳くらいの頃ということになります。オルコット
の家族構成もやはり、父、母、そして4人の姉妹で、
ルイーザ自身は上から2番目、幼い頃から物書き
になりたいと思っていた点などが非常にジョーと
重なります。登場人物の名前は全部変えてありま
すけれども、ルイーザのすぐ下の妹である、三女の
エリザベス、愛称ベスだけは名前を変えていませ
ん。途中で死んでしまうベスだけは実の妹と同じ
名前というのは、オルコットの妹も若くして死んで
しまいましたので、何とも切ない気がします。
そんな中で、作者のルイーザとその両親の関係

を少しだけお話しておきますと、お父さんはレ
ジュメに生年、没年と共に示しましたが、エイモ
ス・ブロンソン・オルコット（  Amos Bronson 

Alcott, 1799-1888）という人です。非常に著名な
思想家で、アメリカの教育界に多大な影響を与え

た人で、肩書は教育家になっている事例が多いか
と思います。ですから、世界的に見たらブロンソ
ンの方がルイーザよりも有名かもしれません。日
本でも、資料リストにも挙げた『ブロンソン・オ
ルコットの教育思想』(風間書房, 1976)という本
が出るくらい注目され、今も研究され続けている
人です。大変、立派な人で、その教育思想は、今
の感覚では当たり前のことですが、例えば体罰を
しないこと。これは、子どもを鞭で叩くのは当然
で、そうしなくてはしつけられないという当時の
考え方に反対したわけですね。また、教師が一方
的に講じるのは望ましくなく、子どもとの対話を
通じて教育する方がいいという考え方や、男女も
一緒に教育すべきだという考え方は、今では普通
のことですが、当時としたら非常に斬新な教育思
想でした。ですから、なかなか受け入れられず、
ブロンソンは幾つか学校を作りますが、どれも潰
れてしまいます。それでも諦めずに、あくまでも
自分の理想を追求していった、そういうとても立
派な人です。
ですが、教育者としては立派だった反面、家庭
人としてどうだったかというと、この「お父さん」
は自分の理想を追求することに対して全く妥協が
ありませんでした。しかし、この当時の考え方と
して、男の人は家族を養っていく、日本流の言い
方をすると「大黒柱」になるという大きな義務を
背負っていたはずなのですが、何とかなるだろう
ということで、そちらの役割はしっかりと果たさ
ない。実際、お父さんの思想に共鳴する人からは
いろいろな援助があったのですが、基本的には本
当に貧乏で、この『若草物語』のマーチ家も貧乏
ですが、それと同じように貧乏な、あるいは更に
ひどいかもしれない暮らしを強いられます。お母
さんも働きますし、娘たち、アンナというお姉さ
んもルイーザも働きますし、何よりも、ルイーザ
が14歳くらいの頃には「お父さんがお金を稼いで
くることはもうきっとないだろう。」と悟って、自
分が働いてお金を儲けて家族に楽をさせてあげる
という決意をするほどでした。この辺りの話は、
リストにも挙げてありますルイーザ・メイ・オル
コットの評伝や日記を御覧いただければと思いま
す。克明な日記を長いこと付けていて、これが一

51
 



『若草物語』の三つの映画化―あなたはどのジョーが一番好きですか？― 

部翻訳されています。もうちょっと使いやすいも
のですと教科書的なもので、私も含め複数人で書
いている『若草物語』（ミネルヴァ書房, 2006）な
どがあります。こういったものを見ていただきま
すと、ルイーザがお父さんに対してとても複雑な
感情を抱いていたということがよく分かると思い
ます。そういう立派なお父さんですから、尊敬し
ていたと思います。尊敬はするんですけれど、一
方で、非常に葛藤があったんですね。お父さんは、
今の考えにも通じるような新しい教育思想を持っ
ていましたが、それでも女の子のしつけには厳し
かったようです。ルイーザはやはり、ジョーと同
じように、結構活発な子だったのですが、女らし
くないと、随分お父さんに叱られたということも
あったようです。そのような複雑な思いを持って
書いたので、マーチ家のお父さんの描かれ方は微
妙です。娘たちに課題を与えて、娘たちはそれに
素直に従うような力を持ったお父さんですが、一
方では、自分の信念のために戦争に行って、その
間家族が困窮することには無頓着でさえありま
す。この辺りはブロンソンと同じですが、ブロン
ソンと違って家に居ないので、日常的に娘たちに
影響を与えることはできないのです。この辺り
は、実に絶妙な設定だと思います。
ちょっと話が前後しますが、こういった関連書

が続々と出版された背景についてお話しします。
オルコットは1970年代までそれほど注目されてお
らず、 Little Womenという可愛らしい話を書いた
女の人だと思われていましたが、実はその頃、彼
女が匿名で『若草物語』と正反対の、人間の悪い
面ばかりが描かれている話を幾つも書いていたと
いうことが分かりました。『若草物語』は一人の
人間の中の良い面ばかりが出てくる清らかな話で
すが、それとは正反対の、犯罪、人が人をだます、
傷つけるなど、そういう人間の悪い面、悪い人ば
かりが出てくる話です。そして私たち読者の中に
もそのような話を読んでみたいという気持ちがど
こかにある、そういった嫌なものを引き出すよう
な話でもあります。そのことがオルコットの二面
性として注目され、『若草物語』以前に書いていた
ものがアメリカで数多く出版され、研究熱も高
まっていったわけです。日本ではあまり翻訳され

ておらず、この『愛の果ての物語』(1995)という
徳間書店から出た書籍くらいで、それもあまり「あ
くどい」ものではないのですが、とにかく、そう
いったわけで、その頃から、ひょっとしたらオル
コットというのはすごく複雑な作家ではないかと
考えられるようになってきました。

映画化の概要
それでは、後半は映画に特化してお話していき
たいと思います。まず映画版ですが、レジュメの
4番に公開年、制作会社、監督、主演を書いてあり
ますけれども、少しこれらについてお話をします。
最初の映画化は1933年のキューカー版です。ま
ず、時代の影響という話をしますと、レジュメに
書いてあるように、これは大不況時代に撮られた
作品です。御承知のように1929年からの世界大恐
慌によってアメリカ経済がどん底に落ちる時代が
ありまして、まだその真っ只中の時期に撮られた
映画ですので、南北戦争で耐乏生活を送らなけれ
ばならない原作の状況に一番近い、雰囲気の似て
いる時代の作品であったと言われています。主演
は名女優キャサリン・ヘップバーン（ Katharine 

Houghton Hepburn, 1907-2003）で、ここに挙げた
3本の中ではジョーのイメージに一番近いかと思
います。背がひょろっと高くて非常にぎこちない、
思春期の「女の子になり切れない女の子」の雰囲
気が非常によく出ている女優さんだと思います。
次に1949年の2本目ですが、戦勝国アメリカは、
戦後のこの頃から黄金時代とも言われる消費時代
に差し掛かりますが、やはりこの映画も非常にき
らびやかです。マーチ家は非常に貧乏なんですが、
とても貧乏とは思えないような、普段着なのにこん
なに綺麗なのでいいのか、という服を着ています。
主 演 は ジ ュ ー ン・アリスン（  June Allyson,
1917-2006）です。このレジュメではジョーの役を
やった人の名前を主演者として書いていますが、メ
ディアのパッケージによっては、エイミー役のエリ
ザベス・テイラー（  Dame Elizabeth Rosemond 

Taylor, 1932-2011）を主演としている場合もあり
ます。エリザベス・テイラーは皆さんご存じでしょ
うか？もう亡くなりましたが非常に派手な女優さん
です。この映画の制作に当たって、 MGM2のルロイ
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（Mervyn LeRoy, 1900-1987）監督はどうしてもエ
リザベス・テイラーを起用したかったため、非常に
無理をしています。エイミーはご承知のように本
来、末っ子ですが、当時エリザベス・テイラーは17
歳くらいでしたがとても大人びていて、エイミーの
年を演じるのには無理がありました。そのため、こ
のルロイ版では、ベスとエイミーを入れ替えて、エ
イミーが三女でベスが四女となっています。そうい
う無理をしてまでも、どうしてもエリザベス・テイ
ラーを使いたかったということで、映画を見ますと
非常に彼女が目立っています。
それから、一番新しい1994年のアームストロン

グ（Gillian Armstrong, 1950- ）監督によるもので
すが、これは、ポスト・フェミニズムの時代の作
品だと言われています。フェミニズムの運動は、
1970年の終わりくらいから普及して、1980年代に
非常に盛り上り、1990年代には、揺り戻しがある
ものの、一定の成果を収めて社会に定着した、そ
ういう時代の作品だということです。ですから、
この映画にはしっかりとフェミニズムの思想が
入っています。主演はウィノナ・ライダー
（Winona Ryder, 1971- ）ですが、何でこの人が
ジョーなのかと思うくらい、とても綺麗な女優さ
んで、私は1994年の公開の際にこれを見たとき、
驚きました。ストーリーが進んだ第2部では、
ジョーの「エイミーに比べると私は醜い（ ugly）
ので」という台詞がありますが、その場面では、
劇場でもクスクス笑いが起こってしまうくらい
で、ジョーがこんなに綺麗ではいけないだろうと
いうような女優さんです。
そして、この作品はリメイク映画です。同じタ

イトルで何度も作り直すことはハリウッドではよ
く行われます。レジュメの9番にキューカー版、
ルロイ版、アームストロング版の脚本の担当者を
書いてありますが、一見して分かるように、キュー
カー版とルロイ版は同じです。ヒアマン（ Victor 

Heerman, 1893-1977）と メ イ ソ ン（  Sarah Y. 
Mason, 1896-1980）がキューカー版の脚本を作
り、ルロイ版はほとんどそれを踏襲して、アンド
リュー・ソルト（ Andrew Solt, 1947- ）が少しだ

Metro-Goldwyn-Mayer Inc.アメリカのマスメディア企業。

け変えた、というのがキューカー版とルロイ版の
関係です。それに対して、アームストロング版は
恐らくそういったことはなく、一から脚本を練っ
たのだと思います。とは言え、特に第2部の方は、
かなりキューカー版とルロイ版の影響を受けてい
ます。というのは、キューカー版とルロイ版は原
作にないシーンを幾つか作り出していますが、そ
れをアームストロング版もそのまま取り入れてい
るということがありまして、そういうところは、
やはりリメイク映画だなあと思います。それで、
アームストロング版は、先ほどポスト・フェミニ
ズムと申し上げた、まさにそういうところを反映
していて、監督、脚本に加えて主だったスタッフ
も皆女性で撮影に取り組んだ点が大きな特徴だと
言われています。
レジュメ9の2)では、原作をどのように映像
化しているか、3つの作品を章に分けて対照表と
しています。「かなりの部分を映像化」している
のが「○」、「一部のみ映像化、または、変更して
映像化」していれば「△」、映像化していないのが
「×」ですが、見て行くと様々な特徴があります。
まず、「×」のところですが、実は三つの作品とも
が取り上げている章はそんなにないということが
お分かりいただけると思います。映像化作品の特
徴だと思いますが、どれも第1部、第2部合わせ
て2時間程度の映画なので、原作全部はとても入
り切りません。その中で何を切っていくかという
と、結局、姉妹で何という事も無くしゃべってい
るような日常生活の部分が切られてしまいます。
どの映画も最初の方だけは人物の説明をするため
に丁寧に映像化しますが、結局切られずに残るの
は、お父さんが倒れたという電報が届いて、お母
さんが看病のために出かけて行き、そしてその留
守の間にベスがしょう紅熱にかかって死にかける
という部分になります。さらによく見ると、先ほ
ど言いましたように、キューカー版とルロイ版は脚
本がほとんど一緒なので、この表でも分かるように
映像化した部分は大体一緒です。アームストロン
グ版はむしろそれに対抗するように、キューカー版
とルロイ版が映像化しなかった原作の部分をやろ
うというところが見られるかと思います。特に、章
の番号でいうと6、7、8、9章の辺りは取り上げ
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方が逆になっています。実はここが、前半の話の
お父さんからの指令があって「心の中の敵」と闘う
部分で、それまではあまり映像化されませんでし
た。それをアームストロング版では映像化してい
て、ある意味で、この点では原作に近くなっていま
す。心の敵との闘い方は原作から大きく変えては
いますが、取り上げているという点では非常に原
作に近いとも言えるわけです。
この先はジョーに絞って行きますが、先ほど申

し上げましたように、ジョーの心の敵は「女らし
くないこと」です。この女らしさの締め付けとい
いますか、女らしくしなくてはいけないというプ
レッシャーというのは、当然のことながら、時代
が下るに従って緩くなっていき、それだけ女性は
どんどん自由になってきたという歴史がありま
す。一番古い1933年のキューカー版でさえも、『若
草物語』の舞台であった1868年当時と比べると、
女性は随分自由になっています。例えば、アメリ
カでは、女性は1920年に参政権を獲得しています
が、参政権を得ることができた理由の一つには、
この少し前の1914年からの第一次世界大戦で多く
の男性が戦争に行ったため、女性が社会に出て仕
事をせざるを得なくなったということがありま
す。その後、男性が復員してきて、ほとんどの女
性はまた家庭に戻りはしましたが、これによって
女性の社会進出が進み、選挙権を得ることにつな
がりました。さらにファッションの面でも、女性
は今までの長髪を切って短くし、非常に活発に
なってきました。
そんなわけで、オルコットの時代は女性が作家

活動をするなど、ある意味とんでもないことで、
彼女も匿名で作品を書いたりしましたが、時代が
下って女性が働くことに抵抗が無くなってきた結
果、1933年の最初の映画では、もう第2部の最後
でもジョーは筆を折ったりしません。1933年の段
階から、結婚もするし、仕事も続けるというよう
になっているということを言っておきたいと思い
ます。
それからお父さんの例の手紙ですが、映画の冒

頭にお父さんの手紙があって「指令」が来るのは
キューカー版もルロイ版もほとんど原作どおりで
すが、もうキューカー版の段階から最後の成績評

価は描かれていません。お父さんは「指令」を出
しっ放しで、その後どうなったかというのは問わ
れず、さらにアームストロング版になりますと、
もうタイトルにもなった「 little women」さえあり
ません。お父さんからの手紙は来るのですが、そ
の手紙の文面ではレジュメの5番に引用したとお
り、「最愛の家族へ」となっていて、「little women」
も「心の敵」も出てきません。お父さんの「指令」
がないですから、ジョーに対しての「女らしくし
ろ」という声もどこからも聞こえてこないという
のがアームストロング版です。
映画の中でお父さんの指導力があまり発揮され
なくなる反面、お母さんの指導力は、リメイクを
重ねる毎に段々上がっていくように思えます。一
番それが目覚ましいのがアームストロング版で、
お母さんを演じたのはスーザン・サランドン
（Susan Sarandon, 1946- ）です。映画というもの
は、やはりどうしてもいくらか制約があるもので、そ
の制約の一つは登場人物の印象が俳優さんの元々
のイメージに引っ張られることです。けれども、これ
を逆手に取れば利点にもなるわけで、スーザン・
サランドンは非常なフェミニストですから、そのイ
メージが効果を上げているというところだろうと思い
ます。

ジョーはどのように映像化されたか
レジュメの10番、ジョーはどのように映像化さ
れたかというところでは、ジョーの「女らしく」
ないところはどのように描写されているかを見て
いこうと思います。3版共通して映像化されてい
る部分を探してみたのですが、なかなか適切なと
ころが無くて、結局第15章を取り上げることにい
たしました。第15章には、キューカー版、ルロイ
版とアームストロング版の全てで取り上げられて
いる、お父さんが病院にいるという電報が届いて、
ジョーが自分の髪を切ってお金を作るという有名
なシーンがあります。お父さんの看病にお母さん
が行かなければならないけれど、そのために必要
なお金が無いという場面で、原作ではお母さんが
叔母さん宛てに「お金を貸してくれ。」という手紙
を書いてローリーに託します。ローリーが借りた
お金を持って戻りますが、その間にジョーも、こ
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れとは別に自分の髪を売ってお金を作って持って
帰ります。そして、お母さんはジョーに、とても
大変なことをしてくれて有り難いけれど、そこま
でしなくてもよかった、と何回も言います。
この、お母さんが叔母さんにお金を無心すると

いうエピソードはどの版にもありますが、叔母さ
んの家にお使いに行くのはローリーでなくジョー
だということになっています。キューカー版で
は、ジョーが叔母さんのお金と髪を売ったお金の
両方を持って帰ります。短くボサボサに刈り込ん
だ髪を家族に見せたときのジョーの何とも言えな
い複雑な表情が印象的です。これは一番原作に近
い描き方だと思います。ルロイ版になると、叔母
さんがすんなり貸してくれないので、ジョーは叔
母さんと喧嘩してしまい、 」「お金はもういらない。
と啖呵を切って帰ります。ここがルロイ版の
ジョーの最大の特徴で、非常に妥協のない性格が
強調されている場面だと思います。それに対し
て、アームストロング版ではもう叔母さんに頼み
に行くことをしません。言い難いし、頼みづらい、
頼んでもどうせ駄目だろうと考えて、代わりに髪
を売ってお金を作るわけです。こうして比べてみ
ると、この場面で一番「女らしくない」のはルロ
イ版のジョーだということになるでしょう。
少し補足しますと、キューカー版のジョーの特

徴はお転婆です。先ほど申し上げたように、1933
年においても女らしさの呪縛はそれほど強くなく
なっている中で、ジョーが女らしくない、お転婆
な娘であるということを一所懸命見せようとして
いるのがキューカー版です。そのために、前半の
部分では、ローリーとフェンシングの真似事をす
るという、原作には全くないシーンを付け加えて
います。逆に、アームストロング版のジョーは、
全くお転婆には見えませんし、そもそもお転婆だ
という設定も無いように思います。そそっかしい
ので、何かをひっくり返したり、洋服を焦がした
り、とたくさん失敗はしますが、それはお転婆と
いうのとは違います。それに代わって、現代の感
覚で見ても「女らしくない」と言ってもいいほど、
立派に頑張っているのがお母さんで、お母さんに
関して原作と違う点も表の第18章の部分に付け加
えています。ベスが病気で危篤になり、お母さん

が呼び戻されるエピソードの中で、原作では、お
母さんはベスが持ち直した後に帰ってきます。と
ころが、アームストロング版だと、お医者さんに
手遅れだと言われたベスを、帰って来たお母さん
が看護して治してしまいます。
これら三つのジョーのシーンについて、登場人
物たちの服装を見ますと、先ほど申し上げました
ように、ルロイ版が一番きらびやかで、一番新し
いアームストロング版がかえって質素な装いに
なっております。やはりそれぞれの作られた時代
の特徴を反映しているからで、例えば、ジョーが
髪を切る場面にもそれは表れています。最後の
アームストロング版では、他の二つの版と違って、
切って短くなった髪が最初から綺麗にセットされ
ていて、髪を切った喪失感というものが全然表れ
ていません。これは、今の読者・視聴者の多くは、
注釈をつけて説明でもしないと、髪を切って売る
ということがどれだけひどい喪失感を伴うかとい
うことを理解できないかもしれないので、それを
表現することに重きを置いていないのだろうと思
います。
そういうわけで、本日、三つの版を取り上げて
一番申し上げたいのは、当たり前のことではあり
ますが、映像化は時代を反映するということ。
150年も前に書かれた『若草物語』という古い作品
を、映像化するその時代に合わせて作り替えて、
その時代の視聴者に合うものを提供しているとい
うことです。ここまで、「女らしさ」という点を見
てきましたけれども、お転婆とされる原作の
ジョーが願っていたようなこと、たとえば、お父
さんと一緒に軍隊に行きたい、髪はアップにした
くない、口笛を吹きたい、男の子と話したい、旅
行に行きたい、大学に行きたいなど、これらは全
部、今なら女の子にも普通にできることです。だ
から逆に、原作の『若草物語』をどうやって今の
読者に伝えるかというのは非常に難しいことなの
です。
私は大学でこの作品を教えていて、何年か前に、

『若草物語』の姉妹の中のどの女の子に一番共感
しますか、と聞いてみました。やはり主人公なの
でジョーに共感するという答えが一番多かったの
ですが、第2位はメグでした。彼女はおしゃれが
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好きなのですが、そういうことが贅沢だとは分
かっていて、我慢しようとします。でも、またす
ぐ元に戻ってしまう。おしゃれをしたいという欲
求を克服したようで克服できずに、またおしゃれに
戻るところが私みたいで共感できる、と学生たち
は言うんですね。そういう時代だろうと思います。
その観点から言うと、今日は限られた部分しか

取り上げませんでしたが、新しいアームストロン
グ版では、それ以前の2版に増して、メグの出番
が多くなっています。同時に、ジョーのお転婆願
望のような、今の時代にはもう共感を得られなく
なっている思いは違った表現に変えてしまって、
お母さんの力強さなど、より視聴者の共感が得ら
れそうなところを前面に押し出しています。そし
て、エイミーにもベスにもジョーと同じくらいの
光を当てていて、そのことは原作をよりよく理解
することに還っていくだろうと思います。この版
以前は、姉妹がお父さんから言われた「心の中の
敵」と闘う部分はほとんどカットされていました
が、アームストロング版では取り上げられていま
す。お父さんの指導力は弱まっているけれどお母
さんが強くなっていて、その部分ではむしろ原作
に立ち返っていると思います。時代に合わせると
いうと、即、原作を損ねることと見られがちです
が、必ずしもそうではない、そんなふうに思います。
時間も無くなってきましたので最後に一言だけ

申し上げます。時代に合わせて作り替えるという
のは、映画だけでなく、文字の世界でももちろん

可能で、例えば、昔話の語り直しやパロディ化な
どが現在盛んに行われています。実は『若草物語』
にも新解釈というか、時代に合わせた作り直しと
言えるような作品があります。これは、最近出た
『マーチ家の父』(March, 2010)というピューリッ
ツァ賞を取った作品で、『若草物語』のマーチ家の
お父さんは従軍牧師として出かけた戦地でいった
い何をしていたのかとか、お母さんがお見舞いに
行きますが、そこでどんなふうにお父さんと対面
してどういう会話があったのかというようなこ
と、つまり『若草物語』の空白を埋める物語です。
マーチ家のお父さんとブロンソン・オルコットを
ダブらせて語る部分もあって、これも原作『若草
物語』をよりよく理解するために役立つはずです。
一般には、映像化されることによって、あるい
は新たな解釈や作り直しがされることによって、
原作の重要な部分が失われることも多いかもしれ
ません。けれども『若草物語』のように長く読み
継がれてきている作品の場合、物語の中に時代に
合わなくなってしまった部分が出てくるのは仕方
ありません。それでも読者と作品を結び合わせて
いくためには、こういう方法もあっていいんじゃ
ないか。全体としては否定論の方が多い分野のよ
うですが、私はあえて擁護の立場で最後を締めく
くらせていただきたいと思います。
ご清聴ありがとうございました。

（よこかわ すみこ）

56
 



『若草物語』の三つの映画化―あなたはどのジョーが一番好きですか？― 

「『若草物語』の三つの映画化―あなたはどのジョーが一番好きですか？―」紹介資料リスト

(本館) → 国立国会図書館東京本館で所蔵
(限定) → 「国立国会図書館デジタルコレクション」（館内及び図書館送信参加館内公開）
(インターネット)→「国立国会図書館デジタルコレクション」（インターネット公開）
注：デジタル化図書については、原則として原本は利用できません。

書名 著者名 出版事項 請求記号 デジタル化 

1 小婦人 アルカット 著
北田秋圃 訳・画

彩雲閣, 
1906 YDM101070 (インターネット) 

2 四人姉妹 リトル・ウィメン物語
（春陽堂少年文庫62）

オルコット, ルイザ・メ
イ 著
鈴木清之介 画
中村佐喜子 訳

春陽堂, 
1932 所蔵なし 

3 若草物語 オルコツト 原作
矢田津世子 譯編

少女畫報社 ,  

1934 665-160 (限定) 

4 四人の少女. 第1部 上 オールコット 著
寿岳しづ 訳

岩波書店, 
1949 933-cA35y-Z (限定) 

5 四人の少女. 第1部 下 オールコット 著
寿岳しづ 訳

岩波書店, 
1949 933-cA35y-Z (限定) 

6 四人の姉妹. 上 オールコット 作
遠藤寿子 訳

岩波書店, 
1958 児933-cA35y (限定) 

7 四人の姉妹. 下 オールコット 作
遠藤寿子 訳

岩波書店, 
1958 児933-cA35y (限定) 

8 若草物語. 上
ルイザ・メイ・オルコッ
ト 作
海都洋子 訳

岩波書店, 
2013 Y7-N13-L220 

9 若草物語. 下
ルイザ・メイ・オルコッ
ト 作
海都洋子 訳

岩波書店, 
2013 Y7-N13-L221 

10 若草物語. 改版 
L.M.オルコット [著]
吉田勝江 訳

角川書店, 
2008 

KS151-J35
(本館) 

11 若草物語. 続. 改版 
L.M.オルコット [著]
吉田勝江 訳

角川書店, 
2008 

KS151-J36
(本館) 

12 若草物語. 第3. 改版 
L.M.オルコット [著]
吉田勝江 訳

角川書店, 
2008 

KS151-J40
(本館) 

13 若草物語. 第4. 改版 
L.M.オルコット [著]
吉田勝江 訳

角川書店, 
2008 

KS151-J39
(本館) 

14 若草物語 

L.M.オールコット 作
矢川澄子 訳  

T.チューダー 画

福音館書店 ,  

1985 Y8-2433 

15 ルイザ・メイ・オルコット :『若草
物語』への道 師岡愛子 編著 表現社, 

1995 KS211-G1 

16 若草物語 高田賢一 編著 ミネルヴァ書房, 2006 KS211-H2
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17 ルイーザ・メイ・オールコットの
日記 : もうひとつの若草物語

ジョーエル・マイヤース
ン, ダニエル・シーリー
編
宮木陽子 訳

西村書店, 
2008 KS211-J2 

18 愛の若草物語 : テレビ世界名作. 6
(おかあさんへのおくりもの).

ルイザ・メイ・オルコッ
ト 原作
日本アニメーション  KK
制作

小学館, 
1987 Y18-2473 

19 愛の果ての物語
ルイザ・メイ・オルコッ
ト 著
広津倫子 訳

徳間書店, 
1995 

KS151-G5
(本館) 

20 マーチ家の父 : もうひとつの若草
物語

ジェラルディン・ブルッ
クス 著
高山真由美 訳

武田ランダムハウス
ジャパン, 2010 

KS152-J222
(本館) 

21 ブロンソン・オルコットの教育思
想 宇佐美寛 著 風間書房, 

1976 
FA5-52
(本館) 

22 Children’s Novels and the Movies Edited by Dougls Street 
F. Unger 
Pub. Co., 
1983

所蔵なし 

23 Nineteenth-Century American Fiction 

on Screen 
Editor: R. Barton Palmer Cambridge Univ., 2007 所蔵なし 

24 若草物語
(ビデオディスク）

ルイザ・メイ・オルコッ
ト 原作
サラ・ Y.メイソン, ヴィ
クター・ヒアマン 脚本
ジョージ・キューカー 監
督

1933年アメリカ作品
アイ・
ヴィー・
シー, 
[2003] 

YL321-J4995
(本館) 

25 若草物語 Little Women
(ビデオディスク）

ルイザ・メイ・オルコッ
ト 原作
マービン・ルロイ 製作・
監督
ジューン・アリスン ,
ジャネット・リー, エリ
ザベス・テーラー, マー
ガレット・オブライエン
出演 

MGM/UA 

Home Video,
1949年製作
ワーナー・ホーム・ビ
デオ, c1993. 

YL311-5789
(本館) 

26
若草物語 Little Women : wide screen :
ウィノナ・ライダー
(ビデオディスク）

ルイザ・オルコット 原作
ジリアン・アームストロ
ング 監督
スーザン・サランドン,
ガブリエル・バーン, エ
リック・ストルツ 出演 

Columbia Pictures, 1994
年度作品
ソニー・ミュージック
エンタテインメント
(発売), c1995 

YL311-7915
(本館)
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レジュメ

『秘密の花園』―本から生まれた三つの映画と映画から生まれた本

川端 有子

○フランシス・ホジソン・バーネット（Frances Hodgson Burnett, 1849-1924）

『秘密の花園』（The Secret Garden, 1911）

孤児のメアリといとこのコリンが庭を再生していく過程で、自らも健康と幸せを取り戻していく物語。
高い評価 

①	 自然の再生力、庭の癒しの力を描いて、放任された子どもたちが自分で自分を育てていく過
程が、季節の推移とともに描かれている。 

②	 子どもたちの成長に不可欠な、「秘密の場所」をうまく設定している。 

③	 親に見放された二人の子どもたちが親の愛を取り戻す、ウェル・メイドな物語。 

④	 風景や植物、動物の描写が生き生きとしている。
よく指摘される大きな問題点 

①	 最初はメアリが主人公であるのに、中途から彼女の影が薄くなり、最後のシーンではどうなっ
たのか、まったく書かれていない。 

②	 みっともなく意固地で型破りに行動的なメアリというヒロインが、結局はおとなしく従順な
可愛い女の子になってしまう。 

③	 植民地であったインドを、明らかにイギリスより劣った国としており、ステレオタイプな描
き方である。 

④	 花園の癒しと再生力だけで十分なのに、そこに「魔法」という余計な概念を付け加えている。 

⑤	 ディッコンやマーサ、スーザンなど貧しい労働者階級の人々が、非常に理想化され、自然に
近い生活を営む存在として美化されている。 

⑥	 コリン、ディッコン、メアリという3人の間には、将来三角関係が生じないのか、という疑
念が残る（もっとも当時としては労働者階級のディッコンと地主屋敷の親戚であるメアリと
の結びつきはあり得ない）。

映画化について

1919年	 Famous Players-Lasky Corporationによるサイレント映画


メアリ役は17歳のライラ・リー、ディッコン役はポール・ウィリス。


このフィルムは残っていない。


1949年	 MGMによる白黒映画。ただし、最後のシーンのみテクニカラー使用。
メアリ役はマーガレット・オブライエン、コリン役はディーン・ストックウェルズ、
ディッコン役はブライアン・ローパー。

1952、1960、1975年 BBCでテレビシリーズが放映される。
1987年	 Hallmark of Fame による TV映画

メアリ役はジーン・ジェイムズ、コリン役はジェイドリアン・スティール、ディッコ
ン役はバレット・オリバー。大人になったコリンにコリン・ファース。

1993年	 American Zoetropesによる映画。アニエスカ・ホランド監督。
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メアリ役はケイト・メイバリー、コリン役はヘイドン・プラウス、ディッコン役はア
ンドリュー・ノット、メドロック夫人役はマギー・スミス。

その他のメディア化

1991-1992年 日本、NHKテレビ『アニメ秘密の花園』39回シリーズ。スペイン語、イタリア語、
タガログ語、ポーランド語にも翻訳。なぜか英語版がない。

1991年 ブロードウェイ・ミュージカル版 ルーシー・サイモン作曲、マーシャ・ノーマン作
詞、トニー賞7部門で賞を獲得。

2013年 オペラ化、ノーラン・ゲイザー作曲、サンフランシスコ・オペラ

派生作品 ノエル・ストレトフィールド『映画にでた女の子』（The Painted Garden / The Movie Shoes,
1949）メアリ役をやることになった女の子を主人公にしたイギリスの児童文学。
小説＋映画 Return to the Secret Garden, 2000 （詳細不明）
映画 Back to the Secret Garden, 2001 （1987年の続編）

取り上げるのは、原作、1949年（米）、1987年（英）、1993年（英）の3本の映画と、1949年の映
画が生んだ『映画にでた女の子』。

映画化により、種々の問題点は解決できたか、新たにあぶり出されたことは何か。映画化の過程
自体を小説化したストレトフィールドがとらえたものは何か、を考えてみたい。 

Ⅰ 3本の映画それぞれの特徴 

Ⅱ メアリの生まれたインドの取扱い 

Ⅲ 登場人物＋コマドリのとらえ方 

Ⅳ 映画化に当たってプラスされたもの 

Ⅴ 映画化に当たって省略されたもの 

Ⅵ 3本の映画における結末の処理の仕方
Ⅶ 『映画にでた女の子』が示すもの
結語 ～ 本から映画、映画から本 ～

場面等 1949年白黒映画（米） 1987年 TV映画（英） 1993年カラー映画（米）

赤十字の車に乗った黒い軍服
の若い女性、緑の木立を抜け
て城へ、庭の鍵を探すが、隠
し場所になくて、木にもたれ
かかって追憶にふける。

メ
ア
リ
の
両
親
の
死
因

インドのコレラ（両親は写真
のみ登場）。誰もいない屋敷
を調べに来た二人の兵隊が人
形に囲まれたメアリを発見。

インドのコレラ（死ぬ場面あ
り）。華やかなパーティーの
真最中にバタバタと人が死ん
でいく。火事の中、泣きなが
ら連れ出されるメアリ。人形
を落とし、それが燃えてしま
う。

インドの大地震＋火事（両親は
写真のみ登場）。
メアリの語りで始まり、孤独で砂
に花を挿していた様子、インドの
音楽やお祭り、赤々とした夕日。
タジマハールなど描かれる。
召使にイギリス風のドレスを着
せられている人形のようなメア
リ。
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船
で
イ
ギ
リ
ス
に

クレイヴン氏はせむし。から
かわれ、大喧嘩。メドロック
夫人に unattractiveと言われ
る。

付き添って旅してきたクロ
フォード夫人からメドロック
夫人に。食べもしゃべりもし
ないメアリ。母のネグレクト
が暗示される。 
difficult child

船の中で子どもたちにいじめら
れる。雨降りのリバプール。最
後にメドロック夫人登場。不器
量な子ね、と言われる。ほとん
ど白黒画面。

ヨ
ー
ク
シ
ャ
へ
の
旅

馬車の中、寝ているメドロッ
ク、雨のムア、暗い館、廊下に
泣き声。

汽車と馬車で行く。インドが
好き、ムアは嫌いという無表
情なメアリ。城に入り、圧倒
されるメアリ。ちらりと
ディッコンの姿が見える。
夜は風の音で眠れない。

真っ暗な馬車の中、チキンやゆ
で卵を食べながら、しゃべり続
けるメドロック夫人。メアリは
無視。白馬にのったディッコン
が馬車を見ている。

マ
ー
サ
と
の
出
会
い

ケラケラ笑う田舎娘。メアリ
は泣きながら枕を投げる。

9人兄弟とムアの話でメアリ
の興味を引くマーサ。

メドロックに自分のことは自分で
しろと言われるがマーサは世話を
焼いてくれる。ただし、くすぐら
れたりして嫌がる。インド人が来
ると思っていたと言われ、かんか
んに怒る。

庭
に
出
る

朝食は要らないと出て行った
のは手入れの行き届いた整形
庭園。刈込み、模様。

赤い帽子で庭に出て、ベンに
あの庭はどこから入るのかと
聞いて、「つつきまわるな。」
と怒られる。

ディッコンに「一人で遊ぶ。」と
言われ、赤い帽子で庭に出てい
くメアリ。寒々とした冬景色、
たき火をしているベン。

花
園
秘
密
の

ディッコンが教えてくれる。 マーサに夫人が死んだ場所だ
と教えられる。

ベンに聞くが10年閉鎖されてい
ると言われる。

鍵
を
見
つ
け
る

黒いカラスが導く。 コマドリが導く。
激しい風でドアも見つかる。

メアリの部屋に、隠しドアがあ
り、そこから探検に出かけて、
クレイヴン夫人の部屋を見つ
け、その引き出しにあった。イ
ンドからメアリが持ってきた象
牙の象の片割れも見つかる。
扉はコマドリが導いてくれる。

縄跳び ディッコンがくれる。 マーサがくれる。 マーサがくれる。

コ
ン
デ
ィ
ッ

田舎者らしい無骨な少年。笛
を吹いて動物を慣らす。

目元パッチリの青年。湖のそ
ばでメアリと初めて出会う。

田舎の子らしい白馬に乗った少
年。

コ
リ
ン
の
発
見

黒い巻き毛の幼い子
泣き声を聞いたメアリが走っ
て行って見つける。

ストレート金髪の威張った
子。泣き声を聞きつけてメア
リが勝手に探しに行く。

目の下にクマのある、いかにも
病人っぽい少年。庭にママの姿
が見え、置いて行かれる幼い日
を夢見て泣いていたメアリ、そ
の泣き声にかぶって聞こえてき
た泣き声を探しに行く。

や
り
取
り

コ
リ
ン
と

けんかをしつつも閉ざされた
庭の話をするメアリ。子守歌
を歌って聞かせる。

偉そうに死ぬんだ、というコ
リン。

「わたしたちのママは双子
よ。」、不思議そうに鏡に見入る
二人。ママが死んだから悔し
い。窓を開けるのを嫌がり、花
粉を恐れる。
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園
の
様
子

秘
密
の
花

荒れてぼうぼう、淀んだ池、
壊れたベンチとテーブル。

荒れ果てた庭。私だけの秘密
の花園、カギを煉瓦の中に隠
す。

枯れ枝ばかりで寒々としている
が微笑むメアリ。淀んだ池、彫
像、アーチ、枯草の間に緑の芽。
ブランコが揺れている。

庭
作
り

あまり描かれない。 庭から水仙の花を摘んで帰
る、春服を着たメアリ。手入
れは随分描かれる。

ディッコンを案内して入ると、
ディッコンはバラが生きている
という。 CG も使って詳細に描
かれる。根の伸びる様子、次々
開く花。「ミストレス・メアリ」
の歌を歌いながらせっせと花を
植える。

コ
リ
ン
と
の
け
ん
か

ディッコンと外へ行こうとす
るメアリに枕を投げつけて泣
きわめく。メドロック夫人に
見つかる。その後も再三癇
癪、ヒステリーを起こしてわ
めく。
秘密の花園の話をして仲直
り。

ディッコンに焼きもちを焼い
たコリン、メアリが来ないの
で癇癪を起こし、お互い自分
勝手だと言い合いけんか。怒
鳴りつけた上で、こぶなんか
ないと確認するメアリ。初め
て pleaseといったコリン、メ
アリと二人で庭の話。

偉そうなコリンにキレたメアリ
がディッコンに会いに行ってし
まい、ヒステリーを起こしたコ
リン。電気療法や冷水療法で良
かれと思ってはいるのだが、コ
リンを痛めつけているメドロッ
ク夫人。メアリがディッコンの
方へ行ってしまうので、妬いて
ヒステリーを起こすコリン。甘
やかし過ぎ、と批判するメアリ。
こぶのないことを確認。

ク
レ
イ
ヴ
ン
氏

夜の間にこっそりコリンを見
に来ている。
メアリに会った時もワイング
ラスを投げ付けて割る神経質
な男。

夜の間にこっそりコリンを見
に来ている。メアリに「地面
くらいいくらでもあげる。」と
いう。

長髪、背中の曲がったロマン
ティックな男。コリンがあまり
母に似ていないので気に入らな
い。
メアリの方が夫人にそっくり。
暖炉の脇、犬のいる所で初めて
叔父に会うメアリ。夫人に似て
いるので驚くクレイヴン氏。
「どこでも庭をあげる。」と言っ
てまた旅に。

コリン
の病因

悪い医者の治療無理強い。 思い込み（原作どおり） 思い込み＋メドロック夫人の過
保護

屋
敷
へ

デ
ィ
ッ
コ
ン

カラスが、悪い医者のかつら
を外し笑い者に。

羊、キツネ、カラス、リスを連
れてくる。

コリン
との親
族関係

原作どおり遠いいとこ。 なし。 コリンとメアリの母が双子の姉
妹同志。

庭
に
入
る

コ
リ
ン
、

突然カラーに。立ち上がろう
とするコリン、いつまでも生
きるとつぶやく。

コマドリが巣作り。この頃綺
麗になったと言われるメア
リ、夏服で。走り回るディッ
コンとメアリをうらやましげ
に見るコリン。
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庭
で
の
活
動

ベ
ン
、
そ
の
後
の

子どもたちを見て怒る。 コリンを見てびっこ、といい、
それに怒ったコリンが意地で
立ち上がる。バラを植える。
長い間歩く練習、大きくなっ
たら魔法の実験をするとい
う。そこにスーザン来る。コ
リンはメアリにロケットをプ
レゼント。

びっこと言われて怒るコリンは
勢いで立つ。すっかり夏景色と
なりカラフルになる画面。魔法
のおかげで歩けるようになった
というコリン、メアリにプロ
ポーズ。

夫
人
の
死
因

ク
レ
イ
ヴ
ン

庭でお茶していた時、木が倒
れた事故。

木の枝の上に座っていて、折
れて落ちて死んだ（原作どお
り）。スーザンは産婆だった。

庭のブランコから落ちた。

ク
レ
イ
ヴ
ン
氏
の
帰
宅
の
理
由

スーザンからの手紙。いい医
者がコリンは病気じゃないと
断言、氏の死への願望が反映
しているだけ、と言われ激昂、
ワイングラスを割り、「家屋敷
を売ってイタリアへ引っ越
す。」と言い、一度帰ることに。

イタリア旅行中、夢の中で庭
の中に妻がいるのを見る。キ
スしているところ。起きると
スーザンから手紙が来る。
「もし私があなたなら家に帰
ります。」と（原作どおり）。

知らせようとコリンとメアリが住
所を調べるが分からない。夜の
庭でたき火をたき、 3人の子ども
は呪文を唱え、父が帰るよう祈
る。その頃、旅先で夢を見たクレ
イヴン氏、庭の中で「アーチー」
と呼ぶ妻、岩山で「リリアス」と
答える自分。目覚めてすぐ予定
を変え、帰国。

コ
リ
ン
、
父
の
帰
還

ディッコンが夫人の死を機に
人が変わってしまった氏のこ
とを話し、夫人の肖像画を見
てコリンは泣く。

帰ったのに部屋に誰もいない、庭
にいると思うとマーサが指摘、氏
はメドロックを家政婦失格と叱
り、落ち込んだメドロックをマー
サがそっと慰める。

最
後
の
場
面

カラー画面。クレイヴン氏、子
どもの声のする庭に入り、コリ
ンは初めて歩いて父のもとへ
歩き、皆驚く。白い夏服のメア
リ、ディッコンと 4人が抱き合
うところで終わり。屋敷を売る
話は破談。

ディッコンは外へ出て、コリ
ンとメアリ、あじさいと罌粟
の花、いつまでも友だち。そ
こにクレイヴン氏入ってきて
父の下に歩み寄るコリン、涙
の抱擁。3人で庭の中を歩き
回る。

抱き合う父子を横目に「私なん
かいらないんだ」と走り去るメ
アリ。追いかけて、3人が改めて
抱き合う。白い馬に乗った
ディッコンが後になり先にな
り、館に待つ人々の所に3人は帰
る。

はっと我に返る大人になった
メアリ、ベンが鍵を返してく
れる。ディッコンは戦死した
と。ベンが手入れしていてく
れた庭、コリン登場、メアリ
にプロポーズし、受け入れら
れる。

出てこ
ない人

メアリの両親、バジル・クロ
フォード、クロフォード一家、
ローチさん

バジル・クロフォード、ロー
チさん

メアリの両親、バジル・クロ
フォード、クロフォード一家、
スーザン、ローチさん
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出
て
こ
な
い
場
面

インドで庭を作るメアリ。
コリンが庭でバラを植える
シーン。
スーザンが持ってきてくれた
食料を庭で食べるシーン。
うそをついて大人たちを騙す
ところ。
コリンが科学について演説す
るところ。
「魔法」についてのくだり。

インドで庭を作るメアリ。
スーザンが持ってきてくれた
食料を庭で食べるシーン。
うそをついて大人たちを騙す
ところ。
コリンが科学について演説す
るところ。
「魔法」についてのくだり。

コリンが庭でバラを植えるシー
ン。
スーザンが持ってきてくれた食
料を庭で食べるシーン。
うそをついて大人たちを騙すと
ころ。
コリンが科学について演説する
ところ。
「魔法」はクレイヴン氏を呼び戻
すため行われる。

特徴 メアリが可愛い。
最も単純化。

回想形式になっている。
続編がある。

女性監督視点で「母」を強調。

○ Noel Streatfield（1895-1986）	 Movie Shoes, 1954. （ The Painted Garden）
ノエル・ストレトフィールド 作, 中村妙子 訳『映画にでた女の子』すぐ書房, 1986 

MGM映画後、ハリウッドに取材して書かれたイギリスの児童文学。

イギリス人の一家が、父の病気の療養のため、カリフォルニアで一冬を過ごす。3人きょうだい
の真ん中のジェインは、他の二人と違って特に何の才能もなく、愛想のないあまのじゃくな性格で、
動物が好きなので訓練士になりたいと思っている。
ちょうど、 BB映画会社が『秘密の花園』を映画化しようとしており、主役が出られなくなって
困っていたところ、「愛想のないところ」「イギリスなまり」「不細工」「暗記は得意」なところを見
こまれて、ジェインが代役に抜擢される。ディッコン役の少年とは仲良くなるが、コリン役の子役
とは最後まで仲良くなれないし、ジェインの演技がうまくなるわけでもない。しかし、きょうだい
にコンプレックスを抱く少女ジェインは少しだけ、自信を得る。父親の病気は良くなり、みんなで
イギリスに帰る。

この物語の中には、映画と原作の違い、フィクションと現実の違いの問題が見え隠れする。
イギリスの気候とアメリカの気候、二つの国の文化を比較して眺めるところなど、『秘密の花園』を
ベースにしたようなところも散見される。
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『秘密の花園』

―本から生まれた三つの映画と

映画から生まれた本

川端 有子

皆さん、おはようございます。ただいまご紹介
にあずかりました川端と申します。今日は『秘密
の花園』の映画化についてお話ししようと思いま
す。先に皆さんにお渡しした資料では「『秘密の
花園』と三つの映画化」と題を付けておりました
が、そうすると昨日の横川先生のご講義と同じよ
うな題名になってしまうことに気付いたのと、そ
れから、いろいろと探しているうちに映画化の過
程自体を児童文学にしたという、ちょっと面白い
作品が見つかりましたので、「『秘密の花園』―本
から生まれた三つの映画と映画から生まれた本」
と改題させていただきました。

作者と作品について
この『秘密の花園』（the Secret Garden）という物
語は1911年に書かれたものですので、ちょうど昨
日の『若草物語』（Little Women, 1868）から40年く
らい経った作品になります。けれども、作者のフ
ランシス・ホジソン・バーネット（ Frances Eliza 

Hodgson Burnett, 1849-1924）は、ルイザ・メイ・
オルコット（Louisa May Alcott, 1832-1888）と一
度会ったことがあるということがわかっておりま
して、作品自体は40年も隔たっておりますけれど
も、書いた人同士はコンタクトがあったのですね。
と言いますのも、この『秘密の花園』は、フラン
シス・ホジソン・バーネットのほとんど晩年に近
い、最後の頃の作品なのです。
このバーネットの有名な作品としては『小公子』

（Little Lord Fauntleroy, 1886）、『小公女』（A Little 

Princess, 1905）、それからこの『秘密の花園』が
あります。実を言いますと、映画化されている回
数としては『小公子』が一番多いのです。たぶん、

『小公子』という物語が、一番筋がうまくできてい
るウェルメイド・プレイ（ well-made play）である
ということ、白黒がはっきりしていて曖昧なとこ
ろがなく、善悪の対立が非常にはっきりしている
こと、そしてイギリスとアメリカの対立という非
常にわかりやすい明確な構図があり、アメリカで
映画化されることがほとんどでしたが、アメリカ
人のコンプレックスをうまくなだめつつ、優越感
をくすぐるようなところがあったというところに
一つの理由があるのではないかと考えています。
『小公子』は、作者が生きていたときには一番著
名な作品であったにも関わらず、死後はほとんど
廃れていくのに対し、『秘密の花園』の方はだんだ
ん人気が上がってきまして、今では彼女の3作品
の中では、一番の名作であると考えられています。
バーネットは、本当は大人のための小説を70冊く
らい書いておりまして、生きているときには大人
向けの小説家として有名だったのですけれども、
今残っているのは、ほぼこの3作の児童書のみと
いうことになってしまっています。
バーネットは、イギリス、マンチェスター

（Manchester）に生まれていますが、10代のときに
アメリカへ移住し、その後アメリカで暮らしつつ、
大西洋を30数回往復したと言われるくらい、ヨー
ロッパへ何度も行ったり来たりしながら生涯を過
ごしておりました。晩年になってからアメリカに
帰化しているので、一応、アメリカ人作家という
ことになるのでしょうか。けれども、『小公子』だ
け最初の部分がアメリカだとはいえ、小説の舞台
が全てイギリスになっているということから、イ
ギリスの作家と捉える人もあります。
とりわけ、『秘密の花園』は、インドで生まれた
主人公のメアリがイギリスへやってきて、ヨーク
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シャ（ Yorkshire）の奥深く、ムア（ moor）1の中に
ある荒れ果てたお屋敷の中で、秘密の花園を見つ
けて……といったような物語であることからも、
大変にイギリス的な物語と考えられています。し
かし、実は作者のバーネットはイギリスのヨーク
シャへ行ったこともなければ、インドに行ったこ
ともなかったということです。彼女は他人の作
品、本を読んで、借り物をするのがとても上手な
人で、『ジェイン・エア』（Jane Eyre, Charlotte 

Brontë (1816-1855), 1847）や、キプリング（ Joseph 

Rudyard Kipling, 1865-1936）のインドの物語等が
こういった地方の描写のもとになっていると言わ
れています。けれども、映画の中では、ヨークシャ
のムアの様子であるとか、メアリがイギリスに
やってくる前のインドの様子であるとかが迫真的
に描かれていて、映画としても見どころの多いも
のになっていると思います。
この『秘密の花園』には、非常にたくさんの翻

訳がありまして、資料として挙げた以外にもたく
さんのものがありますが、特に今日は、ビジュア
ルのイメージが目立つものを取り上げてみまし
た。まず、こちらの表紙絵（猪熊葉子訳, 福音館
書店, 1979）で、明らかに映画からインスピレー
ションを得たに違いないと思われるのが赤いコー
トと赤い帽子です。これらは後から紹介する映画
二つに、非常にイメージの強いものとして登場し
ているものです。これは堀内誠一（1932-1987）が
絵を描いています。そしてこちらの西村書店のも
の（野沢佳織 訳, 2006）はグラハム・ラスト
（Graham Rust, 1942- ）という人が挿絵を入れて
おり、挿絵の美しい本です。そして、一番手に取り
やすいかなと思うのが、岩波少年文庫（山内玲子
訳, 2005）のものですけれども、シャーリー・ヒュー
ズ（Shirley Hughes, 1929- ）というイギリスの絵
本画家が絵を付けています。昔の岩波少年文庫
（吉田勝江 訳, 1958）では、日本の方（深沢紅子,
1903-1993）が挿絵を付けていましたが、今はシャー
リー・ヒューズの絵になっています。それから、こ
れ（The Secret Garden, Candlewick, 2008）がイン
ガ・ムーア（ Inga Moore, 1945- ）という人の絵で

酸性土壌の上に背の低い草木が広がる土地。イングランドから
スコットランドにかけて各地に点在する、荒野然とした山野。

すけれども、この絵を見ていただきますと、当時の
イギリスのお屋敷の庭園がどういうものだったかが
よく分かると思います。日本の家にちょっと付いて
いるような庭ではなく、広大な土地の中に道があっ
て、アーチがあって、庭があって、刈込があってと、
いくつもの庭が寄り集まって大きな地所に並べられ
ているというようなものなのです。ちょうど、これ
は冬のシーンですので、まだ水仙の花しか咲いてい
ません。そしてメアリが追いかけているのが赤い胸
のコマドリ、それがたった一つの赤いもので非常に
目立っていて、これが重要な役割を果たすものだと
いうことがこの絵からもよくわかりますし、とても
いい絵だと思います。
そして、『秘密の花園』が最初にイギリスで出版
されたときに付いていた挿絵は、チャールズ・ロ
ビンソン（ Charles Robinson, 1870-1937）という
絵本画家が描いています。先ほどの堀内誠一の絵
がまさにこれを参考にしているということがお分
かりと思いますが、同じ構図で描かれています。
チャールズ・ロビンソンの絵では、荒れ果てた庭
の中で水に映る自分の姿を眺めているメアリ、こ
ちらはコリン、ディッコン、メアリが花の咲く庭
の中で3人楽しく時を過ごしている場面、そして
これは、お父さんが帰ってきたときに庭の出口か
らぱっと飛び出してくるコリンなどが描かれてい
ます。
そして、最近になりますと、やはり子どもたち
の心を捉えるためなのか、青い鳥文庫（谷口由美
子 訳, 藤田香 絵, 2013）など、まさにアニメ画の
表紙も出ています。この絵などは確かに鍵となる
コマドリ、そしてコマドリが鍵を見付けてくれた
という、細かいアイテムは書き込んであるのです
が、メアリがあまりにも元気一杯で可愛いので、
これでは困るという感じがします。やはりこれで
読むとイメージが変わってくるのではないかと
ちょっと心配しているところです。また、映画と
は別に、日本では NHKでも『秘密の花園』のアニ
メーション作品（『アニメひみつの花園』,
1991-1992）をやったことがありますが、そちらを
見ても、やはり明るく元気な女の子であり、この
話をハイジと間違える子がいても無理はないと思
うような次第です。
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原作のあらすじ
この話のあらすじはみなさんご存じだと思うの

ですが、インドで生まれ育った主人公のメアリ・
レノックスは忙しい両親に放任されて、インド人
の乳母に甘やかされて育ったのですが、あるとき
流行したコレラによって両親を含め屋敷の人々が
全員亡くなったり、逃げ出したりしてしまい、たっ
た一人取り残されてしまいます。ようやく発見さ
れた彼女はイギリスのヨークシャに住む伯父のと
ころに引き取られることになり、初めて見る故郷
であるイギリスへ帰ってきます。インドでコレラ
が非常にはやったことがあり、19世紀には何度も
ロンドンにまで伝染してきて、ロンドン中が大変
な騒ぎになりました。下水道が整備されたのも、
コレラがインドから東欧を経て入ってきたせいだ
と言われています。この病気の発生地というの
が、インドのイメージが悪くなった原因でもあり
ます。この辺りの話には、当時のステレオタイプ
としての、アジア＝病気の蔓延する地域といった
ようなイメージが反映されています。さらに、イ
ンドでは、子どもをアヤ（乳母）が甘やかして育
て、全く駄目な子にしてしまうこととか、子ども
の健康には大変良くない所であるといったような
ことが、『小公女』でも同様に強調されています。
これはバーネットその人が知っていたのではな
く、その当時の書物では、全てそのような言説が
語られていたということがありました。
イギリスに着いたメアリを迎えに来たのは屋敷

の家政婦のメドロック夫人ですが、夫人が驚くほ
どメアリは依怙地で、打ち解けず、人好きのしな
い、みっともない女の子だったと書かれています。
これほど、人好きのしない、愛想のないヒロイン
が主人公である児童文学は初めてだと言われたほ
ど、画期的な主人公の造形だったと言われていま
すが、メアリの容姿について使われている “small 

and plain”という言葉は、そのままジェイン・エア
の容姿でもあり、『ジェイン・エア』も実はみっと
もないヒロインが中心になる最初の小説と言われ
ていて、それを踏襲しているようでもあります。
汽車と馬車でメアリとメドロック夫人はヨーク

シャの奥の方にあるミスルスウェイト屋敷にたど
り着くのですが、メアリの伯父であるクレイヴン

氏は背中が曲がった、障害がある人でした。これ
は古い映画の中では「せむし」という言葉を使っ
ていますが、今はそういう言葉はあまり使いませ
ん。10年前に妻を亡くした痛手から人付き合いも
せず、ほとんど屋敷を留守にして旅行しているこ
とが多く、この家でもメアリは一人で放っておか
れることになってしまいます。イギリスの冬はメ
アリにとっては見るもの聞くもの全てが新しい経
験で、マーサという女中が世話はしてくれるので
すが、インドの乳母とは違い、全てを自分でしな
ければなりません。しかし、屋敷の周りにある広
大な庭園を歩き回っているうちに、庭師のベンと
知り合いになり、10年間鍵をかけられたまま放置
されている秘密のバラ園の話を聞いて、大いに心
を引き付けられます。やがてコマドリが導いてく
れて、隠された鍵と鍵穴を発見したメアリはその
秘密の花園に入り、そこを自分の秘密の場所にし
ようと決心し、花園の再生に取り掛かります。そ
もそも鳥というのは、魂の導き手であると神話な
どでも言われているのですが、このコマドリとい
うのは、とりわけイギリスでは、冬にでも人懐っ
こく寄ってくる胸の赤い鳥として親しまれ、物語
の中ではやがて来る春の象徴でもあり、そしてメ
アリの心を導いてくれる鳥として描かれていま
す。そして、この絵も、大変に象徴的だと思いま
すが、庭の中に入って、初めてメアリは今までの
自分というものを考え、人の目から見た自分とい
うものがどんなものであるかを認識し、だんだん
自我意識というのを持っていくわけですけれど
も、池の水に映る自分の姿を見るこの絵は、その
ことも象徴しているように思われます。メアリが
庭に関心があると知ったマーサは、自分の弟で、
動物と心を通わせることができる自然児ディッコ
ンを紹介してくれ、彼がメアリの手伝いをしてく
れます。こうしてメアリは次第に友達も増え、心
を開いていきます。その経過とともに季節はだん
だん春、夏へと向かい、自然の癒しの力が力強く
表現されています。
その頃、メアリは、夜になると屋敷の中、廊下
の遠くで子どもが泣き叫ぶ声が聞こえるのが気に
なっていたのですが、マーサもメドロック夫人も
そのことについては全く取り合ってくれず、ごま
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かすばかりでした。メアリは言い付けを破って屋
敷の中を探検し、泣いていたのがクレイヴン氏の
一人息子のコリンであることを発見します。同い
年のいとこであるコリンは病気で寝たきりで、自
分は死ぬと思い込んでいるわがまま放題の少年で
した。けれどもメアリとコリンはある意味、非常
に似ており、両親から見捨てられ、自分のせいで
はないのに病気のような状況に置かれ、本来ある
子ども時代を剥奪された存在でした。二人は同じ
10才で、初めて出会ったとき、お互い同士のこと
を幽霊かと思ったことや、このコリンが癇癪を起
こしたのを怒鳴りつけて正気に戻らせることがで
きたのがメアリだけであったということもまた、
この二人の同質性を表しているようです。メアリ
とコリンは同じくらい自分勝手でわがままであ
り、遠慮なく喧嘩し合った結果、二人は仲良くな
り、メアリはコリンを庭へ連れ出します。そして、
誰にも知られず、ディッコンの力を借りて再生し
ていくバラ園に出かけて行って庭作りに参加する
うちに、コリンはだんだん健康を取り戻し、春が
深まるにつれ、歩く練習をするようになります。
クレイヴン氏が帰ってくるまで、これを秘密にし
ておくため、コリンとメアリは食欲のないふりを
して、わざとわがままに振る舞い、この芝居を大
いに楽しむのですが、ディッコンのお母さんの
スーザンがそれを面白がって、パンや卵、ポテト
などを届けてくれて、3人の子どもたちは秘密の
花園の中で食事を楽しみます。大きくなったら科
学者になると決心したコリンは、自分が元気に
なったのも、花園の再生も魔法の力のおかげであ
り、自分はそれを解明するのだと演説します。ス
ライドの真ん中の絵は、3人の子どもたちの楽園
的な世界としての庭がよく表されている場面だと
思います。しかし、ここで魔法を科学的に解明す
るのだと宣言したコリンは、演説する中で、この
平等な、楽園的な世界の中に階級的・ジェンダー
的なヒエラルキーを持ち込んでいます。
さて、その頃、いまだに傷心を抱えてチロル地

方を旅行していたお父さんのクレイヴン氏は、花
園の中で亡き妻が自分を呼ぶという不思議な夢を
見ます。目が覚めるとディッコンの母スーザンか
らの手紙が届いていて、お屋敷に帰ってくるよう

にとアドバイスがありました。こうして、いろい
ろな形で屋敷から呼び戻されていることを不思議
に思ったクレイヴン氏が、旅行を切り上げて屋敷
に帰り、庭に出て行くと、すっかり元気になった
息子のコリンが秘密の花園から飛び出してくると
ころに出会います。二人は喜び合い、しっかりと
歩いて屋敷に戻っていくのだった、というのが結
末です。しかし、そこには、メアリとディッコン
の姿が全く書かれていません。この「庭から飛び
出してくるコリン」というのは、まるで母親とし
ての庭からもう一度生まれ出るコリンを父親が抱
き留めているようです。そして二人が屋敷に戻っ
ていくというこの物語の結末では、お屋敷の中に
再び秩序が回復したというものの、そこからは孤
児の女の子と労働者階級の男の子は切り捨てられ
てしまっており、ここに作者バーネットが持って
いた、無意識の時代的限界が残されてしまってい
ます。

原作の評価と問題点
こうして、『秘密の花園』という作品は、みっと
もない、人好きのしない子どもたちが主人公であ
るという点で、非常に革新的であると評されまし
た。自然の力、癒しの庭園、秘密の場所、そして
親子の和解、しかし、これは父親と少年であると
いうところが限界ですが、また、風景や動植物の
描写の美しさといったような点で高い評価を受け
ています。
逆に問題点としては、メアリというヒロインが
物語の半分くらいからだんだん後退していってし
まう点、それから何かというとイギリスの良さを
褒め称えるために、インドが切り落とされていく、
つまりインドではこんなに涼しくはなかったと
か、暑くて苦しくて庭なんて造っている余裕はな
かったというふうに、比較することによって、異
文化がだんだん貶められていくというような点が
指摘できます。また、何も魔法などを持ち出して
こなくても庭の自然の力が二人の子どもをよみが
えらせたことは当然であるのに、余分な説明を付
け加えてしまっており、後半の部分はかなり読み
にくく、余分な感じがします。そしてディッコン、
スーザンやマーサなどは小作人で、本当は非常に
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困った生活をしているはずなのに、なぜかパンや
縄跳びを持ってきてくれたり、メアリやコリンに
尽くしてくれたり、と非常に美化されて、お屋敷
の人々に都合の良い部分だけが書かれているとい
うようなこともあります。そして『秘密の花園』
を学生に読ませると必ず討論になるのが、大人に
なったらメアリはいったい、ディッコンとコリン
のどちらを選ぶのだろうか、という三角関係問題
です。当時の考え方から言うと、メアリがディッ
コンと結婚することは階級的な点であり得ないの
ですが、ディッコンの方がいい子なので、コリン
と結婚するより幸せになるのではないかと、思っ
てしまうようです。
こういったところが、よく指摘される評価と問

題点であるかと思われるのですけれども、映画化
するに当たっては、それぞれの時代の映画監督は
何とか良いところを生かし、問題点を払拭しよう
と試みているように考えられます。
様々な時代にいろんなメディアに転化されて

いったときに、この『秘密の花園』という作品の
魅力、そして問題点はどうなるのかということ、
それから、残っているものの中では一番古い1949
年の映画の後で、1954年にノエル・ストレトフィー
ルド（Noel Streatfield, 1895-1986）というイギリ
スの作家が『映画にでた女の子』（The Painted 

Garden, 1949）という児童文学を書いています。
これが「メイキング・オブ・ザ・シークレット・
ガーデン」というような、映画の製作の話なので、
この辺を見て行きたいと思っています。

映画化とその他のメディア化
最初にサイレント映画化されたのは1919年です

が、これはロストフィルム 2で今ではもう見るこ
とができません。大体、1919年くらいには児童文
学作品が非常にたくさんサイレント映画化されて
いるのですけれども、ほとんどがロストフィルム
となってしまっています。1949年のものは MGM

による白黒映画ですが、ただし、最後の花園が生
き返って花が一杯咲く場面のみがテクニカラーと
なっていて、ちょうど『オズの魔法使』（The  

紛失・劣化等によりフィルムが失われ、現在ではもう観ることが
できない映画作品を指す。

Wizard of Oz, 1939, 米）のように、部分的にカラー
映画になっています。メアリ役はマーガレット・
オブライエン（ Margaret O'Brien, 1937- ）。これ
は、昨日の『若草物語』（Little Women, 1949, 米）
のベスの役で出ていた可愛い女の子ですが、彼女
が出演しているので非常に人気があったようで
す。コリン役はディーン・ストックウェル（ Dean 

Stockwell, 1936- ）、ディッコン役はブライアン・
ローパー（ Brian Roper, 1929-1994）という人です。
このディッコンは非常に田舎臭い男の子で、コリ
ンの方は黒い巻き毛の男の子になっています。そ
して、この映画で特に気になるのが、道案内をし
てくれる赤い胸のコマドリが、なんと大きい黒い
カラスになっていることです。これはどうも、イ
ギリスとアメリカではコマドリの種類が違うのだ
そうで、これはアメリカ映画ですので、それが使
えなかったのか……。カラスと言いましても、日
本のその辺に飛んでいる憎々しげなカラスではな
くて、ミヤマガラス（ rook）というのですけれど
も、それにしても少し大きすぎる気がしなくはな
いです。その後、1952年、1960年、1975年に BBC

のテレビ映画が放映されたという記録がありまし
て、BBCではかなり児童文学作品をよく放映す
るのですが、なかなかビデオが残っていないこと
もありまして、これは入手できませんでした。
その後、1987年ホールマーク・ホール・オブ・
フェイム（ Hallmark Hall of Fame）という会社がテ
レビ用にイギリスで映画を作りました。メアリ役
はジーン・ジェイムズ（ Gennie James, 1976- ）、
コリン役はジェイドリアン・スティール（Jadrien 

Steele, 1974- ）、ディッコン役がバレット・オリ
バー（ Barret Oliver, 1973- ）。このディッコン役
はかなり格好いい男の子なのですが、これは『ネ
バー・エンディングストーリー』のバスチアンを
演じた俳優です。そして、この1987年の映画のみ、
前日談、後日談が付け加えられています。まず、
大人になったメアリが登場し、その回想の形で話
が展開するのです。そして、最後にまだ戦争中で
あるらしい現在に戻ってきて、そこではディッコ
ンの戦死が語られ、大人になったコリンがメアリ
にプロポーズして終わるという、「ああ、うまいこ
と三角関係を解消したな。」という結末になって
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います。大人になったコリンを演じているのが、 

BBCで『高慢と偏見』 3のダーシー役をやって、こ
の人以外にダーシー役はないと言われた名優、コ
リン・ファース（ Collin Firth, 1960- ）で、「あの、
わがまま息子のコリンがなんでこんないい男にな
るんだろう？」と意外でした。
それから、皆さんも御覧になったことがあるか

もしれませんが、最新の1993年、アメリカン・ゾー
トロープ（ American Zoetrope）の映画で、初めて
女性監督のアニエスカ・ホランド（  Agnieszka  

Holland, 1948- ）が作りました。メアリ役はケイ
ト・メイバリー（Kate Maberly, 1982- ）、コリン
役 は ヘ イ ド ン・プ ラ ウ ス（  Heydon Prowse,
1981- ）、ディッコン役はアンドリュー・ノット
（Andrew Knott, 1979- ）です。そして、メドロッ
ク夫人が結構大きな役割を果たしておりまして、
これが、いつでもイギリス映画を見るとよく出て
くるマギー・スミス（Maggie Smith, 1934- ）、ハ
リー・ポッターのミネルバ先生ですね、あの人が
やっています。
そのほかにもメディア化としては、日本の  

NHKテレビで『アニメひみつの花園』が39回シ
リーズで放映されており、これはスペイン語、イ
タリア語、タガログ語、ポーランド語にも翻訳さ
れているのですが、なぜか英語版だけがないとい
う不思議な現象が起こっています。また、ミュー
ジカル化として有名なのが、1991年のブロード
ウェイのもの4で、トニー賞7部門全部を受賞し
ました。しかし、私はロンドンの CD屋でこれよ
り古いミュージカルの CD 版を見付けましたの
で、おそらく、ほかにもミュージカル化はされて
いるものと思われます。また、この  1991年の
ミュージカル化を受けて、ノーラン・ゲイザー
（Nolan Gasser, 1964- ）の作曲でサンフランシス
コ・オペラ（ the San Francisco Opera）が2013年に
オペラ化しています。

3 Pride and Prejudice，Jane Austin（1775-1817）, 1813。
「高慢と偏見」1995, 英, BBC, 監督：サイモン・ラングストン、 
Mr.ダーシー：コリン・ファース、エリザベス：ジェニファー・
イーリー。 

4 音楽：ルーシー・サイモン、脚本・作詞：マーシャ・ノーマン、
メアリ・レノックス：デイジー・イーガン。 

3 本の映画とそれぞれの特徴
このような形で映像化などがされてきた『秘密
の花園』ですけれども、今日は3本の映画を紹介
します。まず、1番目の映画（1949, 米, MGM）
です。マーガレット・オブライエンは非常に可愛
らしい子役として有名でして、メアリはみっとも
ないはずなんですが、最初から可愛いです。
ディッコンがスモッキング5を施したシャツを着
ていますが、元々、このスモッキングは農夫の服
を丈夫にするために施されたものでして、いかに
も働く男の子という感じがしています。そして、
これはディッコンが動物を連れて見舞いに行った
シーンのコリンです。また、コマドリがなぜかミ
ヤマガラスになっているのがこの映画の特色で
す。庭がよみがえり、帰ってきたクレイヴン氏が
コリンを見付けて涙を流して喜ぶ、このシーンの
みがテクニカラーになっておりまして、メアリと
コリンとお父さんが3人で抱き合う形で、一応は
メアリをのけ者にしない結末になっているようで
す。
それから、2番目に紹介するのは1987年のイギ
リスのテレビ映画のもので、大人になってからの
メアリの回想が本筋を挟んでいます。この本筋の
部分は、3つの映画の中では最も原作に忠実なも
ので、大体、イギリスの映画化は原作に忠実なも
のが多いのですが、さすがに最後のところはコリ
ンとクレイヴン氏だけが屋敷に帰るのではなく、
メアリとも一緒に3人が庭で抱き合うという結末
になっています。
最も新しいのは、1993年製作アニエスカ・ホラ
ンド監督のものです。これがディッコン、メアリ
ですが、もう夏になっていますので、メアリの服
装がだんだん冬から夏に、軽く明るくなっていく
ことでも季節の移り変わりをよく示しています。
そしてこれがコリンで、いかにも病弱なわがまま
息子みたいな役が似合っている子です。この映画
では大きな変形が加えられていて、母と娘、姉妹
の絆を非常に強調しています。もともと原作で
は、メアリはクレイヴン氏の親戚であったはずな
のですが、この映画では、コリンの母とメアリの

5 布に細かくひだをとり、ひだ山を刺繍糸で模様を作りながら留
めていく手芸。
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母が双子の姉妹であったという設定になっていま
す。また、このコリンは映画では、お父さん似で
ちっとも母親に似ていないことになっています
が、原作ではあまりにもコリンが母親に似ている
ので見るに堪えないということで、お父さんが見
捨てているわけです。しかし、映画では、コリン
ではなく、メアリの方が亡くなったクレイヴン氏
の妻にそっくりなために、驚かれるという設定に
なっています。さらに、この作品ではコマドリは
登場しますが、鍵はメアリがコリンのお母さんの
部屋を見付けて、その部屋を探し回っていたとき
に、自分の母と、彼女に非常によく似たコリンの
母の双子の姉妹が写っている写真と共に、古い引
出しの中から見つかるということになっていて、
「母と母」の姉妹の絆が大変に強調され、女性監督
ならではの工夫が見られます。そして、かなり意
識的な最後の場面の変形もあり、1949年の映画の
ように、何気なくメアリも一緒に抱きしめられて
いるわけではなく、独りぼっちになってしまった
メアリが「私なんか要らないんだ。」と逃げ出した
ところを、コリンとクレイヴン氏が追いかけて、
「君が全てを解決してくれたんだよ。」と言って3
人で抱き合うというシーンになっています。3作
を通じて、この作品のクレイヴン氏が一番、原作
の雰囲気に似ていて、感じが合っているなと思う
のですが、付け加えられた台詞のおかげで大きな
違いが出ています。
3本の映画のそれぞれの、とりわけ目立つ特徴

を次に見ていきたいと思います。随分長い表に
なってしまったのですが、ハンドアウトにある表
を見ながら話を聞いていただきたいと思います。
1番目の1949年の白黒映画は、全体の時間が一

番短いということもあり、最も簡潔にまとめられ
たバージョンと考えられます。メアリが大変可愛
いというのが、いいのか悪いのかですが、この映
画では、メアリの両親の死因はインドで起こった
コレラの流行なのですが、両親は写真のみが登場
するだけで、誰もいない屋敷を調べに来た兵士が
人形に囲まれて一人取り残されたメアリを発見す
る形になっています。ところが2番目の1987年の
映画では、回想に入った後、インドでバタバタと
コレラで人が死んでいく様子がくどいほど描か

れ、その中で泣いて連れ出されていくメアリの姿
が描かれています。それに対して、1993年のカ
ラー映画では、インドのコレラという話は全く無
くなっており、大地震が起こり、火事が起こった
ために孤児になってしまったというような形に
なっています。
さらに、船でイギリスに渡ってきたメアリは、
このシーンでは、「unattractive」、「difficult child」
とか、不器量な子であるというような声を投げ掛
けられるのですが、どのバージョンを見てもあま
りそうは見えないというのが映画の限界でしょう
か。さらに、ヨークシャへ旅を続ける辺りでは、
どの映画でもヨークシャ・ロケがかなり見応えの
あるシーンを見せています。この場面で既に
ディッコンの姿がちらりと見られるというのが2
番目、3番目の映画で、この辺から伏線を張って
いるのが分かります。作品ではかなり真ん中の頃
に出てくる廊下の泣き声が、既に最初の方から出
てくるというところでかなり話を短縮しているな
という感じがしますが、前にもお話ししたとおり、
ヨークシャのムアの光景、そこから馬車でやって
くるストレンジャー、そしてそれを待ち受ける屋
根裏から聞こえる泣き声というのは、まさに『ジェ
イン・エア』とよく似た設定を持っていることが
分かります。
そして、メアリは、自分の世話をしてくれるマー
サと出会うのですが、これは3作品ともヨーク
シャなまりを話す田舎びた女の子の女中さんと
なっていますが、それぞれに少しずつ違っている
のが面白いところです。
その後メアリは庭へ出て行くのですが、「朝食
は要らない。」と言って出て行った先が、非常に手
入れの行き届いた、刈り込みがあり、模様がある
フランス風の整形庭園になっています。それに対
して、2、3番目の映画では、赤い帽子をかぶっ
たメアリは、荒涼とした冬の庭園の中でコマドリ
の赤い胸を思わせ、また、最初にお見せした本の
表紙の赤い帽子をかぶったメアリと大変よく似て
います。この帽子が、タモシャンター（  tam o’ 

Shanter）といって、大黒帽と翻訳されますが、ス
コットランドの方で子どもたちがよくかぶってい
る防寒の帽子です。
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さて、秘密の花園ですが、1番目の映画では
ディッコンがその存在を教えてくれます。2番目
の映画では、マーサが「夫人が死んだ場所だ。」と
教えてくれます。3番目の映画ではベンに聞くの
ですが、「そんなものは10年間鍵がかかってしまっ
ているから誰も入っていない。」と言われます。
そして、鍵の見付け方も、先ほどもお話ししまし
たとおり、1番目の映画では黒いカラスが、2番
目の映画ではコマドリが、そして3番目の映画で
はメアリ自身がコリンのお母さんの部屋で引出し
から鍵を見付けるということになっています。そ
れと同時に3番目の映画では、メアリがインドか
ら持ってきた象牙の象のおもちゃの片割れも同じ
場所で見付かり、メアリのお母さんとコリンのお
母さんの強いつながりが強調されています。あ
と、縄跳びも誰がくれるか微妙に違っていたり、
ディッコンの様子もどれもちょっと違っていたり
します。
コリンを発見するというところも、それぞれに

同じような感じではありますが、コリンの様子が
違っていて、黒い巻き毛の幼い子だったり、スト
レートの金髪の威張った子だったり、目の下に隈
のあるいかにも病人っぽい子だったりというよう
な感じで違いがあります。それぞれにコリンとの
やり取りも原作どおりにあるのですが、特に3番
目は違っておりまして、「私たちのママは双子な
のよ。」と言って、2人で不思議そうに鏡を見てい
るシーンがあります。コリンは、窓を開けるのを
嫌がるのですが、これは花粉が入ってきて花粉症
になることを非常に恐れているからだとなってい
ます。原作にもこれは少し出てきますが、そこで
は「花粉症」とは書かれていないんですね。「花粉
症」が非常に知られた言葉になってからの作品で
あることがよく分かるかなと思いました。
秘密の花園の様子ですが、1番目の映画では、

荒れて木々がぼうぼうに生い茂った庭の中によど
んだ池があり、壊れたベンチとテーブルがありま
す。2番目の映画では、荒れ果てた庭の中に、「私
だけの秘密の花園よ。」と言ってメアリが入って
いき、その鍵は煉瓦を一つのけた所に密かに隠し
ておきます。3番目の新しい映画でも、枯れ枝ば
かりで寒々とした庭の中に入りながら、そこで

にっこりと微笑むメアリが描かれ、よどんだ池や
彫像やアーチがありますが、枯草の中には確かに
緑が芽生えていて、そこには空っぽのブランコが
揺れています。
肝心の庭作りの工程ですが、1番目の映画では
ほとんど描かれておりません。2番目の映画で
は、初めて咲いた水仙の花を庭から摘んで帰るメ
アリが春服を着ており、彼女が手入れをするシー
ンは随分描かれています。3番目の映画では、
ディッコンを案内して入ると、ディッコンは「バ
ラが生きている。」と言い、その後コンピュータ・
グラフィックスの効果を使って、土の中で根っこ
がにょきにょきと伸びていく様子や、次々と開い
ていく花が早回しで描かれ、ちょっとそこは気持
ち悪いくらいです。  “Mistress Mary, quite con-

trary”というマザーグースの歌を歌いながら、
せっせと花を植える2人の姿が描かれています。
次に、コリンと喧嘩をするところでは、ディッ
コンとメアリの仲を羨んだコリンが、夜中に病気
が進んで背中にこぶができたと、ヒステリーを起
こしてわめき立てます。それに怒ったメアリが部
屋に怒鳴り込んでいき、「こぶなんかないわ。」と
確かめ、甘え過ぎであると叱るのですが、2番目
の映画ではここで初めてメアリに対して「お願い」 

“please”と丁寧な言葉を使うコリンが強調されて
います。3番目の映画では、コリンを病気にして
可愛がって自分の生きがいを見出しているのはメ
ドロック夫人である、というように話が改変され
ており、コリンを痛めつけているのは実は、メド
ロック夫人のかいがいしい世話であることも暗示
されています。
さらに、クレイヴン氏の造形も違っていて、1
番目の映画の中ではコリンのことを夜中にこっそ
り見に来ているクレイヴン氏は、メアリに会った
時もワイングラスを投げつけて割るような神経質
な男で、非常に腹を立てやすい、「切れやすい」男
のようです。2番目の映画でも、やはり夜の間コ
リンをこっそり見に来ているのですが、メアリに
は「地面くらい幾らでもあげる。」と言う男で、こ
れは原作どおりの感じです。3番目の映画では、
長髪で背中の曲がった、ロマンティックな感じの
男で、コリンがあまり母に似ていないので気に入
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らない、メアリの方が自分の妻にそっくりなので、
非常にびっくりしてしまいます。彼が暖炉の脇に
いるところに初めてメアリが会うためにやってく
るのですが、そこには犬が座っており、この犬を
連れた気難しい男に会いに行く少女というのが、
『小公子』の、セドリックが初めておじいさんに会
う場面とそっくりでして、その辺を使っているの
ではないかと思われます。「どこでも庭は好きに
していいよ。」とクレイヴン氏は言って、また旅に
出かけて行ってしまいます。
コリンの病因ですが、なぜコリンが病気になっ

たかといいますと、これは多少変化が加えられて
いて、1番目の映画では、お金儲けをたくらんだ
悪い医者が治療を無理強いしているということ
で、本当は病気でもない子どもを寝かせたきりに
して、甘い汁を吸おうとしている、そんな感じな
んですね。ディッコンが動物を連れてこのお屋敷
にコリンを訪ねてきたとき、カラスが悪い医者の
かつらをついばんで外してしまい、笑い者にする
というシーンが挿入されていまして、ここで医者
の正体がばれるというのが面白いところです。後
はだいたい原作のとおりです。それに対して2番
目の映画は原作どおり、忠実な再現となっており、
ほぼコリンの思い込みということになっていま
す。3番目はこれに加えて、メドロック夫人の過
保護、あくまでこの子を病気にしておいて自分の
存在価値を見出したいという、メドロック夫人の
エゴが見られるのが特徴です。
コリンとメアリとの親族関係は、1作目は原作

どおり、遠いいとこであることが示されているの
ですが、2つ目にはほとんどこのことは言及され
ておらず、親族関係は無かったということになっ
ています。これは、後でコリンとメアリが結婚す
るという筋書きのため、いとこ同士だとちょっと
まずいかということでわざと省いたのかなと思う
のですが、3番目の映画では、コリンとメアリの
母が双子の姉妹であることが強調されています。
コリンが庭に入るシーンでは、1番目では白黒

の場面から突如カラーになり、コリンが唐突に立
ち上がろうとして「いつまでも生きる。」とつぶや
いています。そして、2作目では、コマドリが巣
作りをするシーンも写されておりまして、「ここ

もこの頃綺麗になったね。」とメアリが言い、夏服
で登場し、走り回るディッコンとメアリをコリン
は羨ましげに眺めております。
そして、庭師のベンも登場してくるのですが、
1番目では子どもたちを見て怒るというような役
割ですが、2番目ではほとんど原作どおり、コリ
ンが庭にバラを植えるのを手伝ってやり、大きく
なったら魔法の実験をするという、まさにそのと
き、スーザンが来るというような展開も描かれて
おりますし、コリンがメアリにロケットをプレゼ
ントして、何となくこの後、プロポーズするぞと
いうような伏線もあります。それに対して、3番
目の映画では、ベンに「びっこ」と呼ばれて怒っ
たコリンが勢いで立ち上がり、すっかり夏景色と
なってカラフルになった画面に、魔法のおかげで
歩けるようになったというコリンが立ちまして、
ここではコリンはしっかりメアリにプロポーズの
言葉をかけています。
さて、クレイヴン夫人の死因も微妙に違ってい
ます。1番目では壊れたテーブルや椅子が庭の中
にあったのですが、どうも庭でお茶をしていた時
に木が倒れてきて死んだということになっていま
す。2番目の映画はあくまで原作どおりに、木の
枝に座っていた時に、それが折れて、落ちて死ん
だということで、スーザンがその際に産婆を務め
たというのがちょっと付け足してあります。3番
目の映画では、ブランコが揺れているのが印象的
でしたが、庭のブランコから落ちたということに
なっており、これは研究者でもここら辺をごっ
ちゃにしている人もいるくらいですが、本当は原
作では座っていた木の枝が落ちたという理由で
す。
クレイヴン氏が帰宅してくる理由ですが、これ
はスーザンからの手紙ということもあるのです
が、町の良い医者が「コリンが病気ではない。」と
断言し、「クレイヴン氏の死への願望が息子に反
映しているだけだ。」と言い、これを聞いたクレイ
ヴン氏が激昂して、またワイングラスをぶつけて
割り、もう自分は家屋敷を売ってイタリアへ引っ
越すと言って、一度家に帰ってくる、そしてそこ
で元気になった息子に再会するというような展開
になっているのが1番目です。そして、2番目の
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映画ではイタリア旅行中に、夢の中で庭にいる妻
のことを夢に見て、そして起きるとスーザンから
手紙が来ているという原作どおりの展開になって
います。3番目の映画にはなんとスーザンが登場
しません。ここでは、知らせようとしたコリンと
メアリが住所を調べるのですが、分からないので、
夜の庭の中でたき火をたき、3人の子どもたちが
輪になって呪文を唱え、父親が帰るようにお祈り
をします。そのお陰で、旅先のクレイヴン氏が、
庭の中で「アーチー！」と自分を呼ぶ妻の姿と、
岩山で妻に「リリアス！」と答える自分を夢に見
て、目覚めてすぐに予定を変えて帰国してくると
いうことになっています。
そしてこの父の帰還のときですが、ディッコン

が夫人の死によって人が変わってしまったクレイ
ヴン氏のことを話し、夫人の肖像画を見てコリン
が泣くのですが、最後カラーとなって、クレイヴ
ン氏が子どもの声のする庭に入り、コリンが初め
て歩いて父のもとへ行って、みんなが驚き、4人
が抱き合うところで終わるというのが、1番目の
映画の結末で、屋敷を売る話は破談になります。
2番目の映画では、コリンは外へ出てディッコン
とメアリとアジサイや芥子の花の咲く中、いつま
でも友だちでいようねと言っていると、そこへク
レイヴン氏が入ってきて、父のもとに歩み寄るコ
リンと涙の抱擁を交わし、3人で庭の中を歩き回
るという結末になります。そして、3番目の結末
は、先ほども言ったとおり、過保護にしてコリン
をあえて病気にしておきたかったメドロック夫人
を家政婦失格であるとクレイヴン氏がひどく叱責
しまして、泣きだしたメドロック夫人をマーサが
なだめるというシーンが結構「じーん」と来ると
ころですが、その後の展開はまた後で触れます。

映画化に当たって共通して省略されたも

の、付加されたもの
また、映画には出てこない場面、共通して省略

されているものも大事なところです。原作では、
メアリの庭へのこだわりがインドの時代から再三
書かれており、インドで何度も庭を造ろうとした
けれども、インドでは暑すぎて草が根付かなかっ
たとか、一時的に引き取られていたクロフォード

という牧師の家で庭を作ろうとしたら、男の子が
それを蹴散らしてめちゃくちゃにしてしまったと
か、いろんなエピソードが積み重なっているので
すが、これが全部省略されてしまっています。ク
ロフォード牧師の一家はどの映画にも登場してき
ません。
ディッコンのお母さんのスーザンも出てくる映
画はあるのですが、その役割はかなり小さくなっ
ておりまして、スーザンが運んできてくれるパン
やおいもを庭の中で3人が楽しく食べると言う
シーンは、私は小さいころとても大好きだったの
ですが、映画の中では全部省略されてしまってい
ます。もちろん、屋敷の大人をだまして芝居する
ところとか、庭師頭のローチさんを呼びつけてい
ばりくさるところ、そして、私が原作を読んでい
つも苦々しく思っていた、庭園の中でコリンが偉
そうにスピーチするシーンなども全部省略されて
います。
そして、もちろん、父と二人だけで屋敷に帰る
というのは、どの映画でも何とかしてメアリも加
えようと苦労したところが見られます。
3作共に共通しているイメージは、メアリのか
ぶっている赤いタモシャンターという帽子が、コ
マドリの胸を思わせて冬の庭の中で非常に目立っ
ているという点、メアリの服装が移り変わるので、
季節の移り変わりが分かるという点です。加え
て、たとえアメリカ映画であっても子役はイギリ
ス人を使っています。これは言葉の問題があり、
やはりアメリカ英語、イギリス英語を意識してい
るものと思われます。メアリ役、コリン役はイギ
リス人が演じていますし、ディッコンやスーザン
やマーサに至ってはかなりこってりとしたヨーク
シャなまりを話していますので、その点にはかな
り意識されていたと思います。

メアリの生まれたインドの取扱い
三つの映画の最も重要な違いとして、インドの
捉え方が時代と共に変わってきているという点が
あります。
最初のマーガレット・オブライエンの映画では、
もう全て人々が死んでしまった後、二人の兵士が
やってきて、思いがけない所に残されていた少女
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を発見するという展開で、その女の子は贅沢な人
形に囲まれているけれども誰にも知られていない
存在でした。兵士に対しても自分のお父さんは偉
いんだからと威張っているのが、両親が亡くなっ
たと聞いて本当に絶望し、人形に当たり散らすと
いう場面では、子どもが親を亡くした悲しみが非
常によく伝わってくる感じでした。兵士やインド
のイギリス人の住まいであるバンガローの様子な
どが、非常に忠実に再現されておりまして、そし
てコレラがはやったためにみんなが死んでしまっ
たというようなことも語られていました。初めの
2作品は日本で公開されていないので、字幕も吹
き替えもなくてわかりにくいかもしれませんが、
マーガレット・オブライエンはやはり可愛いのは
可愛いのですが、非常に偉そうな口をきいて、か
なりつんけんしています。そして、発見されてす
ぐにイギリスへ送られることになっています。
2番目の映画は、原作に忠実ということもある

のですが、メアリは大人の世界には絶対に入れて
もらえず、隙間からのぞき見るだけで、お父さん
やお母さんはメアリを全く構いつけずに、パー
ティーを開いて華やかな生活を送っています。し
かも子どもが覗き見している目の前で、また、夫
の目の前で、違う男性とはしゃいで「ピクニック
に行きましょう。」などと言っているところで夫
が倒れ、バタバタとみんなが死んでいく様子が気
持ち悪いくらい忠実に描かれていました。お父さ
んとお母さんが虫の息になっているところに、メ
アリがやってきて、彼女の「乳母のセディーが死
んじゃった、私を着替えさせてくれる人が誰もい
ないの、朝ご飯がほしい。」と言っている、その横
でお母さんが死んでしまいます。そして、火事に
なってから、メアリは無理やり兵隊に連れて行か
れるのですが、その時に大事にしていた布の人形
を手放してしまって、それがメラメラと燃えてい
く映像に、無残にもメアリの幼年時代が台無しに
されていく様が非常によく表されていたと思いま
す。人形というもので子ども時代を表していると
いう点で、この1作目と2作目の映画には明らか
に関係があって、そして贅沢な人形も、さらにたっ
た一つ大事にしていた布人形すらも無理やり奪わ
れ、焼けてしまった。それらをすっかり無くして

しまって、メアリはイギリスへやってきたという
様子もよく分かると思います。
そして、この二つの映画には、原作そのままに
病の国のインド、そこに駐屯していたイギリス人
の家族の様子が結構忠実に描かれていましたが、
3番目の映画になると、大分インドの描き方が違
います。ずっと民族音楽のような曲が流れてい
て、インドのマハラジャや、お祭りの様子等が非
常に綺麗に描かれていて、インドの伝統文化とい
うものを結構尊重した作りになっています。そし
て、サリーを着ていた二人のアヤ（乳母）がメア
リを着替えさせているシーンから映画が始まりま
すが、あの暑いインドですら、女の子は下着から
靴下まで何から何までイギリス風にドレスアップ
させられていたということがよく分かると思いま
す。インドの人たちはサリーで涼しげに装ってい
るのに、あの頃インドに駐屯していたイギリス人
たちは、イギリス風の食生活、衣生活を全く改め
ようとはせずにイギリス人のコロニーを作ってい
たわけで、そのような様子もよく分かると思いま
す。また、あえてコレラという病気ではなく、地
震と火事によって人々が死んでしまったとしてい
るのは、伝染病の根源というマイナスのイメージ
を払拭するためであったのではないかと私は考え
ています。パーティーに参加させてもらえず怒る
シーンで、メアリが叩き付けてそれからもう一度
拾ったのが象牙細工の象ですが、あれと同じもの
の片割れをメアリはその後、ヨークシャのお屋敷
に行ってから発見し、自分の母とコリンの母のつ
ながりを再確認するというシーンが続いていくこ
とになります。
3つの映画の3人の女の子たちは、3人ともそ
れなりに初めから可愛いので、その辺は変化が描
けないところがちょっと難点ですが、大体、こん
な感じで3作ともインドの捉え方が変わっている
ということ、そしてインドでも庭を作って遊んで
いたというのは、3作目でちらっと砂に枝を植え
ているところが出てきましたけれども、それほど
取り上げておらず、メアリにとって庭を作るとい
うことがどんなに大事だったかがあまり描かれて
いないのが残念です。

75
 



『秘密の花園』―本から生まれた三つの映画と映画から生まれた本 

3 本の映画における結末の処理の仕方
それでは問題の、結末の処理ということですが、

どれもがメアリを巻き込んで終わるように工夫さ
れているのですが、とりわけ3番目の映画の女性
監督はこの辺を非常に意識して改変しています。
最後の場面で積極的に「メアリのおかげだよ。」と
クレイヴン氏が認めて、メアリを立て、功績を認
めてくれたのはこの映画が最初です。また、
ディッコンも排斥せずにみんなが幸せになるとい
う結末がうまく描かれているのも、この映画が初
めてではないかと思います。白い馬に乗った
ディッコンが3人を先導しながらお屋敷の方に近
づいていくと、喜んだ召使いの人たちがみんな笑
顔でそれを迎え、そして最後には広々とした、赤
紫のヒースの花が咲く野を白い馬に乗ったディッ
コンが走っていくというシーンで、アイルランド
系の音楽が流れ、とても美しいエンディングに
なっていると思います。こういうところが女性監
督の非常に細やかな気遣いが見られるところかと
思います。好き好きということもありますけれど
も、このような結末のまとめ方には、私も好感を
抱きました。

『映画にでた女の子』が示すもの
それからもう一つ、最後に、映画から生まれた

本というちょっと珍しいケースを一つ御紹介した
いと思います。著者のノエル・ストレトフィール
ドは、1895年に生まれ1986年に没したイギリスの
児童文学作家で、その当時は本国で大変評判が高
く、よく読まれた作家だったのですけれども、今
は翻訳も絶版となっていたりして、あまり有名で
はなくなっているのですが、とりわけその特色は
子どものキャリア・ノベル、つまり何らかの才能
を持った子ども、しかもその才能でもって、自分
で自立していく、仕事をしている子どもの成長物
語を書いているところが特徴であると言われてい
ます。この人が書いたものの中で、「シューズ・シ
リーズ」というのがありまして、『バレエ・シュー
ズ』（Ballet Shoes, 1936）、『ムービー・シューズ』
（Movie Shoes, 1949）、『ファミリー・シューズ』
（Family Shoes, 1954）他があります。『バレエ・
シューズ』の登場人物が他の作品にも多少出てく

るので、シリーズ内で連続する世界になっていま
す。『ムービー・シューズ』はイギリスで発表され
たときには、 The Painted Garden（書き割りの庭）
という題名だったのですが、これが中村妙子
（1923- ）の訳で『映画にでた女の子』（すぐ書房,
1986）として出版されています。ちょうど書かれ
た時代からして、マーガレット・オブライエン主
演の1番目の映画が出てすぐだったのです。この
物語は、メアリにそっくりなほど無愛想なイギリ
スの女の子ジェインが、たまたまイギリスからカ
リフォルニアに一家で夏を過ごしにいったとこ
ろ、監督の目に留まってメアリ役に抜擢され、  

MGMならぬ BB映画の『秘密の花園』に出演す
ることになるというというあらすじです。原作の
メアリはインドからイギリスに来て、最後には魅
力的な女の子に成長するというストーリーです
が、この物語のジェインはイギリスからアメリカ
へ行きます。ところが別に何も変わりません。映
画の前半は、ジェインは地のまま無愛想な女の子
をやっていればよかったのですが、後半部分を撮
影するのに非常に監督が苦労することになりま
す。このジェインという少女は、コリン役の男の
子とは喧嘩はするわ、撮影はうまくいかないわ、
その割には家族には自慢するわ、とんでもない女
の子なんですが、ただ、この映画が出来上がった
ときに、少々自信ができて、自分は動物訓練士に
なりたいんだという夢を持つようになります。こ
の物語の中では、コリン役をやるモリスという少
年俳優が本当にコリンのような嫌なやつで、役と
して演じているコリンは途中で変わっていきます
が、モリスは最後まで嫌なやつです。でも彼はプ
ロの俳優なのでいい子になったコリンも見事に演
じてのけ、ジェインを馬鹿にするというような役
割です。ディッコン役をやっているのが、ディッ
クという少年で、この子は本当に動物を手なずけ
ることができるということでこの役に抜擢され、
この後は俳優ではなく、自然保護の活動を続ける
と言います。
そもそもジェインの一家がなぜアメリカのカリ
フォルニアに来たかというと、作家であるジェイ
ンのお父さんが事故でよその子どもを轢いてしま
い、そのことがショックで書けなくなってしまい、
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どこか別の土地で療養したらいいということで、
アメリカの親戚を頼ってやってきたのでした。
ジェインは3人兄弟の真ん中で、一人だけ才能が
ない、ちょっと目立たない子だったのです。お姉
さんはバレエで非常に才能を見せており、弟はピ
アニストの道を進んでいるというような中で、自
分には何の取り柄もない、ただ犬が大好きという
だけの女の子でしたが、カリフォルニアに来てメ
アリの役をやるうちに、自分の悪いところとか、
良いところとかも自覚してきます。映画のように
生まれ変わって綺麗になるとか、埋もれた才能が
発掘されて女優になるとか、そのようなことはな
いのですけれども、動物の訓練士になろうとそん
な思いで家に帰ってくる、つまりアイデンティ
ティの獲得という点が映画と重なっています。
また、イギリスの気候とアメリカの気候が対比

されて、イギリスは冬になるとじとじとと湿っぽ
くて寒く、なのにカリフォルニアは1年中いい天
気でお父さんの病気がすっかり良くなったという
ところは、原作のインドとイギリスの関係に重
なって見えるところがあります。そして何よりも
『映画にでた女の子』を見てみると、事実というの
は映画のようにはうまくいかないということが分
かる訳で、やはり『秘密の花園』は作りものなん
だな、コリンがそうそう心変わりをしたり、メア
リが綺麗になったりというのはやっぱり虚構なん
だ、ということがわかるということになります。
また、映画がどのように作られていくのかという
ことが、子どもにもわかるように紹介されるとい
う点でも面白い作品になっています。もし、『秘
密の花園』が好きだという子どもがいれば、派生
したこんな作品も読んでもらえると、読みにまた
幅ができてくるのではないかなと思いますが、残
念ながらこれが今は絶版になっています。この国
際子ども図書館か公立図書館などでは今でも読め
ると思いますので、こんな本があることも知って

おきたいなと思います。
最後になりましたが、視覚的なイメージという
のは、技術的な面もありまして、白黒からカラー
に変わるとか、臨場感が出てくるとか、または監
督が変わる、時代が変わる、流行が変わるという
ことによって、いろいろと移り変わっていきます。
その中で文字テクストにあったちょっとした傷と
か、至らないところを正すということもできます。
しかし、何といっても視覚イメージは最も強烈な
印象を与えますので、映像を先に最初に見た人は
それが頭に焼き付いて離れないということも起
こってしまいます。一方、文字テクストは変わり
ません。だから時代遅れになっていく点もあれ
ば、矛盾したところもあります。けれどもその文
字テクストがなければ映像も生まれなかったし、
それから『映画にでた女の子』のような作品も生
まれなかったというところで、やはり元には文字
テクストがあるのだなと改めて考えます。
そして、これらを受け止める読者もしくは視聴
者の側から最もクリエイティブな経験とはどうい
うものなのだろうか、ということがいま私たちに
とって一番大きな課題なのだろうと思いますが、
一つには、例えば一つの映画を見たからと言って、
それが全てだとは思わないでほしいと強く思いま
す。それ以外のものを見るとか読むとかは別とし
ても、それだけではないんだよということは教え
てあげたいと思います。そして、もしも、映画版
であれ、小説版であれ、何であれ、『秘密の花園』
が好きになった子があれば、いろんなバージョン
を試してみてほしい。それがきっと一番クリエイ
ティブな経験につながっていくのではないかとい
うふうに考えている次第です。
今日は、長い時間のご静聴ありがとうございま
した。

（かわばた ありこ）
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『秘密の花園』―本から生まれた三つの映画と映画から生まれた本 

「『秘密の花園』―本から生まれた三つの映画と映画から生まれた本」紹介資料リスト

(本館) → 国立国会図書館東京本館で所蔵 

No. 書名 著者名 出版事項 請求記号 

1 秘密の花園 上 バーネット 作
山内玲子 訳 岩波書店, 2005 Y7-N05-H72 

2 秘密の花園 下 バーネット 作
山内玲子 訳 岩波書店, 2005 Y7-N05-H73 

3 秘密の花園 

F.H.バーネット 作
猪熊葉子 訳
堀内誠一 画

福音館書店, 2003 Y7-N03-H63 

4 秘密の花園 1 (ふきげんな女の子)

フランセス・エリザ・ホジソン・
バーネット 作
谷口由美子 訳
藤田香 絵

講談社, 2013 Y7-N13-L42 

5 秘密の花園 2 (動物と話せる少年)

フランセス・エリザ・ホジソン・
バーネット 作
谷口由美子 訳
藤田香 絵

講談社, 2013 Y7-N13-L73 

6 秘密の花園 3 (魔法の力)

フランセス・エリザ・ホジソン・
バーネット 作
谷口由美子 訳
藤田香 絵

講談社, 2013 Y7-N13-L140 

7 秘密の花園 新装版
バーネット 著
グラハム・ラスト 絵
野沢佳織 訳

西村書店, 2006 Y9-N07-H38 

8 秘密の花園
バーネット 作
栗原ちひろ 文
椎名優 絵

角川書店, 2012 Y7-N12-J297 

9 映画にでた女の子 ノエル・ストレトフィールド 作
中村妙子 訳 すぐ書房, 1986 Y8-3831 

10
秘密の花園 The secret garden : ワイ
ド
(ビデオディスク)

フランシス・バーネット 原作
アニエスカ・ホランド 監督
ケイト・メイバリー, ヘイドン・
プラウス, アンドリュー・ノット,
マギー・スミス 出演

1993年製作
ワーナー・ホーム・ビデオ, c1994 

YL311-5706
（本館） 

11 The Secret Garden (VHS) Directed by Alan Gringt Hallmark Hall of Fame Production, 
1998 所蔵なし 

12 The Secret Garden (VHS) Directed by Fred M. Wilcox MGM/UA Home Video, 1949 所蔵なし
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レジュメ

資料紹介―日本における児童文学と映像作品

堀 純子

1 ．メディアの種類

本・絵本、漫画


映画、テレビ


ＣＤ、ＤＶＤ、ＬＤ


演劇、人形劇


コンピュータゲーム、電子書籍、ケータイ小説


おもちゃ、フィギュア


2 ．文学と映像化

○映画の特徴
○メディア同士の乗り入れ
○児童文化における映像化

3 ．児童文学の映像化の状況

野上暁, ひこ・田中 編『子どもの本ハンドブック』三省堂, 2009

第二部 子どもの本500選の「読み物」198タイトル の映像化の状況を調査。


4 ．代表的な映像作品

○世界名作劇場
○ＮＨＫ
○ディズニー
○スタジオジブリ
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資料紹介


―日本における児童文学と


映像作品


堀 純子 


こんにちは。今回、平成26年度児童文学連続講
座で資料紹介を担当いたします、国際子ども図書
館資料情報課の堀と申します。この資料紹介で
は、総合テーマの「児童文学とそのマルチメディ
ア化」に沿った形で、「日本における児童文学と映
像作品」というテーマで国立国会図書館の所蔵資
料を御紹介したいと思います。児童文学の世界で
も非常に映像化が進んでいるというお話が先生方
からもありましたが、私がこの総合テーマで最初
に考えましたのは、児童文学の映像化というのは
実際にどのくらい進んでいるのだろうか、という
ことでした。今回は、その疑問を基に調査を行っ
てみましたので、報告いたします。

1．メディアの種類
「マルチメディア化」と言いますが、メディアの
種類にはどのようなものがあるかということを、
ざっとおさらいしたいと思います。まず、従来か
らの媒体である紙を中心にした本や絵本、雑誌が
あります。絵を中心としたコミック、動画を中心
とした映画、テレビがあります。そのほか舞台で
演じられる演劇や人形劇、音声や動画などを固定
化したカセットテープ、ビデオテープ、 CD、DVD、
ブルーレイといった媒体があります。最近では、
コンピューターソフトやインターネットも作品の
鑑賞に欠かせないメディアです。電車の中で電子
書籍リーダーやスマートフォンで文学を読んでい
る人を見かけることも珍しくなくなってきていま
す。そして児童文学で特徴的なものとして、おも
ちゃやフィギュアもメディアとして挙げる場合も
あります。確かに、シェパード（ Ernest Howard 

Shepard, 1879-1976）の描いた挿絵から派生した

キャラクターで、誰でもその縫いぐるみを見たら、
「くまのプーさん」だと分かるほど、広く知られて
いるものもあります。
今回、私が取り上げるのは、視覚情報や聴覚情
報、すなわち映像や音といったものを持っていて、
しかも画像が動的であるという特徴を持つメディア
として、映画とテレビを中心に御報告いたします。

2．文学と映像化
映画は、最も文学と関係が深いメディアの一つ
であると言えます。映像やストーリー、音楽など、
様々な芸術の分野を織り交ぜて一つの作品を創造
します。「日本の映画の父」と言われた牧野省三 

(1878-1929)1によりますと、脚本を指す「スジ」、
映像美、撮影や現像といった技術を指す「ヌケ」、
俳優の演技を指す「ドウサ」、これらが映画の製作
を支える三大原則だそうです。映画は、主に映画
館という限られた空間の中で、しかもそこに座っ
て見ていられるのは2時間から3時間くらいとい
う時間的な制限もあるという、二重の制約の中で
物語を十分に表現する必要があります。それに
は、脚本の力が非常に大きいと言われており、牧
野省三も、脚本が良いものはそれだけで映画が成
功すると言っていたそうです。この脚本の基に
なっているのが小説や戯曲といった文学作品で、
しばしば原作として使用されます。ベストセラー
になるような人気のある文学作品は、内容が保証
されており、大衆受けすることが期待できて、映
画の金銭的な成功も約束してくれるだろう魅力的
な素材であると言えます。その傾向は大人向けの
文学だけではなく、児童文学にも言えることかと

1 日本の映画監督、映画製作者、脚本家、実業家。『本能寺合戦』
（1908）、『実録忠臣蔵』（1921）他、監督・製作作品多数。
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思います。
また、映画の製作には、他のメディアとは比べ

物にならないほど非常に高い製作費がかかってい
ますので、当然大衆受けを期待できるよう様々に
脚本の改変が行われることもよくあります。そう
した改変の内容については、昨日から先生方が文
学的な解釈も含めながら御説明してくださったと
ころです。映画が売れるためには、映画の製作に
とっての三大原則はもちろん大事ですが、製作コ
ストを回収するためには、広報やスポンサーとも
連携した内容であること、派生商品、たとえば 

DVDの販売数が伸びるようなものや、その時限
りではなく、レンタル DVDや、登場人物等の魅
力的なフィギュアなどの制作も含めて長く親しま
れ、愛されるものであることも重要になってきま
す。映画のヒットは、映画界だけではなく、様々
な分野・産業へも広く影響があります。出版業界
に限ってみても、映画がヒットすることで、その
原作やノベライズした書籍を読もうとする人が生
まれたり、映画が撮影された場所や映画の世界を
紹介するガイドブックやファンブックが刊行され
たり、というように、映画の人気が出版業界に戻っ
てくることもあります。
そして、文学作品の映像化が進む上での大事な

要因としては、技術の進歩が欠かせません。映画
における技術の進歩の転換期になっているのは、
音声の点では、1927年に公開された初の長編の
トーキー映画、『ジャズ・シンガー』（The Jazz 
Singer, 米）で、この映画はまだ部分的にサイレン
トの箇所が残っていたそうです。そして映像の点
では、1935年に全編カラーの映画、『虚栄の市』
（Becky Sharp, 米）が発表されています。まず音
声、それから映像に色が付くというように、映画
の技術がこの頃に急激に進歩しました。こうした
技術の進歩は、当然児童文学の映像化にも影響を
与えています。
ここで、国立国会図書館が所蔵している資料の

中から当時の作品を御紹介します。こちらは、
1939年に製作された『オズの魔法使』( The Wizard 

of Oz, 米)のブルーレイ版（紹介資料リスト1参
照）で、これは2013年に出たばかりの版です。『オ
ズの魔法使い』（The Wonderful Wizard of Oz）は

1900年にフランク・ボーム（Lyman Frank Baum,
1856-1919）が著した児童文学です。2年後には、
ボーム自身の作品に忠実な脚本により、舞台で
ミュージカル化されたそうですが、実際の公演の
時には、その脚本は舞台監督や製作者によって大
衆受けするようにかなり改変されてしまったよう
です。1930年代になって、トーキーになったり、
カラーになったりと進歩した映画の技術を生かし
て音楽のある明るいミュージカル映画を、と作ら
れたのが、この映画『オズの魔法使』です。2年前
にディズニー映画の『白雪姫』( Snow White and the 

Seven Dwarfs, 米)が、テクニカラーの非常に綺麗
な映像で公開されており、それに対抗して作った
映画でもあります。
この『オズの魔法使』の製作に当たっては、「脚
本」が非常に大事ということで、様々な脚本家に
書き直させていて、その辺りの事情は、『アメリカ
文学と映画』 2という本に詳しく紹介されていま
す。映画のクレジットには3名の脚本家の名前が
出ているのですが、3名どころか、並行して何人
もの脚本家に書かせて、一番魅力的な脚本を選ん
でいくというような過程があったようです。監督
も何度も交代していまして、製作者の意図に合わ
ない監督は交代させられるといったことが、しば
しば起こっていたようです。1939年というのは、
大作の『風と共に去りぬ』( Gone with the Wind, 米)
も同時に映画化が進められていて、『風と共に去
りぬ』と、『オズの魔法使』は同じビクター・フレ
ミング（ Victor Fleming, 1889-1949）が監督を担
当しています。フレミングは、前監督の急な降板
で、ピンチヒッターとして『風と共に去りぬ』の
監督を引き継いだということなのですが、昼間は
『風と共に去りぬ』を撮影し、夜はスタジオで『オ
ズの魔法使』の編集作業をするという生活でそれ
ぞれの映画を製作し、『風と共に去りぬ』でアカデ
ミー監督賞を受賞しました。より良い脚本や監督
を求めて、紆余曲折を経て映画が製作されていた
様子がわかります。
『オズの魔法使』は製作費が260万ドルとも270
万ドルとも言われておりまして、今の日本円に換

2 曽根田憲三『アメリカ文学と映画 原作から映像へ』開文社出
版, 1999。
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算すると70億円くらいでしょうか。今作られる映
画で製作費が何10億円も掛かっているものもあり
ますが、この当時としても破格の値段で、高額の
製作費を賄うだけの興業収入が得られるかどうか
心配されたようです。幸い、この『オズの魔法使』
は、公開された当時としてもヒットしたと言われ
ていますし、その頃だけではなく、もう75年前の
映画ですが、テレビやビデオで繰り返し見られて、
広く長く親しまれ、史上最も多く鑑賞された作品
と言われており、ビジネスとして成功している例
だと思います。
続いてテレビの作品を御紹介したいと思いま

す。アニメーション作品は映画でもテレビでも制
作されていますが、後で御報告する映像化の状況
についての調査では、アニメーションの7割近く
がテレビで放送されていますので、テレビはアニ
メーションを中心に御報告します。テレビは、媒
体としての社会への浸透が、映像化に影響を与え
たメディアだと言えます。日本で最初にテレビで
放送されたアニメーションは『ポパイ』( Popeye,
米)で、1959年から現在の TBS系列で放送されま
した。これはアメリカで制作されたアニメーショ
ンなので、4年後に放送された『鉄腕アトム』
(1963-1966)が、日本における最初の国産の連続
テレビアニメーションシリーズでした。毎週放送
するため、多くの動画が必要であるのに、経験が
乏しくて制作工程がまだ確立しておらず、公開さ
れた頃は、毎週新作を制作するための調整が非常
に大変だったという話が残っています3。
日本におけるテレビの普及率を参考として御紹

介しますと、1958年の白黒テレビの普及率が15.9％
で、6分の1くらいの家庭にしかテレビがなく、非
常に高価で、1960年にカラー放送が開始されたも
のの、番組もあまりありませんでした。ところが、
1964年の東京オリンピックを契機に、電気メーカー
がカラーテレビを大量生産するようになって値段が
下がったことから、一般家庭にも広く普及し、10年
後の1973年には、カラーテレビの普及率が白黒テ
レビを上回りました。「世界名作劇場」  4枠のアニ
メーションシリーズの始まりとして、手塚治虫

御園まこと監修『図説テレビアニメ全書』原書房,1999。 

（1928-1989）の漫画『どろろ』 5を原作としアニメ作
品が1969年に放送されていますが、この頃は、普及
率から見れば多くの家庭にはまだ白黒テレビが置
かれていたことになります。それが、1970年代に子
ども時代を過ごした方には、もうカラーのテレビア
ニメは馴染み深いものになり、『どろろ』に続いて、
1969年に児童文学を原作とした『ムーミン』 6の放送
が始まり、「世界名作劇場」はファミリー向けの人
気番組として定着しました。

3．児童文学の映像化の状況
ここで、最初の私の疑問「児童文学の映像化は
どのくらい進んでいるのだろうか？」について調
査した結果を御報告します。資料が大部になって
しまったのですが、調査結果はそのままお示しし
た方がよいと思い、配布しております。紹介資料
リスト2がその調査結果です。この調査に使用し
たのは、野上暁（1943- ）とひこ・田中（1953- ）
が編集した『子どもの本ハンドブック』 7です。こ
の本は500タイトルの子どもの本を紹介していて、
「読み物」の章には198タイトルが挙げられ、「家
族」、「親子」、「昔の話」、「ファンタジー」といっ
た、8つのジャンルに分かれております。これら
の海外の児童文学101タイトルと日本の児童文学
の97タイトルについて、どの程度映像化され、日
本で公開されているかを調査しました。調査結果
は、ジャンルは無関係に、海外作品と日本作品に
分けて50音順に並べかえています。
ブックリストは様々ありますので、皆様の中に
も「なぜ、このブックリストなのだろう？」とい
う疑問を持つ人もいると思います。この調査に当
たり、海外作品も日本作品も同数程度含まれてい
ること、そして映像化するに足る展開がある物語
が多いこと、さらに、自分の調査能力に見合った
100から200タイトルを紹介していること、という
条件でブックリストを探しました。また、映像化

4 フジテレビ系列で放送。1969年当時は「カルピスまんが劇場」。
その後、「カルピス子ども劇場」、「世界名作劇場」、「ハウス食品
世界名作劇場」とシリーズ名称に変遷あり。「世界名作劇場」に
どの作品を含めるかは諸説ある。 

5 漫画は1967年から1968年に『週刊少年サンデー』（小学館）、1969
年から『冒険王』（秋田書店）で連載。

6 フジテレビ系列「カルピスまんが劇場」第2作。瑞鷹エンタープ
ライズ企画制作。 

7 野上暁, ひこ・田中編『子ども本ハンドブック』三省堂, 2009。
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された作品を探すため、比較的新しいものという
条件も満たす、2009年出版のこのブックリストを
使用することとしました。
紹介資料リスト2ですが、児童文学作品の映像

化の原作に関する書誌情報が左側4列で、書名は
『子どもの本ハンドブック』の記載を利用してお
り、海外児童文学作品の場合は、日本語の翻訳書
の情報です。同じ作品でも訳者や版が異なるもの
があります。今回、原作の書誌情報としては、国
際子ども図書館にある、広く長く読み継がれてい
る児童書を開架している資料室「子どものへや」
の開架資料の書誌情報を記載しています。「子ど
ものへや」に開架していない資料については、国
際子ども図書館所蔵の出版年の新しい資料の書誌
情報を記載しています。映像化については、右側
の2列に映像化の状況と当館が所蔵する映像資料
を記載しています。映像化の状況に関しては、主
に映画とテレビを調査しました。アニメーション
は、公開された媒体によって映画かテレビのどち
らかに振り分けています。映画の調査は、イン
ターネットなどを使って調べましたが、主にイン
ターネット上で公開されている「 allcinema」8とい
う、日本で公開された映画に関するオンラインの
データベースを参照しています。その他、演劇と
コンピュータソフトも調査したものについては記
載しました。特に、演劇については網羅的な調査
はできないので、2つ以上の情報源で確認できた
場合に掲載したものですので、あくまでも参考程
度に見ていただければと思います。一番右の列が
当館での所蔵状況です。主に映像資料の所蔵状況
で、隣接した欄の映画とテレビの映像化状況に対
応した配列としています。同一のタイトルで複数
の映像資料が出版されている場合は、製作年で区
別できるようにしました。その他、映画とテレビ
以外の映像資料、たとえばバレエ作品やミュージ
カルなどの映像資料、それから漫画やコンピュー
タ・アプリケーションの所蔵状況も掲載しました。
漫画については原作を基に漫画化されたと思われ
るものを掲載し、アニメーションを基に編集された
ものについては除外しました。当館では、2000年4

http://www.allcinema.net/prog/index2.php 

月7日の国立国会図書館法の改正以降、パッケー
ジ系電子出版物である映像資料も納本対象となり
ました。ここに挙げられている映像資料のほとんど
は、主に東京本館の音楽・映像資料室で御利用い
ただく資料で、原作は児童文学でも、映像資料の
多くは音楽・映像資料室の所蔵となっていることに
気をつけてください。 NDL所蔵資料の一番前に記
載されている請求記号が、「YLZ」という3文字から
始まる場合は、国際子ども図書館所蔵資料です。
以上がリストの見方についての御説明でした。
では、日本での映像化の状況についての調査結
果を報告します。全 198タイトル中 58タイトル
（29％）が映像化されており、海外の児童文学作品

図 1 海外及び日本の児童文学作品の映像化状況
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は101タイトルのうち38タイトル（38％）が映像化
されていて、そのうち34タイトル（34％）が映画で
した。日本の児童文学作品は97タイトル中20タイ
トル（20％）が映像化されており、うち11タイトル
（11％）が映画で、海外作品の方が日本作品に比べ
て2倍程度映像化の割合が高いことが分かります。
特に映画に絞って見た場合、海外の方が約3倍と
多くなっています。映像化の状況欄を見ていただ
くと分かりますが、映画の多くがアメリカで製作さ
れたものですので、海外作品の映像化率が高いと
いう結果になっているのかと思います。
そして、児童文学の映像化の状況について、映

画やテレビに映像化された作品単位で調査してみ
ました。58タイトルの海外児童文学と日本児童文
学が、156の映像化作品として製作されています。
内訳は、海外児童文学が原作のものは122作品、日
本児童文学が原作のものは34作品で、作品数で見
た場合は、海外児童文学が原作のものが約8割を
占めています。実写版とアニメ版それぞれの割合
は、実写版が99作品（63％）、アニメ版が57作品
（37％）と、6対4くらいですが、この割合は海外
児童文学、日本児童文学、全体で比較してみても
大きな違いはありません。また、たとえば、映画
もあればテレビアニメもあるというように、複数
のメディアで映像化されている児童文学について
も、海外が25タイトル（25％）、日本が12タイトル
（12％）と、海外児童文学の方が優勢であるという
結果でした。

映画 テレビ
計

実写 アニメ 実写 アニメ

海外作品 54 15 23 30 122

国内作品 16 3 6 9 34

計  70  18  29  39  156

映像化の状況を御紹介したいと思います。何を取
り上げるか非常に迷ったのですが、モンゴメリ
（Lucy Maud Montgomery, 1874-1942）の『赤毛の
アン』（Anne of Green Gables）にしました（紹介資
料リスト1参照）。『赤毛のアン』は紹介資料リス
ト2の①海外児童文学の映像作品リストの No.2
に当たります。皆さん御存じの作品ですし、今年
は NHKの連続テレビ小説の影響もあって、関連
書籍が続々と出版されている状況ではあります
が、8月末現在で調査した結果で御報告します。
原作の翻訳書で「子どものへや」に開架されてい
る資料は、村岡花子（1893-1968）が訳したものと
掛川恭子（1936- ）が訳したものの2点がありま
す。
映画化した作品はこちらで、『赤毛のアン』

（Anne of Green Gables, 加/米/西独）の他に『アン
の青春』（Anne of Avonlea, 加）、『アンの結婚』（The 
Continuing Story, 加）、『赤毛のアン 新たな始ま
り』（A New Beginning , 米）の7枚の DVDセット
で2011年に出版された決定版です。『赤毛のアン』
は、ミーガン・フォローズ（ Megan Elizabeth Laura 

Diana Follows, 1968- ）が出演したテレビ映画で
す。前編、後編およそ100分ずつの作品として
1986年にカナダでテレビ放送されたのが最初です
が、日本では1989年にダイジェスト版、そして
1994年には完全版が公開されたので、今回の調査
では映画としました。
次がテレビ作品です。昨日から何回も御紹介が
ありました、フジテレビで放送されていた世界名
作劇場です。『赤毛のアン』は1979年の1月から
12月まで全50話が放送されました。世界名作劇場
は完結版も制作されていて、こちらは国際子ども
図書館で所蔵しています。完結版は、世界名作劇
場23作品が制作され、50話を90分に、知っている
場面、有名な場面だけがまとめられている感じで
す。
この世界名作劇場をノベライズした本も出てお
りまして、先ほども申し上げましたように、アニ
メを見て、本に戻ってくる読者向けでしょうか、

図 2 作品単位でみた映像化の内訳 箱石桂子（1953- ）による世界名作劇場のノベラ
イズ版があります。そして、舞台化の例としては、

次に、一つの作品に焦点を絞って、児童文学の 当館が所蔵しているのはこの1件しかないのです
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が、劇団四季が上演したミュージカルを2010年10
月に自由劇場で収録したものです。それから、漫
画も出版されていて、こちらは杉本啓子が書いた
漫画『赤毛のアン』3巻本で、かなり原作どおり
に描かれています。漫画版はこのほかにも何点か
所蔵しています。それから、こちらの『赤毛のア
ン』は、「よい子とママのアニメ絵本」という、ブ
ティック社から80巻ものとして出ているうちの1
冊です。かなりコンパクトで、小さなお子さんで
もあらすじを楽しむことができます。このほかに
は、映像化とは異なりますが、電子書籍でも楽し
むことができ、KADOKAWAとアスキー・メディ
アワークスから出版されているもの9や、新潮社
文庫10、講談社青い鳥文庫 11などが電子書籍で購
入することができます。本の内容を画像で見られ
る、国立国会図書館デジタルコレクション 12もあ
り、村岡花子の1952年の訳 13を含む20冊以上がデ
ジタル化されています。著作権法の関係上、国立
国会図書館内限定ですが、パソコンで見られるよ
うになっています。メディアの種類としては、コ
ンピュータソフトもありますと最初に申し上げて
おきながら、当館は児童文学でコンピュータソフ
トになった資料をあまり所蔵していません。その
ため、『赤毛のアン』で揃えることができなかった
のですが、アプリケーション・プログラムの『ハ
リー・ポッターと賢者の石』（紹介資料リスト1参
照）を持ってきました。ハリー・ポッターは、映
画としては大ヒット、文学としてもミリオンセ
ラーの作品ですので、どちらか、あるいは両方を
楽しまれた方も多いと思います。また、ユニバー
サル・スタジオ・ジャパンでは、まるで自分が作
品の世界の中にいるような体験ができるといった
アトラクションもあり、マルチメディア化がとて
も進んでいるとも言えると思います。
『赤毛のアン』については、メディアによる特徴
を明らかにできればと思い、村岡花子訳と掛川恭子

9 L･M･モンゴメリ 作, 河合祥一郎 訳, 南マキ 絵『新訳 赤毛の
アン 完全版』上・下（角川つばさ文庫）。 

10 L･M･モンゴメリ 著, 村岡花子訳『赤毛のアン』。 
11 L･M･モンゴメリ 著, 村岡花子 訳, HACCAN絵『赤毛のアン』 

kindle版（青い鳥文庫）。 
12 http://dl.ndl.go.jp/
13 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1690963（館内公開）。L･M･
モンゴメリ 著, 村岡花子 訳『赤毛のアン』三笠書房, 1952。
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訳の原作、映画、世界名作劇場の各映像化作品の
時間の長さや編集を調査してみたのですが、結果
的としては、特徴がはっきり出ませんでしたので、
簡単な御紹介とします。原作の第2章「マシュ
ウ・クスバートの驚き」は、マシュウが馬車でア
ンを駅に迎えに行くという物語の中の重要な場面
です。原作ではアンのセリフが一杯の章ですが、
映画版では7分くらいの編集でまとめています。
一方、第5章でアンが話す自分のこれまでの切な
い身の上話は、映画の冒頭に、グリーンゲーブル
ズに来るまでのアンの人生を映像化していて、そ
の部分が10分くらいあります。ですので、映画版
では2章よりも5章の方が長くて、「マシュウ・ク
スバートの驚き」にあたる箇所は、林檎の花など
非常に綺麗な映像はありますが、比較的あっさり
と描かれている印象を持ちます。世界名作劇場の
アニメーション版は全部で50話ありますが、原作
の第2章は第1話と第2話という2回に分けて編
集されています。世界名作劇場は1話約30分の番
組なので、1話の中に盛り上がり、心ひかれる場
面と、次回も見ようと思わせるような編集が必要
だという事情があります。この第2章「マシュ
ウ・クスバートの驚き」の馬車の旅は1話の後半
と2話の前半に分けて20分あまり、およそ1話分
の時間を充てています。マシュウがアンの話に引
き込まれる場面では、魔法にかかったかのような
映像があったり、アンの舞い上がるような喜びを
飛んでいく天使で表したりと、子どもたちの目を
ひきつけるような映像で編集されています。一
方、第1章「レイチェル・リンド夫人の驚き」は、
原作では主要な登場人物であるマシュウやマリラ
の性格を隣人のリンド夫人の独り言などで上手く
紹介している物語の導入の章ですが、映画やテレ
ビではそれほどの時間を割かず、世界名作劇場で
はナレーションで済ませていますし、90分の完結
版に至っては1分にも満たない時間になってお
り、非常に簡潔な説明調になっています。

4．代表的な映像作品
今回の児童文学の映像化状況の調査の中での、
代表的な作品群を4件御紹介します。
まずは、「世界名作劇場」を挙げます。こちらに
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ついては、原作 14と映像資料について紹介資料リ
スト3として別に作成しました。「世界名作劇場」
は、1969年から1997年までの間に28作品がフジテ
レビ系列で放送され、1社提供だったときには「カ
ルピス子ども名作劇場」や「ハウス食品世界名作
劇場」等という名称で冠を付けていましたので、
その会社の名前で記憶している人もいると思いま
す。毎週日曜日夜7時半、幼い子どものいる家庭
の定番番組で、平均視聴率は15％を超える人気番
組でした。映像化にはビジネスの成功も重要だと
申し上げていますが、テレビの場合は視聴率とい
う形ですぐに結果が出ますので、高い視聴率を得
られる作品であることが、重要視されます。特に
1974年に放送された『アルプスの少女ハイジ』 15は
視聴率が高かっただけではなく、その後ビデオや 

DVDが発売され、主題歌のレコードはミリオン
セラーになりまして、映像作品の社会への広まり
を感じさせます。
今回の調査で、児童文学の映像化では、 NHK（日
本放送協会）が放送、制作した作品が多いことを
認識させられました。 NHKは夕方に子ども向け
のドラマを長年放送しており、1970年代に放送し
ていた「少年ドラマシリーズ」 16では、筒井康隆の
『時をかける少女』 17を原作にした『タイム・トラ
ベラー』（1972放送）、1991年から教育テレビで放
送された「ドラマ愛の詩」では、山中恒『おれが
あいつであいつがおれで』を原作とした『どっち
がどっち！』（紹介資料リスト2 ② No.4参照）
を放送しているほか、水木しげる『のんのんばあ
とオレ』（同 No.13参照）、那須正幹『ズッコケ三
人組』（同 No.10参照）などの作品も制作していま
す。NHKは、このような制作作品のほかにも、『長
くつ下のピッピ』（紹介資料リスト2 ① No.28
参照）など海外で制作された作品を紹介している
という点でも、映像作品の普及への貢献度が大き
いと思います。私がよく見ていたのは、ローラ・

14 原作については、松本成司著『世界名作劇場大全』（同文書院,
1999）参照。

15 1975年までは「カルピスまんが劇場」として放送。この作品の
制作はズイヨー映像（瑞鷹エンタープライズのアニメーション
制作部門）。 

16 1972年から1983年にかけて NHKが放送した、主に小中学生を
対象としたテレビドラマシリーズ。 

17 筒井康隆 著, 谷俊彦 絵, 鶴書房盛光社, 1972（ SF ベストセ
ラーズ）。

インガルス・ワイルダー（  Laura Ingalls Wilder,
1867-1957）の『大草原の小さな家』（Little house 
on the Prairie, 米）（同 No.7参照）で、1974年から
1983年までの約8年間、土曜日の夕方6時から 

NHK 総合テレビで放送されていたこの作品が、
海外ドラマを知るきっかけになりました。当館で
は、DVDは所蔵していませんが、こちらのレー
ザーディスク版（紹介資料リスト1参照）を所蔵
しています。 NHKは、そのほかにも、人形劇や 

BBC（英国放送協会）のテレビドラマ、劇場公開
作品なども放送しており、先ほど御紹介しました
映画版『赤毛のアン』や劇団四季のミュージカル
版『赤毛のアン』の映像資料は NHKが出版した
ものです。
次に、ディズニーのアニメーションも児童文学
の映像化としては代表的なものです。ディズニー
と言えば、1928年にトーキーのアニメーション『蒸
気船ウィリー』（Steamboat Willie, 米）が公開され
たのに始まり、ミッキーマウスやピノキオ、ダン
ボ、バンビなどの様々なキャラクターが皆様の記
憶に残っていると思います。こちらに持ってきて
いるのは『ふしぎの国のアリス』（Alice in 

Wonderland, 米）で、1951年に公開されたもので
す（紹介資料リスト1参照）。このほかに『風に
乗ってきたメアリー・ポピンズ』（Mary Poppins,
米。紹介資料リスト2 ① No.12参照）や『ナル
ニア国物語』（The Chronicles of Narnia, 米。同 

No.29）など、実写版でも広く知られる作品を制
作しています。
日本では、スタジオジブリが長編アニメーショ
ン映像作品を制作していますが、児童文学作品を
原作としたものとしては、角野栄子の『魔女の宅
急便』（紹介資料リスト1参照）やノートン（ Mary 

Norton, 1903-1992）の『床下の小人たち』を原作
とした『借りぐらしのアリエッティ』（同 No.37）
が制作されています。スタジオジブリは徳間書店
の出資で設立されているという事情から、映像作
品の関連書が多く刊行されるという点でも特徴的
です。映画の画像を多く掲載した書籍を書店で見
掛けますが、映像化された作品に触れてから、書籍
に戻ってくるという現象のきっかけともなります。
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1977年に「読んでから見るか、見てから読むか」
という出版社の宣伝コピーがありました18。原作
と映画のどちらを先に読んだり見たりするかとい
う話ですが、御紹介した児童文学の映像化状況の
調査結果では、映像化されていない文学作品が、
まだ70％もあるということが分かりました。70％

は「見てから読む」という方法では行き着くこと
ができない作品になります。映像化されていない
作品にたどり着くためのサポートをする役割が、私
たち図書館員にはあるのではないかと思います。
これで私の報告は終わりといたします。

（ほり じゅんこ）

18 横溝正史 原作『犬神家の一族』（1976, 日）、森村誠一原作『人
間の証明』（1977, 日）の公開に際し、角川映画と角川書店のタ
イアップ企画で使用されたコピー。
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「資料紹介―日本における児童文学と映像作品」紹介資料リスト 1

（本館）→国立国会図書館東京本館で所蔵 

No. 書名 著者名 出版事項 請求記号 

1
オ ズ の 魔 法 使  The wizard of 
Oz：製 作 7 5 周 年 記 念 コ レ ク
ターズ・エディション  

L.フランク・ボーム 原作
ビクター・フレミング 監督 ワーナー・ホーム・ビデオ, [2013] YL331-L1418（本館） 

2 赤毛のアン
（完訳赤毛のアンシリーズ1） 

L.M.モンゴメリー 著
掛川恭子 訳 講談社, 1990 Y8-7257 

3 赤毛のアン
（シリーズ・赤毛のアン1）

モンゴメリ 原作
村岡花子 訳 ポプラ社, 2004 Y9-N04-H155 

4 赤 毛 の ア ン  Anne of Green 

Gables：DVDbox
ルーシー・モード・モンゴメリー
原作 

NHK エンタープライズ  ; バップ
(発売), 2011 

YL321-J24076
（本館） 

5
赤毛のアン  Blu-ray メモリアル
ボックス  Anne of Green Gables 
disc1-3

バンダイビジュアル ,  

[2014] 
YL331-L1672
（本館） 

6 赤毛のアン
（世界名作劇場「完結版」）

ルーシー・モード・モンゴメリ 原
作 

BS FUJI, 日本アニメーション 制作

バンダイビジュアル ,  

[2009] YLZ11-J933 

7 ミュージカル赤毛のアン 劇団四
季

ルーシー・M.モンゴメリー 原作
ドナルド・ハーロン 台本
浅利慶太 演出. 

NHKエンタープライズ, 2011 YL321-J21180
（本館） 

8 赤毛のアン 第1巻
コミック・赤毛のアン全集 

L.モンゴメリー 原作
杉本啓子 作画. 講談社, 1983 Y16-6684 

9 赤毛のアン
（竹書房文庫 世界名作劇場2）

箱石桂子 [ノベライズ]
ルーシー・モード・モンゴメリ 原
作.

竹書房, 2004 YU81-H272 

10
赤毛のアン
（よい子とママのアニメ絵本4  7
せかいめいさくシリーズ）

モンゴメリ 原作
平田昭吾 著. ブティック社, 2004 Y18-N08-J146 

11 ハリー・ポッターと賢者の石 エレクトロニック・アーツ, c2003 YH259-H311（本館） 

12

大草原の小さな家 Little house on 

the prairie:ベストセレクション：第
1シリーズ～第2シリーズ：二ヵ国
語：ニューリマスター版 v.1

東芝 EMI, c1999. YL311-2838
（本館） 

13 ふしぎの国のアリス ブエナ ビスタ, 2002 YL321-A8837
（本館） 

14 魔女の宅急便
（ジブリがいっぱい collection） 宮崎駿 監督. ウォルト・ディズニー・スタジオ・

ジャパン, [2012]. 
YL331-L19
（本館）
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「
資
料
紹
介
―
日
本
に
お
け
る
児
童
文
学
と
映
像
作
品
」
紹
介
資
料
リ
ス
ト

 2
①
海
外
児
童
文
学
の
映
像
作
品
リ
ス
ト
（
抜
粋
）

 *1
 

*
当
日
配
布
資
料
か
ら
映
像
化
さ
れ
た
作
品
の
み
を
抜
粋
。
ま
た
,
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
は
,
同
じ
作
品
の
場
合
は
,
最
新
の
出
版
年
の
資
料
の
み
を
記
載
。

 
1 *
原
作
の
書
誌
情
報
は
,
主
に
「
子
ど
も
の
へ
や
」
の
開
架
資
料
の
も
の
。
開
架
資
料
が
な
い
場
合
は
,
国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
の
出
版
年
の
新
し
い
図
書
。

 
2 *
複
数
の
情
報
源
で
確
認
で
き
た
場
合
に
記
載
。

3 *4
（
本
館
）
は
,
東
京
本
館
で
所
蔵
。
そ
れ
以
外
は
,
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
所
蔵
。

*5
（
館
内
）
は
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
館
内
及
び
図
書
館
送
信
参
加
館
内
公
開
）
注
：
デ
ジ
タ
ル
化
図
書
に
つ
い
て
は
,
原
則
と
し
て
原
本
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

原
作
*2

映
像
化
の
状
況

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

映
画
,
テ
レ
ビ
,
演
劇
な
ど

 *3
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
資
料
*4

 

1
青
い
イ
ル
カ
の
島

Is
la
n
d

 
o
f 
th
e 
B
lu
e 

D
ol
ph
in
s

ス
コ
ッ
ト
・
オ
デ
ル
作

藤
原
英
司
訳

小
泉
澄
夫
絵

理
論
社
,

20
04

 
Y
9-
N
04
-

H
29
1

＜
映
画
＞

「
青
い
イ
ル
カ
の
島
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
64
）

 

2

赤
毛
の
ア
ン

（
シ
リ
ー
ズ
・
赤
毛
の
ア

ン
1）

 
A
n
n
e 
of

 G
re
en

 G
ab
le
s

モ
ン
ゴ
メ
リ
原
作

村
岡
花
子
訳

ポ
プ
ラ
社
,

20
04

 
Y
9-
N
04
-

H
15
5

＜
映
画
＞

「
赤
毛
の
ア
ン
」（
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
・
西
ド
イ
ツ
,
19
86
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
赤
毛
の
ア
ン
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
79
）
世
界
名

作
劇
場

＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
カ
ナ
ダ
初
演
,
19
64
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
赤
毛
の
ア
ン
」（
日
本
,
20
10
）
劇
団
四

季

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-J
24
07
6「
赤
毛
の
ア
ン
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
,
20
11
）
19
86
年
作
品
（
本
館
）

Y
LZ
11
-J
93
3「
赤
毛
の
ア
ン
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,

20
09
）
世
界
名
作
劇
場
完
結
版

Y
L3
31
-L
16
72
「
赤
毛
の
ア
ン
B
lu
-r
ay
メ
モ
リ
ア
ル

ボ
ッ
ク
ス
V
ol
.1
-3
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,
20
14
）

ほ
か
。
世
界
名
作
劇
場
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
21
18
0「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
赤
毛
の
ア
ン
劇

団
四
季
」（
N
H
K
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
,
20
11
）
20
10
年

上
演
作
品
（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
16
-6
68
4「
赤
毛
の
ア
ン
第
1巻
」（
杉
本
啓
子
作
画
,

講
談
社
,
19
83
）

Y
16
-5
56
2「
赤
毛
の
ア
ン
」（
坂
本
ミ
ド
リ
画
,
若
木
書

房
,
19
77
）

赤
毛
の
ア
ン

（
完
訳
赤
毛
の
ア
ン
シ

リ
ー
ズ
1）

 
A
n
n
e 
of

 G
re
en

 G
ab
le
s

L.
M
.モ
ン
ゴ
メ
リ
作

掛
川
恭
子
訳

講
談
社
,

19
90

 
Y
8-
72
57

 

3
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん

（
岩
波
少
年
文
庫
）

D
ad
d
y-
Lo
n
g-
Le
gs

ジ
ー
ン
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

作 谷
口
由
美
子
訳

岩
波
書
店
,

20
02

 
Y
7-
N
02
-2
1

＜
映
画
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
足
な
が
お
じ
さ
ん
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
55
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
,
19
78
）
ま
ん

が
世
界
昔
ば
な
し

ア
ニ
メ
「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
79
）

「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
86
）

ア
ニ
メ
「
私
の
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,

19
90
）
世
界
名
作
劇
場

＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
足
な
が
お
じ
さ
ん
」（
日
本

 , 
19
74
,

19
83
,
20
06
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
｢ダ
デ
ィ
・
ロ
ン
グ
・
レ
ッ
グ
ズ
私
の
あ

し
な
が
お
じ
さ
ん
よ
り
」（
日
本
,
20
12
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-6
82
7「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
パ
イ
オ
ニ
ア

LD
C
,
19
93
）
19
55
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-A
73
95
「
世
界
名
作
劇
場
・
完
結
版
私
の
あ
し

な
が
お
じ
さ
ん
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

 ,
20
02
）（
本
館
）

Y
L3
21
-A
63
06「
世
界
名
作
劇
場
私
の
あ
し
な
が
お
じ
さ

ん
V
ol
.1
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル

 ,
20
02
）ほ
か（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
84
-G
15
43
「
足
な
が
お
じ
さ
ん
」（
原
の
り
子
作
画
,
サ

ン
マ
ー
ク
出
版
,
19
95
）（
本
館
）

Y
16
-7
68
2「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
ま
る
や
ま
佳
ま
ん

が
,
小
学
館
,
19
90
）

Y
16
-7
05
8「
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
」（
三
島
め
ぐ
み
漫
画
,

旺
文
社
,
19
85
）

 

4
穴 H
ol
es

ル
イ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
作

幸
田
敦
子
訳

講
談
社
,

19
99

 
Y
9-
M
99
-2
10

＜
映
画
＞

「
穴
/H
O
LE
S」
（
ア
メ
リ
カ
,
20
03
）

 

5
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
集

1
（
お
や
ゆ
び
姫
ほ
か
）

（
岩
波
少
年
文
庫
）

E
ve
n
ty
r 
og

 h
is
to
ri
er

ア
ン
デ
ル
セ
ン
[著
]

大
畑
末
吉
訳

岩
波
書
店
,

20
00

 
Y
7-
N
00
-4
1

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
物
語
お
や
ゆ
び
姫
ス
キ
ス

キ
花
の
王
子
さ
ま
」（
日
本
,
19
71
）

ア
ニ
メ「
世
界
名
作
童
話
お
や
ゆ
び
姫
」（
日
本
,
19
78
）

ア
ニ
メ
「
サ
ン
ベ
リ
ー
ナ
お
や
ゆ
び
姫
」（
ア
メ
リ
カ
,

19
93
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
物
語
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
71
）

世
界
名
作
劇
場

「
フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
お
や
ゆ
び
姫
」（
ア

メ
リ
カ
,
19
83
）
ア
ニ
メ
「
お
や
ゆ
び
姫
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

19
92
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L
Z
11
-H
25
75
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
物
語
お
や
ゆ
び
姫
」

（
コ
ロ
ム
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,

20
07
）
19
71
年
作
品

Y
L3
11
-3
88
6「
サ
ン
ベ
リ
ー
ナ
お
や
ゆ
び
姫
」（
ワ
ー

ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ

 ,
19
95
）
19
93
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
11
-7
92
2「
お
や
ゆ
び
姫
・
笑
わ
ぬ
姫
」（
東
芝

 E
M
I,

19
8-
）
19
83
年
作
品
（
本
館
）

 

6
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん

M
y 
Fa
th
er
's

 D
ra
go
n

ル
ー
ス
・
ス
タ
イ
ル
ス
・

ガ
ネ
ッ
ト
さ
く

わ
た
な
べ
し
げ
お
や
く

ル
ー
ス
・
ク
リ
ス
マ
ン
・

ガ
ネ
ッ
ト
絵

福
音
館
書
店

 , 
19
63

児
93
3-
cG
19
e

(館
内
)

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
エ
ル
マ
ー
の
冒
険
」（
日
本
,
19
97
）
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版
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映
画
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劇
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 *3
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所
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資
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7
大
き
な
森
の
小
さ
な
家

Li
tt
le

 H
ou
se

 in
 th
e 
B
ig

W
oo
d
s

ロ
ー
ラ
・
イ
ン
ガ
ル
ス
・

ワ
イ
ル
ダ
作

恩
地
三
保
子
訳

ガ
ー
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

画

福
音
館
書
店

 , 
19
72

 
Y
7-
32
46

＜
テ
レ
ビ
＞

「
大
草
原
の
小
さ
な
家
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
74
-1
98
3）

ア
ニ
メ
「
草
原
の
少
女
ロ
ー
ラ
」（
T
B
S,
19
75
）

「
大
草
原
の
か
な
た
に
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
99
）

「
大
草
原
の
小
さ
な
家
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
05
）

 W
O
W
-

W
O
W
で
放
映

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-2
83
8「
大
草
原
の
小
さ
な
家
ベ
ス
ト
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
第
1シ
リ
ー
ズ
～
第
2シ
リ
ー
ズ
」（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
,

19
99
）
19
74
-1
98
3年
作
品
（
本
館
）

 

8
オ
ズ
の
魔
法
使
い

 T
h
e

 
W
on
d
er
fu
l 
W
iz
ar
d

 
of

O
z

L.
F.
バ
ウ
ム
作
渡
辺
茂

男
訳

 W
.W
.デ
ン
ス
ロ

ウ
画

福
音
館
書
店
,

19
90

 
Y
8-
74
50

＜
映
画
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法
使
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
39
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ウ
ィ
ズ
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
78
）

「
オ
ズ
は
じ
ま
り
の
戦
い
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
13
）
デ
ィ

ズ
ニ
ー

＜
テ
レ
ビ
＞

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」（
日
本
テ
レ
ビ
,
19
74
-1
97
5）

ア
ニ
メ
「
ま
ん
が
世
界
昔
ば
な
し
」（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
,
19
78
）

ア
ニ
メ
「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

19
86
-1
98
7）

人
形
劇
「
マ
ペ
ッ
ト
の
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」（
ア
メ
リ
カ
,

20
05
）

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
11
）

＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
オ
ズ
の
魔
法
使
」（
ア
メ
リ
カ
初
演
,

19
02
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ウ
ィ
ケ
ッ
ド
」（
ア
メ
リ
カ
初
演
,
20
03
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ウ
ィ
ケ
ッ
ド
」（
日
本
,
20
07
）
劇
団
四

季
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
31
-L
14
18
「
オ
ズ
の
魔
法
使
」（
ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・

ビ
デ
オ
,
20
13
）
19
39
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
31
-L
84
0「
オ
ズ
は
じ
ま
り
の
戦
い
3
Ｄ
」（
ウ
ォ

ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
,
20
13
）

20
13
年
作
品
（
本
館
）

 

9
お
ば
け
桃
の
冒
険

Ja
m
es

 
an
d

 
th
e 
G
ia
n
t

P
ea
ch

R
.ダ
ー
ル
作

田
村
隆
一
訳

N
.E
.バ
ー
カ
ー
ト
絵

評
論
社
,

19
72

 
Y
7-
33
95

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ピ
ー
チ
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
96
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-4
23
4「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
ピ
ー
チ
」（
パ
イ
オ
ニ

ア
 L
D
C
,
19
9-
）（
本
館
）

 

10
お
も
し
ろ
荘
の
子
ど
も
た
ち

M
ad
ic
ke
n

 
p
a 
Ju
n
i-

b
ac
ke
n

リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作

石
井
登
志
子
訳

岩
波
書
店
,

20
06

 
Y
9-
N
07
-

H
21
0

＜
映
画
＞

「
お
も
し
ろ
荘
の
子
ど
も
た
ち
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
,
19
80
）
＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-J
19
60
「
お
も
し
ろ
荘
の
子
ど
も
た
ち
」（
ア
ッ
ト

エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
07
）（
本
館
）

 

11
影
と
の
戦
い

A
 W
iz
ar
d

 o
f 
E
ar
th
se
a
ル
=グ
ウ
ィ
ン
作

清
水
真
砂
子
訳

岩
波
書
店
,

20
00

 
Y
9-
N
08
-J
25
6
＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ゲ
ド
戦
記
」（
日
本
,
20
06
）
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

＜
テ
レ
ビ
＞

「
ゲ
ド
戦
い
の
は
じ
ま
り
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
04
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
19
08
5「
ゲ
ド
戦
記
」（
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
ホ
ー
ム

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
,
20
07
）
20
06
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-H
15
88
8「
ゲ
ド
戦
い
の
は
じ
ま
り
」（
日
活
,

20
06
）
20
04
年
作
品
（
本
館
）

12
風
に
の
っ
て
き
た
メ
ア

リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ

（
岩
波
少
年
文
庫
）

M
ar
y 
P
op
pi
n
s

P
.L
.ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
作

林
容
吉
訳

岩
波
書
店
,

20
00

 
Y
7-
N
00
-1
06

＜
映
画
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
メ
リ
ー
・
ポ
ピ
ン
ズ
」（
ア
メ
リ
カ
,

19
64
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-7
02
7「
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」（
パ
イ
オ
ニ
ア

LD
C
,
19
9-
）（
本
館
）

 

13
恐
竜
の
谷
の
大
冒
険

D
in
o
sa
u
rs

 
B
e
fo
re

 
D
ar
k

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ

ズ
ボ
ー
ン
著

食
野
雅
子
訳

メ
デ
ィ
ア

フ
ァ
ク
ト

リ
ー
, 
20
02

 
Y
7-
N
02
-1
13

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
」（
日
本
,
20
11
）

 

14
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん

W
in
n
ie
-t
h
e-
P
oo
h

A
.A
.ミ
ル
ン
作

石
井
桃
子
訳

岩
波
書
店
,

20
03

 
Y
9-
N
04
-

H
13
4

＜
映
画
＞

「
プ
ー
さ
ん
と
は
ち
み
つ
」
等
一
連
の
短
編
ア
ニ
メ
作
品
。

ア
ニ
メ
「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
76
）
デ
ィ

ズ
ニ
ー

ア
ニ
メ
「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
11
）
デ
ィ

ズ
ニ
ー

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
新
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

19
95
～
19
97
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-1
26
6「
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
」（
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス

ク
,
19
8-
）
19
76
年
作
品
（
本
館
）

 

15
ク
ラ
バ
ー
ト

K
ra
b
at

オ
ト
フ
リ
ー
ト
=プ
ロ
イ

ス
ラ
ー
作

ヘ
ル
ベ
ル
ト
=ホ
ル
ツ
ィ

ン
グ
絵

中
村
浩
三
訳

偕
成
社
,

19
80

 
Y
7-
80
65

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ク
ラ
バ
ー
ト
」（
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
,
19
77
）

「
ク
ラ
バ
ー
ト
闇
の
魔
法
学
校
」（
ド
イ
ツ
,
20
08
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
13
60
9「
ク
ラ
バ
ー
ト
」（
日
本
ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
,

20
04
）
19
77
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
22
87
4「
ク
ラ
バ
ー
ト
闇
の
魔
法
学
校
」（
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
,
20
10
）
20
08
年
作
品
（
本
館
）

90




資料紹介―日本における児童文学と映像作品 

原
作
*2

映
像
化
の
状
況

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

映
画
,
テ
レ
ビ
,
演
劇
な
ど

 *3
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
資
料
*4

 

16

グ
リ
ム
童
話
集
1
（
い

ば
ら
姫
ほ
か
）

（
岩
波
少
年
文
庫
）

K
in
d
e
r-
u
n
d

 
H
a
u
s-

m
ar
ch
en

グ
リ
ム
兄
弟
[編
]

相
良
守
峯
訳

岩
波
書
店
,

19
97

 
Y
7-
M
98
-2
9

＜
映
画
＞

「
眠
れ
る
森
の
美
女
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
59
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー

バ
レ
エ
劇
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」（
ソ
連
,
19
64
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
眠
れ
る
森
の
美
女
」

（
ア
メ
リ
カ
,
19
83
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-7
92
1「
眠
れ
る
森
の
美
女
/豆
つ
ぶ
の
上
に
寝
た

お
姫
さ
ま
」（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
,
19
83
）
19
83
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
19
81
3「
眠
れ
る
森
の
美
女
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
・

バ
レ
エ
団
」（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
,
20
10
）（
本
館
）
ほ
か

バ
レ
エ
作
品

 

17
山
賊
の
む
す
め
ロ
ー
ニ
ャ

R
on
ja

 r
öv
ar
d
ot
te
r

リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作

大
塚
勇
三
訳

岩
波
書
店
,

19
82

 
Y
8-
21
7

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
山
賊
の
娘
ロ
ー
ニ
ャ
」（
N
H
K
B
S,
20
14
）

 

18
ま
だ
ら
の
ひ
も
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ク
・
ホ
ウ
ム
ズ

 T
h
e 

A
d
v
e
n
tu
re

 
o
f 
th
e

 
Sp
ec
kl
ed

 B
an
d

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
作

林
克
己
訳

岩
波
書
店
,

20
00

 
Y
7-
N
00
-8
3

＜
映
画
＞

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
21
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
22
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
29
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
32
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
,

19
39
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
,

19
70
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
,

20
09
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
 B
B
C
版
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
イ
ギ
リ
ス
,

19
64
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
」（
イ
ギ
リ
ス
,

19
84
）

ア
ニ
メ
「
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
」（
テ
レ
ビ
朝
日
,
19
84
）
擬

人
化
し
た
動
物
が
登
場

「
 S
H
E
R
L
O
C
K
（
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
）」
（
イ
ギ
リ
ス
,

20
10
-2
01
4）

人
形
劇
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
」（
N
H
K
,
20
14
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
31
-J
10
30「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
」（
ワ
ー
ナ
ー

ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
,
20
12
）
20
09
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
31
-L
31
3「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
冒
険
」

（
N
H
K

 E
N
T
E
R
P
R
IS
E
S,
20
12
）
19
84
年
イ
ギ
リ
ス
作

品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
19
12
4「
名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ

ア
ル
,
20
11
）
19
84
年
日
本
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-L
61
83
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
N
H
K
パ

ペ
ッ
ト
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
1」
（
ホ
リ
プ
ロ
,
20
14
）

20
14
年
作
品
（
本
館
）

 

19
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
く
り

も
の

C
h
ar
lo
tt
e'
s 
W
eb

E
.B
.ホ
ワ
イ
ト
作

ガ
ー
ス
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
絵

さ
く
ま
ゆ
み
こ
訳

あ
す
な
ろ
書

房
, 
20
01

 
Y
9-
N
01
-3
3

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
く
り
も
の
」（
イ
ギ
リ
ス
,

19
72
）

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
く
り
も
の
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
06
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-9
20
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
く
り
も
の
」（
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
,
19
82
）
19
72
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
11
14
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
の
お
く
り
も
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
コ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
」（
パ
ラ
マ
ウ

ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
,
20
07
）
20
06
年
作
品
（
本
館
）

 

20
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク

T
h
e 
Ju
n
gl
e 
B
oo
k

キ
ッ
プ
リ
ン
グ
作

金
原
瑞
人
訳

偕
成
社
,

19
90

 
Y
8-
75
90

＜
映
画
＞

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
42
）

ア
ニ
メ
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
67
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
94
）

ア
ニ
メ
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ブ
ッ
ク
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
95
）

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ブ
ッ
ク
少
年
モ
ー
グ
リ
の
大
冒
険
」（
ア

メ
リ
カ
,
19
97
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ブ
ッ
ク
・
少
年
モ
ー
グ
リ
」（
テ
レ

ビ
東
京
,
19
89
-1
99
0）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
13
31
2「
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク
」（
P
D

 C
la
s-

si
c,
20
06
）
19
42
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-H
10
99
8「
ジ
ャ
ン
グ
ル
ブ
ッ
ク
少
年
モ
ー
グ
リ

v1
」（
ア
イ
・
シ
ー
・
エ
フ
,
20
05
）
ほ
か
。
19
89
-1
99
0年

作
品
（
本
館
）

 

21
ジ
ュ
デ
ィ
・
モ
ー
ド
は

ご
き
げ
ん
な
な
め

Ju
d
y 
M
oo
d
y

メ
ー
ガ
ン
・
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
作

ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
絵

宮
坂
宏
美
訳

小
峰
書
店
,

20
04

 
Y
9-
N
04
-

H
37
9

＜
映
画
＞

「
ジ
ュ
デ
ィ
の
夏
休
み
大
作
戦
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
11
）

 

22
小
公
子

（
岩
波
少
年
文
庫
）

Li
tt
le

 L
or
d

 F
au
n
tl
er
oy

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ホ
ジ
ソ

ン
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
作

脇
明
子
訳

岩
波
書
店
,

20
11

 
Y
7-
N
12
-J
28

＜
映
画
＞

「
小
公
子
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
21
）

「
Li
tt
le

 L
or
d
Fa
un
tl
er
oy
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
36
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
Li
tt
le

 L
or
d
Fa
un
tl
er
oy
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
94
）

 N
H
K

教
育
で
放
映

ア
ニ
メ
「
小
公
子
セ
デ
ィ
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
88
）
世
界

名
作
劇
場

91
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原
作
*2

映
像
化
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状
況

書
名

著
者
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出
版
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請
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号

映
画
,
テ
レ
ビ
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演
劇
な
ど

 *3
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
資
料
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23
宝
島

（
岩
波
少
年
文
庫
）

T
re
as
ur
e 
Is
la
n
d

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
作

海
保
眞
夫
訳

岩
波
書
店
,

20
00

 
Y
7-
N
00
-1
34

＜
映
画
＞

「
宝
島
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
20
）

「
宝
島
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
34
）

「
宝
島
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
50
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ア
ニ
メ
「
宝
島
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
74
）

ア
ニ
メ
「
宝
島
」（
日
本
,
19
87
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
宝
島
」（
日
本
テ
レ
ビ
,
19
78
-1
97
9）

ア
ニ
メ
「
新
宝
島
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
65
）

「
ス
タ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
」（
イ
タ
リ
ア
・
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ

ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
,
19
87
）
SF
宝
島

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-6
48
1「
宝
島
」（
パ
イ
オ
ニ
ア

 L
D
C
,
19
9-
）

19
50
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
31
-J
58
2「
宝
島
d
is
c1
」（
サ
ン
レ
ッ
ク
ス
,
20
12
）

ほ
か
。
19
78
-7
9年
作
品
（
本
館
）

 

24
デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト

1.
沈
黙
の
森

 T
h
e

Fo
re
st
s 
of

 S
ile
n
ce

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
作

岡
田
好
惠
訳

は
け
た
れ
い
こ
画

岩
崎
書
店
,

20
02

 
Y
9-
N
02
-1
99

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

20
07
-2
00
8）

＜
漫
画
＞

「
デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト
」（
に
わ
の
ま
こ
と
作
画
,

20
05
-2
00
8）

＜
ゲ
ー
ム
＞

「
デ
ル
ト
ラ
・
ク
エ
ス
ト
」（
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ゲ
ー
ム
ス
,

20
07
）

 

25
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険

（
岩
波
少
年
文
庫
）

T
h
e 
A
d
v
en
tu
re
s 
o
f 

T
om

 S
aw
ye
r

マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン

作 石
井
桃
子
訳

岩
波
書
店
,

19
88

 
Y
8-
51
09

＜
映
画
＞

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
30
）

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
37
）

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
38
）

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
73
）

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
大
冒
険
（
ア
メ
リ
カ
,
19
95
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,

19
80
）
世
界
名
作
劇
場

＜
ゲ
ー
ム
＞

「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
」（
ス
ク
ウ
ェ
ア
,
19
89
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-A
24
45
「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
」（
ビ
ク
タ
ー
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
01
）
19
37
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-A
35
82
「
世
界
名
作
劇
場
・
完
結
版
ト
ム
・
ソ
ー

ヤ
ー
の
冒
険
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,
20
01
）（
本
館
）

Y
LZ
11
-H
53
2「
ト
ム
ソ
ー
ヤ
の
冒
険
vo
l.
1」
世
界
名

作
劇
場
（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,
20
00
）
ほ
か

 

26

ド
リ
ト
ル
先
生
物
語
全
集

1
．
ド
リ
ト
ル
先
生
ア
フ

リ
カ
ゆ
き

T
h
e 
St
or
y 
of

 
D
oc
to
r

D
ol
it
tl
e

ロ
フ
テ
ィ
ン
グ
作
・
絵

井
伏
鱒
二
訳

岩
波
書
店
,

19
61

児
93
3-
cL
82
d

(館
内
)

＜
映
画
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ド
リ
ト
ル
先
生
不
思
議
な
旅
」（
ア
メ

リ
カ
,
19
67
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ド
リ
ト
ル
先
生
物
語
」（
N
H
K
B
S,
19
97
-1
99
8）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-1
54
0「
ド
リ
ト
ル
先
生
不
思
議
な
旅
」（
レ
ー
ザ
ー

デ
ィ
ス
ク
,
19
86
）
19
67
年
作
品
（
本
館
）

 

27

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

（
岩
波
少
年
文
庫
）

E
l 
In
ge
n
io
so

 
H
id
al
go

D
on

 
Q
u
ijo
te

 
d
e 
L
a 

M
an
ch
a

セ
ル
バ
ン
テ
ス
作

牛
島
信
明
編
訳

岩
波
書
店
,

19
87

 
Y
8-
48
78

＜
映
画
＞

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
フ
ラ
ン
ス
,
19
33
）

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ソ
連
,
19
57
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
,
19
73
）

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ス
ペ
イ
ン
,
19
91
）

 N
H
K
で
放
映

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
」（
ア
メ
リ
カ
,

20
00
）

「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ド
イ
ツ
,
20
08
）

＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
」（
ア
メ
リ
カ
初
演
,

19
65
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
」（
日
本
,
19
69
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-J
38
27
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ア
イ
・
ヴ
ィ
ー
・

シ
ー
,
20
0-
）
19
33
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
42
69
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ア
イ
・
ヴ
ィ
ー
・

シ
ー
,
20
0-
）
19
57
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-A
86
28
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
～
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の

男
」（
ジ
ェ
ネ
オ
ン
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
02
）

20
00
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
22
83
7「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

マ
ー
,
20
09
）
20
08
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-L
35
00
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
ア
メ
リ
カ
ン
・
バ

レ
エ
・
シ
ア
タ
ー
20
11
年
日
本
公
演
」（

 N
H
K
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
,
20
13
）（
本
館
）
ほ
か
バ
レ
エ
作
品

＜
漫
画
＞

Y
84
-J
14
71
8「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」（
バ
ラ
エ
テ
ィ
・
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
ス
漫
画
,
イ
ー
ス
ト
プ
レ
ス
,
20
09
）（
本
館
）
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原
作
*2

映
像
化
の
状
況

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

映
画
,
テ
レ
ビ
,
演
劇
な
ど

 *3
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
資
料
*4

 

28
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作
品
集

1
．
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ

P
ip
pi

 L
ån
gs
tr
um
p

リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作

大
塚
勇
三
訳

桜
井
誠
絵

岩
波
書
店
,

19
64

 
Y
7-
17
3

(館
内
)

＜
映
画
＞

「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
西
ド
イ
ツ
,

19
70
）

「
長
く
つ
下
ピ
ッ
ピ
の
冒
険
物
語
」（
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ

カ
,
19
87
）

ア
ニ
メ
「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
西
ド

イ
ツ
,
19
97
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
長
く
つ
下
の
ピ
ッ
ピ
」（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
,
19
69
）

 N
H
K

で
放
映

＜
演
劇
＞

「
長
靴
下
の
ピ
ッ
ピ
」（
日
本
,
20
04
）

「
ピ
ッ
ピ
」（
日
本
,
20
06
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-2
38
0「
長
く
つ
下
ピ
ッ
ピ
の
冒
険
物
語
」（
ア
ー

ル
・
シ
ー
・
エ
ー
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・
ビ

デ
オ
,
19
88
）
19
87
年
作
品
（
本
館
）

 

29
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り

1
．
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女

T
h
e 
Li
on
, 
th
e 
W
it
ch

an
d

 t
h
e 
W
ar
d
ro
b
e

C
.
S.
ル
イ
ス
作

瀬
田
貞
二
訳

ポ
ー
リ
ン
・
ベ
イ
ン
ズ

絵

岩
波
書
店
,

19
66

 
Y
7-
50
2

(館
内
)

＜
映
画
＞

「
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
第
1章
：
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女
」（
ア
メ

リ
カ
,
20
05
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
ラ
イ
オ
ン
と
魔
女
」（
イ
ギ

リ
ス
／
ア
メ
リ
カ
,
19
79
）

「
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
88
）

＜
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
＞

「
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語
」（
D
S,
20
06
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
LZ
11
-H
55
6「
ナ
ル
ニ
ア
国
も
の
が
た
り
」（
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ヴ
ア
ク
ザ
：
パ
イ
オ
ニ
ア

 L
D
C
,
20
03
）
19
88
年
作

品
 

30
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢

者
の
石

 
H
ar
ry

 
P
ot
te
r 

an
d

 t
h
e 
P
h
ilo
so
ph
er
's

St
on
e

J.
 K
.ロ
ー
リ
ン
グ
作
松

岡
佑
子
訳

静
山
社
,

19
99

 
Y
9-
M
99
-2
28

＜
映
画
＞

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
01
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
31
-L
52
3「
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・
ワ
ー
ナ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
90
周
年
記
念
50
フ
ィ
ル
ム

 
D
is
c3
6
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ

タ
ー
と
賢
者
の
石
」（
ワ
ー
ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ
,

20
13
）
20
01
年
作
品
（
本
館
）

＜
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

Y
H
25
9-
H
31
1「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
」（
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
ア
ー
ツ
,
20
03
）（
本
館
）

 

31

ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん
ア
ウ

シ
ュ
ビ
ッ
ツ
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

（
ポ
プ
ラ
ポ
ケ
ッ
ト
文
庫
）

H
an
a'
s 
Su
it
ca
se

カ
レ
ン
・
レ
ビ
ン
著

石
岡
史
子
訳

ポ
プ
ラ
社
,

20
06

 
Y
2-
N
06
-H
59

＜
映
画
＞

「
ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん
」（
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
ほ
か
,
20
09
）

＜
演
劇
＞

「
ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん
」（
日
本
,
20
10
）

＜
漫
画
＞

Y
2-
N
07
-H
17
4「
ハ
ン
ナ
の
か
ば
ん
：
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
コ
ミ
ッ
ク
版
」（
近
藤
た
か
し
ま
ん

が
,
ポ
プ
ラ
社
,
20
07
）

 

32
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記

1
．
ふ
し
ぎ
な
ス
カ
ラ
ベ

So
uv
en
ir
s 
E
n
to
m
ol
o-

gi
qu
es

ジ
ャ
ン
・
ア
ン
リ
・
フ
ァ
ー

ブ
ル

奥
本
大
三
郎
訳
・
解
説

集
英
社
,

19
91

 
Y
11
-4
08
6

＜
映
像
資
料
＞

Y
L
Z
11
-L
39
8「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
1
ハ
チ
の
な
か
ま

た
ち
」（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
,
20
13
）
ア
ニ
メ
世
界
の
名
作

シ
リ
ー
ズ

＜
漫
画
＞

Y
84
-J
18
11
7「
少
女
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
：
ス
カ
ラ
ベ
の

秘
密
」（
原
田
雅
史
漫
画
, 
P
H
P
研
究
所
,
20
10
）（
本
館
）

Y
16
-8
10
1「
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
1」
（
川
手
浩
二
漫
画
,

ほ
る
ぷ
出
版
,
19
96
）

 

33
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス

A
li
ce
’
s 
A
d
ve
n
tu
re
s

in
 W
on
d
er
la
n
d

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
作

ジ
ョ
ン
・
テ
ニ
エ
ル
絵

脇
明
子
訳

岩
波
書
店
,

19
98

 
Y
9-
M
99
-7
9

＜
映
画
＞

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
33
）

ア
ニ
メ
「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
51
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
73
）

人
形
ア
ニ
メ
「
ア
リ
ス
」（
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
,
19
88
）

「
ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
10
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

19
83
-1
98
4）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」（
ア
メ
リ
カ
,

19
85
）

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
86
）

「
ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
99
）
N
H
K
放
映

＜
演
劇
＞

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
－
子
供
た
ち
の
た

め
の
夢
の
劇
」（
イ
ギ
リ
ス
初
演
,
18
86
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ア
リ
ス
・
イ
ン
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

（
日
本
,
20
12
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-A
88
37
「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」（
ブ
エ
ナ
ビ

ス
タ
,
20
02
）
19
51
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-J
26
55
6「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
英
国
ロ
イ

ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
」（
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
,
20
12
）（
本
館
）
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原
作
*2

映
像
化
の
状
況

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

映
画
,
テ
レ
ビ
,
演
劇
な
ど

 *3
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
資
料
*4

 

34
星
の
王
子
さ
ま
：
プ
チ
・

プ
ラ
ン
ス

（
岩
波
少
年
文
庫
）

Le
 P
et
it

 P
ri
n
ce

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
作

内
藤
濯
訳

岩
波
書
店
,

19
98

 
Y
9-
N
00
-9
0

＜
映
画
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
星
の
王
子
さ
ま
」（
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ

カ
,
19
74
）

「
星
の
王
子
さ
ま
」（
フ
ラ
ン
ス
,
19
83
）

「
星
の
王
子
さ
ま
」（
フ
ラ
ン
ス
,
20
10
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
星
の
王
子
さ
ま
プ
チ
・
プ
ラ
ン
ス
」（
朝
日
放

送
,
19
78
-1
97
9）

＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
星
の
王
子
さ
ま
」（
日
本
,
19
85
）

「
リ
ト
ル
プ
リ
ン
ス
」（
日
本
,
19
93
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
70
63
「
星
の
王
子
さ
ま
」（
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ホ
ー

ム
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ジ
ャ
パ
ン
,
20
04
）
19
74
年
作

品
（
本
館
）

Y
L2
11
-6
09
「
星
の
王
子
さ
ま
Le

 p
et
it
pr
in
ce
」（
岩

波
書
店
,
19
88
）（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
16
-N
08
-J
22
9「
ま
ん
が
星
の
王
子
さ
ま
」（
藤
井
龍
二

漫
画
,
栄
光
社
,
20
08
）

 

35
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険

T
h
e 
H
ob
b
it

J.
 R
.
R
.ト
ー
ル
キ
ン
作

瀬
田
貞
二
訳

寺
島
竜
一
絵

岩
波
書
店
,

19
83

 
Y
8-
10
12

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
」（
日
本
・
ア
メ
リ
カ
,
19
78
）

「
ホ
ビ
ッ
ト
思
い
が
け
な
い
冒
険
」（
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
,
20
12
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
31
-L
14
27
「
ホ
ビ
ッ
ト
思
い
が
け
な
い
冒
険
」（
ワ
ー

ナ
ー
・
ホ
ー
ム
・
ビ
デ
オ

 ,
20
13
）
20
12
年
作
品
（
本
館
）

＜
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
＞

Y
H
51
9-
H
15
8「
ホ
ビ
ッ
ト
の
冒
険
ロ
ー
ド
オ
ブ
ザ
リ
ン

グ
は
じ
ま
り
の
物
語
」（
コ
ナ
ミ
,
20
05
）（
本
館
）

 

36
ム
ー
ミ
ン
谷
の
冬
（
ム
ー

ミ
ン
童
話
全
集
.
5収
載
）

ほ
か

T
ro
llv
in
te
r

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
作
・
絵

山
室
静
訳

講
談
社
,

19
90

 
Y
8-
74
39

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ム
ー
ミ
ン
」（
日
本
,
19
71
）

ア
ニ
メ
「
ム
ー
ミ
ン
」（
日
本
,
19
72
）

「
劇
場
版
ム
ー
ミ
ン
パ
ペ
ッ
ト
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ム
ー
ミ
ン
谷
の
夏
ま
つ
り
」（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
,
20
08
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ム
ー
ミ
ン
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
69
-1
97
0）

世
界
名
作
劇
場
ア
ニ
メ
「
ム
ー
ミ
ン
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,

19
72
）

ア
ニ
メ
「
ム
ー
ミ
ン
・
パ
ペ
ッ
ト
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
,
19
79
）

N
H
K
放
映
ア
ニ
メ
「
楽
し
い
ム
ー
ミ
ン
一
家
」（
テ
レ
ビ

東
京
,
19
90
-1
99
1）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-L
24
58
「
ム
ー
ミ
ン
パ
ペ
ッ
ト
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
冬
の
巻
ム
ー
ミ
ン
谷
の
冬
」（
N
H
K
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
,
20
13
）
19
79
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
31
-L
31
7「
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
の
楽
し
い
ム
ー
ミ
ン

一
家
」（
ビ
ク
タ
ー
エ
ン
タ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
12
）

19
90
-1
99
1年
作
品
（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
16
-3
47
「
ム
ー
ミ
ン
ま
ん
が
シ
リ
ー
ズ
」（
講
談
社

 ,
19
69
-1
97
0）

Y
16
-7
79
3「
ム
ー
ミ
ン
の
冒
険
日
記
」（
野
中
し
ぎ
訳
,

福
武
書
店
,
19
91
）
ほ
か

Y
84
-G
99
73
「
ム
ー
ミ
ン
コ
ミ
ッ
ク
ス
」（
冨
原
眞
弓
訳
,

20
00
-2
00
1）
（
本
館
）

 

37
床
下
の
小
人
た
ち

T
h
e 
B
or
ro
w
er
s

メ
ア
リ
ー
・
ノ
ー
ト
ン
著

林
容
吉
訳

ダ
イ
ア
ナ
・
ス
タ
ン
レ
ー
絵

岩
波
書
店
,

19
69

 
Y
7-
17
01

＜
映
画
＞

「
ボ
ロ
ワ
ー
ズ
床
下
の
小
さ
な
住
人
た
ち
」（
ア
メ
リ

カ
・
イ
ギ
リ
ス
,
19
97
）

ア
ニ
メ「
借
り
ぐ
ら
し
の
ア
リ
エ
ッ
テ
ィ
」（
日
本
,
20
10
）

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

＜
テ
レ
ビ
＞

「
床
下
の
小
さ
な
住
人
た
ち
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
92
）

 N
H
K

で
放
映

 

38
若
草
物
語

Li
tt
le

 W
om
en

ル
イ
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ

ト
著

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
プ
リ
ュ
ニ

エ
画

片
岡
し
の
ぶ
訳

あ
す
な
ろ
書

房
, 
20
00

 
Y
9-
N
00
-1
07

＜
映
画
＞

「
若
草
物
語
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
33
）

「
若
草
物
語
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
49
）

「
若
草
物
語
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
94
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
若
草
物
語
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
70
）

「
若
草
物
語
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
78
）

ア
ニ
メ
「
若
草
物
語
」（
T
B
S,
19
77
）
ま
ん
が
世
界
昔
ば

な
し
ア
ニ
メ
「
若
草
物
語
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
80
）

「
愛
の
若
草
物
語
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
87
）
世
界
名
作
劇

場 ＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
（
ア
メ
リ
カ
初
演
,
20
05
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-Ｊ
49
95
「
若
草
物
語
」（
ア
イ
・
ヴ
ィ
ー
・
シ
ー
,

20
03
）
19
33
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-Ｈ
66
07
「
若
草
物
語
」（
ワ
ー
ナ
ー
ホ
ー
ム
ビ
デ

オ
,
20
03
）
19
49
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-Ａ
19
61
「
若
草
物
語
」（
ソ
ニ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー

ズ
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
19
98
）
19
94
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-Ｊ
45
82
「
若
草
物
語
」（
ア
イ
・
ヴ
ィ
ー
・
シ
ー
,

20
04
）
19
70
年
作
品
（
本
館
）

Y
L3
21
-A
66
36
「
世
界
名
作
劇
場
・
完
結
版
愛
の
若
草

物
語
」（
バ
イ
ダ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,
20
02
）（
本
館
）

Y
L3
21
-
Ａ
17
62
「
世
界
名
作
劇
場
愛
の
若
草
物
語

V
ol
.1
」（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,
20
01
）
ほ
か
（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
84
-E
40
38
「
若
草
物
語
」（
高
河
ゆ
ん
作
画
,
学
習
研
究

社
,
19
92
）（
本
館
）

Y
16
-2
67
4「
若
草
物
語
」（
南
義
郎
著
,
集
英
社
,
19
53
）
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「
資
料
紹
介
―
日
本
に
お
け
る
児
童
文
学
と
映
像
作
品
」
紹
介
資
料
リ
ス
ト

 2
②
日
本
児
童
文
学
の
映
像
作
品
リ
ス
ト
（
抜
粋
）
*
1

 

*
当
日
配
布
資
料
か
ら
映
像
化
さ
れ
た
作
品
の
み
を
抜
粋
。
ま
た
,
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
は
,
同
じ
作
品
の
場
合
は
,
最
新
の
出
版
年
の
資
料
の
み
を
記
載
。

 
1 *
原
作
の
書
誌
情
報
は
,
主
に
「
子
ど
も
の
へ
や
」
の
開
架
資
料
の
も
の
。
開
架
資
料
が
な
い
場
合
は
,
国
際
子
ど
も
図
書
館
所
蔵
の
出
版
年
の
新
し
い
図
書
。

 
2 *
複
数
の
情
報
源
で
確
認
で
き
た
場
合
に
記
載
。

3 *4
（
本
館
）
は
,
東
京
本
館
で
所
蔵
。
そ
れ
以
外
は
,
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
所
蔵
。

原
作
*2

映
像
化
の
状
況

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

映
画
,
テ
レ
ビ
,
演
劇
な
ど

 *3
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
*4

 

1
あ
ば
れ
は
っ
ち
ゃ
く

山
中
恒
作

理
論
社
,

19
96

 
Y
9-
29
33

＜
テ
レ
ビ
＞

「
俺
は
あ
ば
れ
は
っ
ち
ゃ
く
」（
テ
レ
ビ
朝
日
,
19
79
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
90
46
「
俺
は
あ
ば
れ
は
っ
ち
ゃ
く
v.
1-
2」
（
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ト
,
20
05
）（
本
館
）

 

2
あ
ら
し
の
よ
る
に

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
作

あ
べ
弘
士
絵

講
談
社
,

20
14

 
Y
8-
N
14
-

L7
75

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」（
日
本
,
20
05
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
ひ
み
つ
の
と
も
だ
ち
」（
テ

レ
ビ
東
京
,
20
12
）

＜
演
劇
＞

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」（
日
本
,
19
97
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」（
日
本
,
20
07
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
LZ
11
-H
21
65
「
あ
し
た
の
よ
る
に
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
」（
セ
デ
ィ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
,

20
06
）
20
05
年
作
品

Y
LZ
11
-J
20
86
「
あ
ら
し
の
よ
る
に
ひ
み
つ
の
と
も
だ

ち
1」
（
バ
ン
ダ
イ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
,
20
12
）
20
12
年
作
品

 

3
お
引
越
し

ひ
こ
・
田
中
著

福
音
館
書
店
,

20
13

 
Y
8-
N
13
-

L8
89

＜
映
画
＞

「
お
引
越
し
」（
日
本
,
19
93
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-A
90
21
「
お
引
越
し
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
」（
ジ
ュ

ネ
オ
ン
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
02
）（
本
館
）

 

4
お
れ
が
あ
い
つ
で
あ
い
つ

が
お
れ
で

山
中
恒
作

そ
が
ま
い
絵

童
話
館
出
版
,

20
13

 
Y
8-
N
13
-

L6
62

＜
映
画
＞

「
転
校
生
」（
日
本
,
19
82
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
転
校
生
！
お
れ
が
あ
い
つ
で
あ
い
つ
が
お
れ
で
」（
フ
ジ

テ
レ
ビ
,
19
85
）

「
ど
っ
ち
が
ど
っ
ち
！
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

 ,
20
02
）
ド
ラ
マ
愛
の
詩

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
11
-7
98
8「
転
・
校
・
生
ノ
ー
カ
ッ
ト
劇
場
版
」（
バ
ッ

プ
,
19
90
）
19
82
年
作
品
（
本
館
）

 

5
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
ド
ラ

ゴ
ン
た
い
じ

原
ゆ
た
か
さ
く
・
え

ポ
プ
ラ
社
,

19
87

 
Y
8-
48
45

＜
映
画
＞

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
魔
法
使
い
の
で
し
,
大
か
い
ぞ
く

の
宝
さ
が
し
」（
日
本
,
19
93
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
」（
名
古
屋
テ
レ
ビ
・
テ
レ
ビ

朝
日
,
20
04
-2
00
5）

＜
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
＞

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
め
ざ
せ
！
い
た
ず
ら
キ
ン
グ
」（
バ

ン
ダ
イ
,
20
04
）

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
と
ま
ほ
う
の
ゆ
う
え
ん
ち
」（
バ
ン
ダ

イ
,
20
04
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L
Z
11
-L
56
6「
映
画
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ま
も
る
ぜ
！

き
ょ
う
り
ゅ
う
の
た
ま
ご
」（
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
,

20
14
）

Y
LZ
11
-L
23
9「
映
画
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
だ
・
だ
・
だ
・
だ

い
ぼ
う
け
ん
！
」（
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
,
20
13
）

 

6
カ
ラ
フ
ル

森
絵
都
作

理
論
社
,

19
98

 
Y
8-
M
99
-9
2

＜
映
画
＞

「
カ
ラ
フ
ル
」（
日
本
,
20
00
）

ア
ニ
メ
「
カ
ラ
フ
ル
」（
日
本
,
20
10
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-A
55
09
「
カ
ラ
フ
ル
デ
ラ
ッ
ク
ス
版
」（
ジ
ュ

ネ
オ
ン
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
02
）
20
00
年
作
品

（
本
館
）

Y
L3
21
-J
21
04
4「
C
ol
or
fu
l」（
ア
ニ
プ
レ
ッ
ク
ス
,
20
11
）

20
10
年
作
品
（
本
館
）

7
ク
レ
ヨ
ン
王
国
の
十
二
か

月 （
講
談
社
青
い
鳥
文
庫
）

福
永
令
三
作

椎
名
優
絵

講
談
社
,

20
11

 
Y
7-
N
12
-J
5

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
夢
の
ク
レ
ヨ
ン
王
国
」（
テ
レ
ビ
朝
日
,

19
97
-1
99
8）

＜
漫
画
＞

Y
84
-G
45
58
「
夢
の
ク
レ
ヨ
ン
王
国
」（
片
岡
み
ち
る
著
,

講
談
社
,
19
98
）（
本
館
）

 

8
狐
笛
の
か
な
た

上
橋
菜
穂
子
作

白
井
弓
子
画

理
論
社
,

20
03

 
Y
8-
N
04
-H
12

＜
演
劇
＞

「
狐
笛
の
か
な
た
」（
日
本
,
20
09
）

「
狐
笛
の
か
な
た
－
ふ
た
つ
の
魂
」（
日
本
,
20
11
）

 

9
精
霊
の
守
り
人

上
橋
菜
穂
子
作

二
木
真
希
子
絵

偕
成
社
,

19
96

 
Y
9-
28
86

＜
映
画
＞

「
精
霊
の
守
り
人
」（
20
16
予
定
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
精
霊
の
守
り
人
」（
N
H
K
B
S,
20
07
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
18
82
1「
精
霊
守
り
人
第
1巻
」（
ジ
ュ
ネ
オ

ン
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,
20
07
）
20
07
年
作
品
（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
84
-L
81
33
「
精
霊
の
守
り
人
」（
藤
原
カ
ム
イ
著
,
朝
日

新
聞
出
版
,
20
13
）（
本
館
）
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資料紹介―日本における児童文学と映像作品 

原
作
*2

映
像
化
の
状
況

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

映
画
,
テ
レ
ビ
,
演
劇
な
ど

 *3
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
資
料
*4

 

10
そ
れ
い
け
ズ
ッ
コ
ケ
三
人

組
那
須
正
幹
作
前
川
か
ず

お
絵

ポ
プ
ラ
社
,

19
78

 
Y
7-
65
67

＜
映
画
＞

「
花
の
ズ
ッ
コ
ケ
児
童
会
長
」（
日
本
,
19
91
）「
ズ
ッ
コ
ケ

三
人
組
怪
盗

 X
物
語
」（
日
本
,
19
98
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
そ
れ
い
け
！
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」（
関
西
テ
レ
ビ
,

19
85
-1
98
6）

「
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」（
N
H
K
ド
ラ
マ
愛
の
詩
,
19
99
）
以

後
,
続
編
も

ア
ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

20
04
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
LZ
11
-H
11
56
「
そ
れ
い
け
！
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
v.
1」

（
コ
ロ
ン
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
,

20
04
）
20
04
年
作
品

＜
漫
画
＞

Y
16
-N
05
-H
10
2「
名
探
偵
ズ
ッ
コ
ケ
三
人
組
1」
（
新

山
た
か
し
漫
画
ポ
プ
ラ
社
,
20
04
）
ほ
か

 

11
大
正
野
球
娘
。

神
楽
坂
淳
著

徳
間
書
店
,

20
07

 
K
H
23
7-
H
45
6

（
本
館
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
大
正
野
球
娘
。」
（
T
B
S,
20
09
）

＜
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
＞

「
大
正
野
球
娘
。
乙
女
達
乃
青
春
日
記
」（
P
SP
,
20
09
）

「
大
正
野
球
娘
。」
（
G
R
E
E
,
20
11
）

「
大
正
野
球
娘
。」
（
モ
バ
ゲ
ー
,
20
11
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
31
-J
98
「
大
正
野
球
娘
。
第
1
巻
」（
T

 B
S,
20
09
）

（
本
館
）

 

12
だ
れ
も
知
ら
な
い
小
さ
な

国
（
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
物
語

1
）

佐
藤
さ
と
る
作

村
上
勉
絵

講
談
社
,

19
85

 
Y
8-
M
98
-4
73

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
冒
険
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」（
読
売
テ
レ
ビ
,

19
73
-1
97
4）

 

13
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ

水
木
し
げ
る
著

筑
摩
書
房
,

19
77

 
Y
7-
63
16

＜
テ
レ
ビ
＞

「
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
」（
N
H
K
,
19
91
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-Ｊ
19
42
9「
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
,
20
11
）（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
84
-H
33
11
8「
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
」（
角
川
書
店
,

20
07
）（
本
館
）

 

14
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
矢
玉
四
郎
作
・
絵

岩
崎
書
店
,

19
80

 
Y
7-
82
81

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
は
れ
と
き
ど
き
ブ
タ
」（
日
本
,
19
88
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
」（
テ
レ
ビ
東
京
,

19
97
-1
99
8）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L
Z
11
-H
25
2「
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
1」
（

 S
M
E
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
ー
ク
ス
,

20
03
）
19
97
年
作
品

 

15
ビ
ー
ト
・
キ
ッ
ズ

（
講
談
社
青
い
鳥
文
庫
）

風
野
潮
作

桑
原
草
太
絵

講
談
社
,

20
10

 
Y
7-
N
10
-J
18
6
＜
映
画
＞

「
ビ
ー
ト
キ
ッ
ズ
」（
日
本
,
20
05
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
21
-H
12
84
4「
ビ
ー
ト
キ
ッ
ズ
」（
東
芝
エ
ン
タ
テ
イ

ン
メ
ン
ト
,
20
05
）（
本
館
）

＜
漫
画
＞

Y
84
-H
23
09
0「
B
ea
tK
id
s」
（
マ
ッ
サ
留
美
子
漫
画
,
講

談
社
,
20
06
）（
本
館
）

 

16
ぼ
く
は
王
さ
ま
（
シ
リ
ー

ズ
）

寺
村
輝
夫
作

和
田
誠
絵

理
論
社
,

20
00

 
Y
8-
N
00
-7
8

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」（
東
映
ビ
デ
オ
オ
リ
ジ
ナ
ル
,

19
96
）

ア
ニ
メ
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」（
B
S1
1,
20
13
）

＜
人
形
劇
＞

「
お
し
ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や
き
」（
日
生
劇
場
,
20
10
）
ほ

か

＜
映
像
資
料
＞

Y
LZ
11
-H
23
29
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」（
東
映
ビ
デ
オ
､2
00
6）

19
96
年
作
品

 

17
ぽ
っ
ぺ
ん
先
生
と
帰
ら
ず

の
沼

（
岩
波
少
年
文
庫
）

舟
崎
克
彦
作

岩
波
書
店
,

20
01

 
Y
7-
N
01
-4
0

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
ぽ
っ
ぺ
ん
先
生
と
帰
ら
ず
の
沼
」（
毎
日
放
送
,

19
92
）

 

18
魔
女
の
宅
急
便

角
野
栄
子
作

林
明
子
画

福
音
館
書
店
,

19
85

 
Y
8-
22
94

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
魔
女
の
宅
急
便
」（
日
本
,
19
89
）
ス
タ
ジ
オ
ジ

ブ
リ

「
魔
女
の
宅
急
便
」（
日
本
,
20
14
）

＜
演
劇
＞

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔
女
の
宅
急
便
」（
日
本
,
19
93
）

＜
映
像
資
料
＞

Y
L3
31
-L
19
「
魔
女
の
宅
急
便
」（
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
,
20
12
）
19
89
年
作
品
（
本

館
）

 

19
目
を
さ
ま
せ
ト
ラ
ゴ
ロ
ウ
小
沢
正
作

井
上
洋
介
絵

理
論
社
,

19
73

 
Y
7-
38
10

＜
演
劇
＞

「
目
を
さ
ま
せ
ト
ラ
ゴ
ロ
ウ
」（
日
本
,
20
12
）

 

20
ル
ー
ト
22
5

藤
野
千
夜
著

新
潮
社
,

20
05

 
K
H
16
6-
H
30
4

（
本
館
）

＜
映
画
＞

「
ル
ー
ト
22
5」
（
日
本
,
20
06
）

＜
漫
画
＞

Y
84
-J
30
19
「
ル
ー
ト
22
5」
（
志
村
貴
子
漫
画
,
講
談
社
,

20
08
）（
本
館
）
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「
資
料
紹
介
―
日
本
に
お
け
る
児
童
文
学
と
映
像
作
品
」
紹
介
資
料
リ
ス
ト

 3
「
世
界
名
作
劇
場
」
関
連
の
原
作

(限
定
)
→
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
館
内
及
び
図
書
館
送
信
参
加
館
内
公
開
）
注
：
デ
ジ
タ
ル
化
図
書
に
つ
い
て
は
,
原
則
と
し
て
原
本
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

世
界
名
作
劇
場

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

「
世
界
名
作
劇
場
」
以
外
の
映
像
作
品

19
69
年

ど
ろ
ろ

ど
ろ
ろ
と
百
鬼
丸

（
漫
画
）

ど
ろ
ろ

 
1

手
塚
治
虫
著

国
書
刊
行
会
,

20
13

 
Y8
4-
L6
13
6

（
本
館
）

19
69
-1
97
0年

19
72
年

ム
ー
ミ
ン

ム
ー
ミ
ン
谷
の
冬

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
71
年

ア
ン
デ
ル
セ
ン
物
語

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
集

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
73
年

山
ね
ず
み
ロ
ッ
キ
ー

チ
ャ
ッ
ク

う
ず
ら
の
ボ
ブ
の
ぼ
う
け
ん

（
バ
ー
ジ
ェ
ス
ア
ニ
マ
ル
・

ブ
ッ
ク
ス
1）

T.
バ
ー
ジ
ェ
ス
作

塩
谷
太
郎
訳

小
林
与
志
絵

金
の
星
社
,

19
69

 
Y7
-1
74
5-
[1
]

19
74
年

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ

ヨ
ハ
ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ

 [
著

 ]
関
泰
祐
,
阿
部
賀
隆
訳

角
川
書
店
,

20
06

 
KS
42
1-
H
43

19
75
年

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬

（
岩
波
少
年
文
庫
）

ウ
ィ
ー
ダ
作

野
坂
悦
子
訳

岩
波
書
店
,

20
03

 
Y7
-N
04
-H
7

＜
映
画
＞

「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
59
）

ア
ニ
メ
「
劇
場
版
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」（
日
本
,
19
97
）

「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
98
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」（

 TB
S,
19
76
）
ま
ん
が
世
界
昔
ば
な
し

ア
ニ
メ
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
ぼ
く
の
パ
ト
ラ
ッ
シ
ュ
」（
日
本
テ
レ

ビ
,
19
92
）

19
76
年

母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
ク
オ
レ
：
愛
の
学
校

（
岩
波
少
年
文
庫
）

ア
ミ
ー
チ
ス
作

前
田
晁
訳

岩
波
書
店
,

19
55

児
97
3-
cA
51
kM

(限
定
)

＜
映
画
＞

「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」（
イ
タ
リ
ア
,
19
59
）

ア
ニ
メ
「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」（
日
本
,
19
80
）

「
マ
ル
コ
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
89
）

ア
ニ
メ「
劇
場
版
M
AR
CO
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」（
日
本
,
19
99
）

「
母
を
た
ず
ね
て
180
0マ
イ
ル
」（
フ
ラ
ン
ス
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
ベ
ル
ギ
ー
,2
00
1）

19
77
年

あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
は
る
か
な
る
わ
が
ラ
ス
カ
ル
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
ノ
ー
ス

著
亀
山
竜
樹
訳

小
学
館

19
94
年

 
RA
57
1-
E2
36

19
78
年

ペ
リ
ー
ヌ
物
語

家
な
き
娘

（
偕
成
社
文
庫
）

エ
ク
ト
ー
ル
・
マ
ロ
作

二
宮
フ
サ
訳

偕
成
社
,

20
02

 
Y7
-N
02
-1
5

＜
映
画
＞

ア
ニ
メ
「
ペ
リ
ー
ヌ
物
語
」（
日
本
,
19
90
）

19
79
年

赤
毛
の
ア
ン

赤
毛
の
ア
ン

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
80
年

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険

ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
81
年

ふ
し
ぎ
な
島
の
フ
ロ
ー
ネ

ス
イ
ス
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン

ヨ
ハ
ン
=
ダ
ビ
ッ
ト
=

ウ
ィ
ー
ス
作

小
川
超
訳

W
=ク
ー
ネ
ル
ト
画

学
習
研
究
社
,

[1
97
7]

 
Y7
-5
72
9

19
82
年

南
の
虹
の
ル
ー
シ
ー

南
の
虹

フ
ィ
リ
ス
=ピ
デ
ィ
ン
グ

ト
ン
作

一
関
春
枝
訳

講
談
社
, 
19
82

 
Y7
-9
86
8

19
83
年

ア
ル
プ
ス
物
語
私
の

ア
ン
ネ
ッ
ト

雪
の
た
か
ら

パ
ト
リ
シ
ア
・
M
.S

 t.
ジ
ョ
ン
著

松
代
恵
美
訳

福
音
伝
道
教
団

出
版
部
, 
19
59

児
93
3-
cJ
65
y

(限
定
)

19
84
年

牧
場
の
少
女
カ
ト
リ

牧
場
の
少
女
カ
ト
リ

ア
ウ
ニ
・
ヌ
オ
リ
ワ
ー
ラ
著

森
本
ヤ
ス
子
訳

い
の
ち
の
こ
と

ば
社
, 
19
84

 
Y8
-2
40
9 
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世
界
名
作
劇
場

書
名

著
者
名

出
版
事
項

請
求
記
号

「
世
界
名
作
劇
場
」
以
外
の
映
像
作
品

19
85
年

小
公
女
セ
ー
ラ

小
公
女

（
岩
波
少
年
文
庫
）

バ
ー
ネ
ッ
ト
作

吉
田
勝
江
訳

岩
波
書
店
,

19
95

 
Y9
-1
94
6

＜
映
画
＞

「
小
公
女
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
17
）

「
テ
ン
プ
ル
ち
ゃ
ん
の
小
公
女
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
39
）

「
小
公
女
」（
イ
ギ
リ
ス
,
19
86
）

「
リ
ト
ル
・
プ
リ
ン
セ
ス
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
95
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
小
公
女
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
,
19
86
）

「
小
公
女
セ
イ
ラ
」（
TB
S,
20
09
）
日
本
を
舞
台
に

19
86
年

愛
少
女
ポ
リ
ア
ン
ナ
物

語
少
女
ポ
リ
ア
ン
ナ

エ
レ
ノ
ア
・
ポ
ー
タ
ー
作

菊
島
伊
久
栄
訳

偕
成
社
, 
19
86

 
Y8
-3
38
8

19
87
年

愛
の
若
草
物
語

若
草
物
語

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
88
年

小
公
子
セ
デ
ィ

小
公
子

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
89
年

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
冒
険
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
エ
ン

デ
ィ

J.
M
.バ
リ
ー
作

石
井
桃
子
訳

F.
D
.ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
画

福
音
館
書
店
,

19
72

 
Y9
-N
01
-1
14

＜
映
画
＞
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
24
）

ア
ニ
メ
「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
55
）
デ
ィ
ズ
ニ
ー

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
」（
ア
メ
リ
カ
,
20
03
）

19
90
年

私
の
あ
し
な
が
お
じ
さ

ん
あ
し
な
が
お
じ
さ
ん

紹
介
資
料
リ
ス
ト
2
①
参
照

19
91
年

ト
ラ
ッ
プ
一
家
物
語

菩
提
樹

マ
リ
ア
・
ト
ラ
ッ
プ
著

中
込
純
次
訳

三
笠
書
房
,

19
57

 
93
3-
cT
77
4b
-N

(限
定
)

＜
映
画
＞

「
菩
提
樹
」（
西
ド
イ
ツ
,
19
56
）

19
92
年

大
草
原
の
小
さ
な
天
使

ブ
ッ
シ
ュ
ベ
イ
ビ
ー

カ
バ
の
国
へ
の
旅

ス
チ
ー
ブ
ン
ス
ン
作

田
中
明
子
訳

学
習
研
究
社
,

19
71

 
Y7
-2
43
4

19
93
年

若
草
物
語
ナ
ン
と

ジ
ョ
ー
先
生

プ
ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
の
子
ど

も
た
ち
若
草
物
語

ル
イ
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ

ト
[著
]

谷
口
由
美
子
訳

徳
田
秀
雄
絵

講
談
社
, 
19
93

 
Y9
-9
0

19
94
年

七
つ
の
海
の
テ
ィ
コ

（
原
作
は
な
い
）

19
95
年

ロ
ミ
オ
の
青
い
空

黒
い
兄
弟

リ
ザ
・
テ
ツ
ナ
ー
著

酒
寄
進
一
訳

あ
す
な
ろ
書

房
, 
20
02

 
Y9
-N
02
-2
41

19
96
年

名
犬
ラ
ッ
シ
ー

名
犬
ラ
ッ
シ
ー

エ
リ
ク
・
ナ
イ
ト
作

永
坂
令
子
訳

偕
成
社
, 
19
93

 
Y8
-9
76
7

＜
映
画
＞

「
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
46
）

「
ボ
ク
の
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
94
）

「
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」（
フ
ラ
ン
ス
,
イ
ギ
リ
ス
,
ア
メ
リ
カ
,
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
,
20
05
）

＜
テ
レ
ビ
＞

「
名
犬
ラ
ッ
シ
ー
」（
ア
メ
リ
カ
,
19
54
～
74
）
TB
S
放
映

19
96
-9
7年

家
な
き
子
レ
ミ

家
な
き
子

エ
ク
ト
ー
ル
・
マ
ロ
作

二
宮
フ
サ
訳

偕
成
社
, 
19
97

 
Y9
-3
46
4

＜
映
画
＞

「
家
な
き
子
」（
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
,
19
59
）

ア
ニ
メ
「
家
な
き
子
」（
日
本
,
19
80
）

＜
テ
レ
ビ
＞

ア
ニ
メ
「
家
な
き
子
」（
日
本
テ
レ
ビ
,
19
77
～
78
）

「
家
な
き
子
」（
チ
ェ
コ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
,
20
00
）
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おわりに

川端 有子

皆さん、非常に熱心なお話合い、どうもありが
とうございました。議論を途中、聞かせていただ
きましたけれども大変興味深く、いろいろと考え
ていただいて、この講座をやって本当に良かった
なと思いました。
いろんな方からいろいろとご指摘がありました

けれども、やはり多くの方々が「言葉の力」を大
きく考えていらっしゃり、非常に私も共感しまし
た。今、本当に言葉の重みというのがどんどん薄
れていくんじゃないかという恐怖のようなものを
感じていまして、そんなことを多分、皆さんも共
有されているんだなと思った次第です。というの
は、やはり、たとえば大学生でも、村岡花子訳の
『赤毛のアン』を一緒に読んでいて、「ちょっと待っ
て、碁盤縞  1って何か知っている？」と聞くと
「えっ、碁盤縞って何？」というような反応があり、
言葉を知らない人たちがとても増えている、そし
て、言葉だけでイメージを構築する力というのが
本当に薄くなっているということを毎回感じてい
るからなのです。
それから、全く分からないもの、例えば外国の

風物であるとか、お菓子とかのイメージを具体的
に見せてもらうと、それがきっかけで理解が深ま
るということも確かです。たとえば、今日お話し
した『秘密の花園』（the Secret Garden, 1911）でも、
イギリスの庭というものがどういうものか、ムア
（moor）というものがどういうものか、見て知っ
ているのと知らないのとでは、やはり作品の理解
度が違ってくると思いますので、そういう意味で
は映像というのも非常に大事なものがある。その
点についても、私も皆さんと同意見です。映像の

碁盤の目のような正方形の縞模様。また、その模様の織物を指

す。 

おわりに 

一つのメリットとして皆さんが挙げた、大勢で一
緒に見ることができる、そしてそれについてみん
なで話し合うことができるという点は、とても大
きなことだと思います。みんなに本を読んできな
さいと言っても、本が足りないとか、図書館で借
りられなかったなどの事情は起こりがちですが、
映画館に行って皆で見て、その後で感想を語り合
うというような機会があれば、これはとても大き
な経験であると言えるのではないでしょうか。そ
して、その中に原作を読んでいる子がいたら、そ
こは違ったよ、ここはこうだったよ、と話も弾む
んじゃないかと思いますし、そういう場があれば
いいなと思いました。
親子での会話ももちろんそうなのですが、その
場合、親御さんの方が勉強している必要があるな
と思いました。今、若いお母さん方、お父さん方
で本を読まないまま成長したという人も多いの
で、映画を子どもと一緒に見たら、一緒にその本
を読んでみようねというような語り合いができる
といいなと思います。
映画に取り上げられると、今まで埋もれていて、
本棚の中で誰も手を触れなかったような作品が、
また脚光を浴びるというようなことも一つのメ
リットかと思います。それはスタジオジブリには
時々感謝せざるを得ないなと思うところですけれ
ども、そこにもちょっと文句を言うならば、なぜ
『思い出のマーニー』（When Marnie Was There,
1967）を取り上げて、『トムは真夜中の庭で』
（Tom’s Midnight Garden, 1958）を取り上げないの
か腑に落ちません。どっちが優れているかははっ
きりわかるのですけれども。『思い出のマーニー』
はイギリスではもうほとんど読まれていなくて、
日本でしか生き残っていない作品です。それがど
うしてかというと、あれは河合隼雄（1928-2007）
が大好きな本で、自分の本の中で取り上げている
からなんですね2。時々、私は、宮崎駿（1941- ）
という人は児童文学が大好きな割に、本当にその
大事なポイントがわかっているのかな？と疑問に
思うことがあります。その上、やはりどうしても
映像イメージ、視覚のイメージは強烈ですので、

2 河合隼雄『子どもの本を読む』光村図書出版, 1985。
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おわりに 

これが固定してしまうともう太刀打ちできないわ
けですね。もう、ディズニーに太刀打ちするのは
半ば諦めかけていると言ってもいいくらい強いも
のですし、それに比べると、字だけで書かれた本
は地味であることは否定できません。字だけで読
んでいくという作業はとても地道なものだと思い
ます。それだけにちょっと苦労もいるわけですけ
れども、逆にそれから得られるものは大きいと思
います。
それから映像作品と原作とは別物と考えた方が

いいとは私も思っております。意外と児童文学の
映像化というのは、まだこれでも原作に忠実に作
られているものが多く、最後結末をちょっといじ
るくらいのものが多いのですけれども、そのほか
の大人向け一般作品になりますと、とにかくエン
ターテイメント性が最優先です。とにかく売れな
きゃ駄目という意図があまりにも強い作品が多
い。ここのところがやはり問題なのだろうと思い
ます。つまり、元々の作品にあった、飲み込みに
くい、とげのあるような部分、ささくれた部分、
どうも自分には太刀打ちできないような、でも本
当はとても大事な部分というのが、映画化のとこ
ろではうまく、綺麗にオブラートに包まれてし
まったり、すっかり無にされたりしているという
点です。これはやはり問題があると思いますの
で、やはり映像化されたものはエンターテイメン
トだと割り切った上で、二つの違うメディアの作
品を比べてみることは大きな経験になると思いま
す。図書館などで、映画化をきっかけに展示や
ブックトーク等をなさるということは非常に意義
のあることだと思います。
それから、身近にいる大人が本のある環境を

作ってあげなければいけないというのも私も同様
に思うことです。発表の中で、絵本を楽しむよう
な環境づくりとか、ブックスタートというような
運動に触れられましたが、私は、絵本だけでは物
足りないと思うんです。絵本もやはり絵から入っ
てしまうのです。ですので、読み聞かせのときに
は絵本だけではなくて、言葉だけで読み聞かせる
というのも、非常に重要だと思うんです。これが、
絵なしで、言葉で想像する力を育む大きな一つの
やり方だと思います。何晩掛かってもいい、少し

ずつでもいいから、絵のない本を声だけで読んで
ほしい、と私は思います。最後の機会だと思うの
で、私は今、大学2年生にせっせと授業中に読み
聞かせをしています。絵本が今、非常に脚光を浴
びて、お母さん方も皆さん熱心に絵本、絵本と言
われますが、本当は絵のない本を読んでください
と言いたいところです。とはいえ、やはり絵の在
るもの、映像のあるものはキャッチーですので、
利用されないように飲み込まれないように、こち
らから利用してやろうという意気込みは大変心強
いなと考えました。
そうやって、言葉の力を習得していくというこ
とと、受け身ではない想像力を培っていくという
のに、字の本は大変に大事なものだと思います。
私は、めったに本を読みながら寝てしまうことは
ないのですが、映画館に行くと十中八九、寝てし
まうので、友達には起こしてもらうよう言ってあ
るのですが、映画『風立ちぬ』(2013, 日)を観に
行ったときは、ついに友達も疲れているんだから
寝かせておいてあげようと思ったらしく、目が覚
めたら終わっていました。つまり、受け身だから、
何も苦労しなくていいから寝てしまうんですね。
原作を先に読んでほしいけれども、どちらも経
験してくれればいいなというところで、原作と映
像化が割合、理想的な形で、非常に得な形で結び
ついたのが＜ハリー・ポッター＞のシリーズ
（Harry Potter series, J. K. Rowling（1965- ）,
1997-2007）だったと思います。今、大学4年生く
らいの人たちがちょうど同時進行形で育ってきて
おり、11歳になったら、自分にも絶対にホグワー
ズから手紙が来ると信じていたというような子た
ちが成長していく段階に合わせて本が出て、2巻
目、3巻目と読み、読んだらすぐに映画が公開さ
れ、となっています。ハリー・ポッターの本自体
に挿絵はほとんどなく、扉のところにちょっとあ
るだけなのですが、それを映画がフォローして
いったために、挿絵がなくても、字の本を読んだ
だけで映画のイメージが思い浮かんで、次から次
へと読んでいける。大抵の子が『ハリー・ポッター
と炎のゴブレット』( Harry Potter and the goblet of 

fire, 2000)くらいで挫折するとか、その辺で忙し
くなって追いかけられなくなったというような経
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験はあるようですが、あれを読破した人は結構な
読書家になっている訳なんですね。あれはラッ
キーな例だったと思います。それにしても、ハ
リー・ポッターでも、ハーマイオニーがあまりに
も可愛らしすぎる。最初の本で読んだときには、
出っ歯であまりぱっとしない女の子だったのに、
何であんなに美人なんだとか、ハリー・ポッター
も分厚い眼鏡をかけた、いかにも冴えないいじめ
られっ子みたいな子であるはずなのに可愛くなっ
てしまって、あのイメージしかもう頭に浮かばな
くなっている。私ももうほかのハリー・ポッター
は思い浮かべられないです。というように、映像
が恐ろしい力を持っているということを思い知ら
されたシリーズであったとも思います。
そのほかに、こういった講座を子ども向けに

やっていただきたいというようなお話もありまし
たけれども、私もぜひやってみたいと思います。
今までこういう児童文学講座というのは大人の方
向けには何度もやっているのですが、考えてみた
ら、子どもに向かってやってみたことはないんで
すね。これはぜひやらせていただきたいので、ど
こかの図書館で企画してくれたら喜んで行きます
ので、よろしくお願いします。
それから、映像化の時代にはもう勝てなくなっ

ていますので、これを否定するだけではもうどう
しようもないということはよく分かります。です
から、「自分から探しに行く力」とどなたかおっ
しゃっていましたが、それを育むことはとても大
事、だから活字が本当に大事だと認識することが、
逆に私たちに突き付けられているのだろうと思い
ます。
そうすると、映画を作る側の人ももう少し考え

てほしいですね。『思い出のマーニー』を見たと
き、最後の方であきれてしまったのですが、主人
公は、マーニーが何者かを、あれだけ人に教えて
もらって、しかも最後に絵葉書のスケッチの裏に
書いてある名前を読むまでわからなかったとは情
けない。ああいう、アイデンティティを探すとい
う物語は、自分の手でやらねば意味はないのに、
なんで絵描きの女の人に全部教えてもらって、そ
れですら最後までわからなかったのか、ととても
腹が立ちました。そういうところは、映画を作る

おわりに 

側ももう少し考えてほしいものだと思ってしまい
ます。
今日は割と私は、映画の方に肯定的な感じでお
話をしたと思うのですが、本心はそうでもないん
ですね。やはり100もの見方ができるのは原作を
読んだ経験の時だけですし、先ほどの3本の『秘
密の花園』の映画も、それぞれの監督の思いで切
り取られた『秘密の花園』についての読み方が三
つあったに過ぎないわけですから、その後、やは
り元々の原作に当たって、私の読み方はこうだ、
私ならこんな映画が作りたいというところまで
持っていけたらいいなと思います。もちろん私
も、文字以外のメディアによる作品に好きなもの
はたくさんあるのですが、そういうものをうまく
使いながら本に触れていただくのが一番いいなと
思っています。
作者以外の思惑が入ってくるということについ
ては、大変、危惧も感じています。たとえば、ナ
ルニア国物語の『ライオンと魔女』（The Chroni-
cles of Narnia: The Lion, the Witch and the Wardrobe,
2005, 米）はかなりよくできた映画だったんだろ
うと思うのですが、初めは戦うのが嫌だと言って
いた子どもたちが、だんだん自分の家族や愛する
者を守るためならば、人を殺してもいいというよ
うに変わっていくのを見て、「これはまずい。」と
思ってしまいました。ちょうどあれは、アメリカ
とイラクの辺りが怪しくなっていた時期で、これ
はアメリカで作った映画であり、これで武装を正
当化する思考を知らず知らずのうちに刷り込まれ
ていたとしたら、とても怖いなと思ってしまいま
した。それと、自分自身の経験ですが、『指輪物語』
の映画（The Lord of the Rings: The Fellowship of the 

Ring, 2001, 米）を見たときに、向かってくるオー
ク鬼、ドワーフ、トロルとか怪物たちがあまりに
も気持ちが悪いので、「こんなに気持ち悪いもの
はさっさと消えて。」と思ってしまっている自分
に愕然としたんですね。悪をあくまで醜く恐ろし
いものとして描くことによって、正義の味方を持
ち上げてしまう、怖い力が映像にはあるなと思い
ました。ヒトラーもプロパガンダのために映画を
使ったと聞いていますけれども、それも視覚情報
が人に与える大きな力を悪用すると本当に怖いこ
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とになるという一例です。それと少し関連があり
ますが、あまり有名にならなかったのですが、
『ジャックと豆の木』が映画化されて（  Jack the 

Giant Slayer, 2013, 米）、少し前に公開されたの
を御存知でしょうか。実はあの時、松竹の方から、
「解説を書いてほしいので映画の試写会に来てく
ださい。」という御連絡があり、解説は喜んで書き
ます、と言って試写会に行きました。見終って「い
かがでしたか？」と聞かれ、思わず、「あまり好き
な映画じゃなかったけれど、書くことはいっぱい
あります。」と言って、いっぱい書かせてもらった
のですが、それを読んだ友だちに「これは映画を
見てなくても書ける。」と言われました。でも、私
は、映画を見ていなくても書けるというような情
報を解説に書きたかったので、それはそれでいい
と思っています。映画の解説も私は頼まれれば絶
対、引き受けようと思っています。そして、あえ
て、映像からは読み取れない情報というのをそこ
に書こうと思っています。
それから、視覚化したときに分かりやすくなる

ということは確かにそのとおりなのですが、先ほ
どの『指輪物語』にしても、『ジャックと豆の木』
にしても、実は視覚化することによって恐ろしく
怖くなることもあるのです。『ジャックと豆の木』
なんて誰も怖がるような話ではないのですが、映
画では巨人が追いかけてきて人間を押し潰して食
べる場面などは非常にグロテスクでした。昔話

で、言葉だけで語られたら「キャー」と言うくら
いで終わるような場面が、映像では悪夢のように
再現されてしまいます。たぶん、『白雪姫』や『赤
ずきん』の実写版が必ずといっていいほど、ホラー
になってしまうのは、そういう理由だと思います。
そうなると本当に、大人向けのホラー映画と考え
て、『赤ずきん』の映画化などとは思わない方がい
いというくらい、別ものになってしまいます。と
りわけ、昔話という口で伝えられた物語は、本来
は絵がなくても伝わってくる物語です。そういっ
たところで、映画も本もいろいろと使い分け、中
身を見極める工夫が必要だと思いました。
けれども、今日、皆さんの御意見を聞かせてい
ただいて、このような皆さんがいらっしゃる図書
館があれば、大丈夫だととても安心しました。こ
れからも、このような取組をぜひ続けていきたい
と心から思います。それから、何か機会がありま
したら、私も子どもたちに語ってみたいと思いま
すし、もし機会がありましたら、映画監督に向かっ
ても文句を付けてみたいとも思ったりしました。
昨日、今日と長い時間にわたって熱心に聞いて
くださり、また熱心にお話合いをしてくださって、
本当にありがとうございました。他の先生方の分
も一緒にお礼を申し上げます。どうもありがとう
ございました。

（かわばた ありこ）
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